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シソウしそう ニカン

エイゾウ

　

　

　

　

はじめに

　

　このシリーズもニカンめとなった。わたしのズイヒツよんサクめから、ロクサクめを

まとめたものである。いまおもうと、イチネンにサンサツと、よくだしたものだとおも

う。いまは、やすんでいるようだからそうおもう。つぎのこのシリーズがでるまで、イ

チネンはまたなければならないだろう。

　キョウははれできもちがいい。はるイチバンがセンジツふいて、キョウはニバンであ

ろう。ホンなどかいて、ヘヤにこもっていなくてよいとおもうが、トウブンやめるきは

ない。ただ、そとがきもちよさそうなのはジジツである。はたけしごともできればとお

もう。

　

ニセンニジュウネンサンガツジュウよっか

　

　

　

　

イチ、『オンガクイチエンのジダイ』イチ

　

ソレンはカイサンしてそのゴどうなったか。なぜカイサンすることになったかというと、

ビョウドウすぎたときく。グタイテキには、はたらかないでキュウリョウをもらうひと

にあわせて、よくはたらくひとや、ユウノウなひとがはたらかなくなったからだという。

たしかに、あまりはたらかないひとにケイザイをあわせるととんでもないことになろう。

これは、どこかのくにのケイザイセイサクににている。そうだ、「ザンギョウ」をキセ

イしようというセイサクのことだ。たしかに、はたらきすぎてしんでしまったり、もえ

つきてしまったりするのはこまるが、みんながみんなそうなるわけではない。だからザ

ンギョウをとめるのは、コベツにやるべきだろう。はたらきざかりがはたらかなくなっ

たら、やはりケイザイはコンランするのだ。ソレンカするニホンではしょうがないとお

もう。

　

ニ、『オ』よん
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エーからビーにすすむのに、イチビョウかかれば、イチビョウカンかかったという。く

るまにしても、くるまでもヒコーキでもイドウするにはジカンがかかる。くるまにして

も、ヒコーキにしても、ニンゲンがつくりだしたものである。それはチキュウジョウで

ソクドのはやいブルイだろう。いまのところイチバンはやいとされているのが「ひかり」

である。これはニンゲンがつくりだせるか。たしかにデントウはつくったようだ。

ところで、イドウにはエネルギーがヒツヨウである。くるまならガソリン、ヒコーキな

らジェットネンリョウである。それはどうショウヒされるか。おおきいものをうごかす

と、よりおおきなエネルギーをヒツヨウとする。ちいさなものならすくなくすむ。それ

からなにかいえないか。そう、「ひかり」よりもちいさなブッシツをつくれば、ひかりよ

りはやくイドウできるだろう。これを「こまびかり」といおう。なんのやくにたつかは

わからないが、チキュウジョウのリヨウだけでも、ジョウホウがはやくうごくようにな

るわけだから、セイサンセイがあがるだろう。

　

サン、『オ』ジュウ

　

エーアイがたまにワダイになる。シハンのキカイにもトウサイされたものがある。もっ

とすごくなると、リョウリのこんだてとか、むだづかいのガクを、ケイサンしてくれる

のだろう。そういうエーアイとたたかうのがかしこいのであろうか。あるコウコウセイ、

ダイガクセイのチシキは、カキュウのエーアイにうちまかされてしまうだろう。キョウ

イクにゴヒャクマンエンかけるのなら、エーアイをサンビャクマンエンでかったホウが

やすいとなる。キョウイクはジョセイキンでなりたつようなキョウソウができないギョ

ウカイである。だから、そういうエーアイとカカクキョウソウをしたら、キョウイクギョ

ウカイがまけるのはめにみえている。まけるとはどういうことか。キョウイクギョウカ

イのあかじがふえるということだ。あかじをだすまいと、ねだんをあげるかもしれない。

そうするとますますキョウイクギョウカイにおかねをはらうのが、ばかばかしくなって

くる。そういうミライがみえたからか、わたしはコウコウにいかなくなった。エーアイ

とサバイバルゲームをするきはなかった。

どうすればいいか。エーアイをつくるホウにまわれば、もうかるだろう。ニジュウネンま

えはコンピューターがそうだった。コンピューターがリュウコウしていたときは、コン

ピューターをつくっていれば、もうかっただろう。テレビゲームでハンドウタイやガメ

ンになれていたこどもがおおかったから、パソコンにもなじみやすかっただろう。いま

は、リュウコウからセイジュクしていき、ハードウェアは、そうそうもうからなくなっ

てきているようだ。しかし、パソコンをつかうひとはそんなにへっているわけではない

だろう。ソフトウェアはまだまだもうかるかかもしれない。

エーアイはわりとあたらしいソフトウェアである。もし、チシキだけがヒツヨウとすれ

ば、エーアイにかなうひとはそうそういないだろう。ニンゲンはどうすればいいか。う

ごけばいいのである。このブンのようにかくしごとは、やがてエーアイにうばわれるか

もしれない（かといっててぬきをしているわけではない。わたしジシンのユニークさで
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ショウブしているつもりだ。）。

しかし、ものをはこぶとかリョウリをつくるのは、エーアイにはできない。ロボットがや

りはじめるかもしれないが、そこのところはキョウソウしてもいいかもしれない。リョ

ウリはつくってたべなきゃニンゲンがしんでしまうからだ。そういうキソテキなことで

ないから、エーアイはかるくみられている。しかし、ガッコウでまなんだことがチシキ

だとしたら、ニュウシャシケンでは、「おかえりください。うちにはエーアイがいますん

で。」になってしまう。そういうわけで、チシキよりギジュツがダイジになっているジダ

イなのだとおもう。エーアイとキョウソウするくらいなら、つぎにひかえているロボッ

トとキョウソウするのがかしこいといえるかもしれない。

　

ヨン、『オ』ジュウサン

　

わたしたちのすんでいるあたりを「アジア」という。もともとチュウトウあたりにあっ

たくにをそうよんだために、それをカクダイしてつかっているようだ。しかし、コウゾ

ウシュギシャ（●『よろこぶゲンシジン［イカ、よ］』イチ）はそれでいいのかとおもう。

なぜなら、そのガンソアジアは、ショクミンチにされていたのだ（ゾッコクといったホ

ウがいいかもしれない。）。そんななまえをみとめてしまったから、ジュウゴセイキイコ

ウのトウシュウ（レイのなまえはつかわないホウがいいだろうから、かりにトウシュウ

としておく。）は、ショクミンチにされてしまったといえるかもしれない。ことばの（こ

ういういいかたはすきではないが）マリョクというやつである。かといってトウシュウ

といっても、そうそうつうじるわけではないだろうが、ジブンたちのことはそういえる

だろう。ゾッコクじゃしょうがない。

　

ゴ、『オ』ジュウゴ

　

あるしなものエーがあったとする。エーのほかにエーダッシュもあるとする。エーダッ

シュだから、エーとはちがうか。それはなんともいえないが、ブツリテキにはまったく

おなじものというのはむずかしいから、やはりちがうといえそうだ。しかし、それだと、

エーイコール エーダッシュ、エーダッシュ イコール ビーだからエー イコールビーとい

ういいかたができなくなってしまう。つまり、エーもエーダッシュもビーもちがうとい

うことだ。

ロンリはヒャクパーセントとかレイパーセントとかのものだから、ニジュッパーセント

ゴサがありますではこまってしまう。でもゲンジツはそんなものだからしょうがない。

トウケイガクのようにゴパーセントゴサがあります。でいいとおもう。つまり、エーイ

コールビーであるが、ニジュッパーセントのゴサがあると。ギャクからいえば、エーイ

コール ビーではないが、ハチジュッパーセントのゴサでまちがえだと。

シーさんいったディは、コウテイされたり、ハンロンされたりするが、サンジュッパー

セントまちがいだというようにスウチカすれば、ギロンもハクネツしないのでないか。
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ロク、『オ』ジュウハチ

　

ものがタクサンあるホウがゆたかだろうか。タブン、そういうひとがおおいにちがいな

い。ゆたかなくらしとは、ものにかこまれたセイカツだと。しかし、わたしはサイキン、

クウゲンをかんがえる（●『アルクカラカンガエル［イカ、ア］』ニヒャクニジュウキュ

ウ）。クウゲンとはわたしのゾウゴで、「からっぽ」というシゲンである。つまり、どこ

かにものがないホウがジユウともいえる。なにかものをおいてもよいし、おかなくても

よい。しかしそれはフドウサンである。ようするにあきちドウヨウだ。ケッキョクはフ

ドウサンがダイジなのではないかということだ（ヘヤのイチブとしても）。

そういうわけで、わたしはフドウサンをうったわけではないが、かいもどしている。そ

うすると、ゆとりがでてくる。そうニホンジンのいえはせまいのだ。わたしのおやじも

おふくろもヨケイなものはおかなかった。わたしはそうではなかったが、ものがふえる

につれ、どうもジブンがうごけるハンイがせばまってくるのにきづいた。だから、もの

をかたづけるといういいかたもあるかとはおもうが、フドウサンをかいもどすのである。

かねもちのいえはタブンヨユウがあるだろう。けっしてソウコのようにはなっていない

とおもう。

　

シチ、『オ』ニジュウニ

　

わたしがチュウコウセイのころ、ほとんどジタクではベンキョウしなかった。テレビゲー

ムをしたり、からだをうごかしてウンドウしたり、ガッキをひいたりした。テレビゲーム

というあそびは、いまのわたしにとってなににもなっていないが、あえていうなら、レ

キシにキョウミをもったことだ。カンレンボンもよんだ。もうイッテンは、ハンドウタ

イのハッテンのためになった（●『よ』ヒャクナナジュウサン、ヒャクハチジュウサン）。

ウンドウはシンタイのケンコウにつながっているし、ガッキはシュミになっている。

でも、サイキン、ベンキョウなり、ケンキュウもいいシュミではないかとおもえる。ホ

ンとヒッキグテイドにしかおかねがかからないからだ。ホンはゴヒャクエンからかえる

が、ガッキはナンジュウマンとする。やすくてもスウマンだ。だから、ショミンにとっ

て、ベンキョウはいいシュミだとおもうのである。それをおそわったのはいいシュウカ

クであった。

　

ハチ、『オ』ニジュウよん

　

なぜテンにめされるといういいかたをするか。それはウチュウをサイセイサンしたホウ

がいいからである（と、わたしはかんがえる。）。どういうことか。ウチュウはひろがり

つづけているという。ベツにそんなおおきくかんがえなくてもいい。タイヨウのもって
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いるすべてのシザイをホウシュツしてしまったらどうなるか（ひかりもシザイである。）。

タイヨウはもえなくなり、タブン「ブラックホール」になるだろう。そしてもともとのシ

ゲンはとおくにいってしまっている。またもえるのをサイカイさせようとおもったらど

うか。またシザイをあつめるしかない。だから、ブラックホールはいろいろとすいこむ

といわれるのではないか。またシザイがあつまれば、またもえることができるのだ。つ

まり、ニンゲンなんかはテンにめされたホウがよいのだ（あなたがタイヨウケイのなが

つづきをキボウするのならだが。）。そうすればタイヨウはながくつづく。テンにめされ

てもいいし、リンネテンセイでもいいのである。

　

キュウ、『オ』ニジュウハチ

　

わたしがダイガクにいっていたとき、アルバイトをはじめた。それでそのうちダイガク

のガクヒをジブンではらうようになった。ゲンエキでニュウガクしたならともかく、お

くれてはいったので、シュミでガッコウにいっているとおもうようになった。だから、

ジブンではらったホウがいいだろうと。それがあったから、コウギはやすまずにうけた。

セイセキはまぁまぁだった。

しかし、ガクヒをだすのはそうカンタンでなく、おかねのやりくりをケイサンするよう

になった。イチガツにいくらためて、シガツにいくらはらってといったものである。そ

のときはカイキブンセキ（あるスウジをタンジュンなイチジシキでヨソクするギジュツ）

をあまりしらなかったが、イチジシキで、チョクセンテキなスウシキで、それからのみこ

み、ガクヒのブンのおかねのたまりぐあいをケイサンするようになった。ワイ（ジブン

のジンセイ［ガクヒのたまりぐあい］）イコール エーエックス（マイツキのキュウリョウ

［ジキュウ かけるキンムジカン］）マイナスビー（セイカツヒ）といったぐあいである。

エーエックス（キュウリョウ）がふえればすごくゆたかだが、そうカンタンではない。ト

ウジはそれにもかかわらず、それをタッセイしようとした。しかし、つとめさきではケ

イエイゴウリカで、アルバイトジュウギョウインのキンムジカンをへらしていた。これ

ではガッコウにいけなくなるとわたしはかんがえ、ベツのアルバイトをはじめた。しか

しである、エックス（キンムジカン）をのばそうというのは、わたしのみがってなかん

がえだ。コヨウぬしとのカンケイできまるものであるのに、そうしてアルバイトをテン

テンとした。

ケッカは、おかねはたまったがシュクダイをやるジカンがなくなってしまったので、こ

れはソツギョウできないとおもい、ジネンイコウのケイカクをかんがえた。しかし、こ

のトチュウでジブンのみがってさになやまされる。かせげるかはわたしだけがきめるも

のではない。そこでうまくいかなくなった。いまなら、スウシキのヘンスウをイッコ、ニ

コふやしたらいいとおもう。つまり、ワイ（わたしのジンセイ）イコール エーエックス

（ジブンのドリョク）プラスシーゼット（カイシャのギョウセキ）プラス ディエイチ（シ

ジョウのケイキ）マイナスビー（セイカツヒ）のようにである。さきのシキよりはまと

もなヨソクができるだろう。
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ジュウ、『オ』ニジュウキュウ

　

ショウバイにはコストとリエキがあるとされる。うりあげ イコール コストたすリエキと

いうやつだ。うりあげをいくらあげても、リエキがないのではもうかっているとはいえ

ない。だから、うりあげでなく、リエキをあげることをスイショウしたりする。コスト

をこまかくいうと、ゲンザイリョウをかうコストやジンケンヒなどがある。だから、コ

ストをさげようとおもったら、ジンケンヒ（ジュウギョウインのキュウリョウ）をさげ

るヒツヨウもでてくる。そういうリユウで、カイガイのジンケンヒがすくなくすむとこ

ろでセイヒンをつくったりする。そのホウが、リエキがおおきいからだ。これはシホン

シュギのシュダンといえるかもしれない。

ところでジュウゴセイキくらいのヨーロッパでは、センキョウシをカイガイにおくりだ

しはじめた。シンタイリクがみつかったのがリユウのひとつだろう。また、そういうチ

イキをヨーロッパのくにはちからずくでショクミンチカしようとした。なぜショクミン

チカするか。あるセイヒンやゲンリョウをやすくてにいれたかったからだろう。そうす

ればヨーロッパでのセイヒンカカクがひくくおさえられるか、リエキがおおくでるので

ある。センキョウシをカイガイにおくりこむことも、コストをさげるためだとおもう。

どういうことかというと、ヨーロッパでシュウキョウにかかわるひとをイクセイしよう

とする。それにはコストがかかる。かりにひとりあたりイッセンマンエンかかったとし

よう。シュウキョウにうりあげのガイネンをもちこむのはどうかだが、そのひとたちが

それぞれニセンマンエンうりあげたとする。そうすると、ひとりあたりリエキはイッセ

ンマンエンとなる。しかし、ショクミンチでひとをそだてれば（ヨーロッパよりブッカ

がやすいとカテイする。）、ニヒャクマンエンでひとりそだてられる。それなら、コスト

はゴブンのイチだから、うりあげをおなじスイジュンでかんがえれば、センハッピャク

マンエンのリエキ（そのひとをキョウイクゴにヨーロッパにまねいたばあい｡）、うりあ

げがすくないとしても（たとえばヨンヒャクマンエン。）、ちいさなキンガクでキョウイ

ク、センキョウができるのである。こういうわけだから、やっぱりセンキョウシも、ジ

ンケンヒがやすいところにいくのだ。これをシュウキョウのホウホウとよぶことにする。

シホンシュギのシュダンとシュウキョウのホウホウはどちらがさきにできたかわからな

いが、おなじようなものなのである。ただことばのかべがあるから、カイガイでやすく

つくるのはカンタンではない。しかし、エイゴのフキュウでそれはやさしくなっている

し、ホンヤクキもセイドがあがっているだろう。だからカイガイでつくるのもやさしく

なっているかもしれない。

　

ジュウイチ、『オ』サンジュウ

　

「いいニュースがある。シホンカとロウドウシャのタイリツがおわったんだって。」とい

えるひはいつのことだろう。たしかにそれは「おわる」かもしれないし、「おわら」ない

かもしれない。エーアイとロボットギジュツがハッタツしている。なにかのセイヒンの
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コウジョウでも、それらをつかったりするだろう。それがキュウゲキにすすむとどうな

るのか。ニンゲンのロウドウシャがいらなくなるのである。「いらない」とはどういうこ

とか。「やとわない。」、「リストラ」というやつである。エーアイやロボットがセイサン

するから、ニンゲンのロウドウシャはいらないということである。

シホンカはエーアイやロボットにまかせてセイサンする。リストラされたロウドウシャ

は、いえではたけをたがやしたり、ザツヨウのしごとをしたりするようになるかもしれ

ない。ロウドウシャにとってよくないようだが、むかしはそうやってくらしているひと

がおおかったのではないか。それでまぁまぁやっていけるのなら、さきにいった、シホ

ンカとロウドウシャのタイリツはおわりである。リョウシャともジッサイにはつきあわ

ないわけであるから。

しかし、シホンカがノウチをタクサンかったばあい、ロウドウシャは、そこではたらくよ

うになるかもしれない。コサクニンになるというわけだ。なんのことはない、またショ

ウエンセイになるというだけだ。それであまりにロウドウジョウケンがわるいとどうな

るか。ガッシュウコクのナンボクセンソウのようになるかもしれない。

ナンブではドレイをつかったノウギョウをしていて、ホクブではコウギョウセイサンを

していた。ナンブがドクリツしようとして、センソウになったというシジツだ。やはり、

ショウエンのロウドウシャが、うらみつらみをいうようではセンランになるかもしれな

い。イッポウ、コウギョウセイサンをするひとや、ドクリツテキにくらすひともいるだ

ろう。こういったシャカイをナンボクタイセイといっておこう。

ただ、ガッシュウコクのばあいには、ホクブはコウギョウセイサンをしていたからシキ

ンはあった。しかし、このヨソウのばあいはそうではないかもしれない。シホンカはノ

ウギョウもコウギョウもおさえているかもしれない。ニクダンセンでたたかうことはで

きるが、ショウエンがわがグンとなかよくしていたら、ショウエンセイはながくつづく

だろう。ホクブはホクブでジキュウジソクやコウギョウセイサンをしていれば、まぁモ

ンダイはない。そうやって、シホンカとロウドウシャのタイリツはおわる。かわって、シ

ホンカとコサクニンのタイリツがおこるかもしれない。

　

ジュウニ、『オ』サンジュウイチ

　

ロウドウシャのチンギンをあげる。そのひとがロウドウシャならうれしい。しかし、その

ドがすぎてしまうと、ロウドウシャドウシのキュウリョウのうばいあいになり、リスト

ラされることになる。また、さきにいった（●ジュウイチ、『オンガクイチエンのジダイ

［イカ、オ］』サンジュウ）エーアイとロボットのカツドウもあるから、キュウリョウが

あがるといっても、すなおによろこべない。タンジュンにいえば、ニンゲンのロウドウ

シャにはらうキュウリョウより、エーアイ、ロボットのイジヒのホウがやすければ、ニ

ンゲンのロウドウシャは、リストラのタイショウになる。

ニホンジンよりナンポウのほうのくにのひとにつくらせるとかをいままでやっていたが、

それらのくにのひとより、エーアイやロボットのホウがやすければ、そうやってセイサ

ンするカノウセイがおおきい。エーアイより、ロボットのホウが、うごきがあるブン、つ
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くるのがむずかしいだろうから、ニクタイロウドウならば、とりあえずはリストラには

ならないかもしれない。しかし、ジカンのモンダイというきがする。

　

ジュウサン、『オ』サンジュウサン

　

「コウコウ、ダイガクにはいかなくてもよいのでは。」というテンについてのべた（●サ

ン、『オ』ジュウ）。それはなぜか。そこでおぼえるチシキはそこらへんにあるし、ヒツ

ヨウなときにネットワークからよびだすことができるからだ。タンジュンにいうと、「チ

シキ」へのアクセスカカクがやすくなったのだ。それはネットワークカンキョウがとと

のったことによる。パソコン（ネットワーク）が「チシキ」へのアクセスカカクをやす

くしたわけだ。もっというと、もはや、ただとおもわれているかもしれない。それなら、

ガッコウにたかいかねをはらうことはない（しかし、ケンキュウショクなどチシキでショ

ウブするしごとだったら、ガッコウにいくのがいいだろう。）。

「チシキ」へのアクセスカカクがさがったのだから、ガッコウのガクヒもやすくなるの

がシジョウのジョウシキである。ゲンにダイガクなどはテイインわれがでているときく。

しかし、どうもゼイキンをトウニュウするようだから、やすくはならないというか、ガッ

コウがオンゾンされる。まぁ、（キョウシ、キョウジュにタイする）シツギョウタイサク

もあるからだろうが、ガッコウがシンポするのかうたがってしまう。こんなだから、コ

クサイキョウソウリョクのあるダイガクがでてこないのだろう。

　

ジュウヨン、『オ』サンジュウよん

　

パソコン（とネットワーク）が「チシキ」へのアクセスカカクをさげた（●ジュウサン、

『オ』サンジュウサン）。いまはもっとそれがすすんでいる。それはそうだ。パソコンが

フキュウして、ニ、サンジュウネンたつからだ。コンドは「エーアイ」によって、ズノ

ウロウドウがやすくなるだろう。ズノウロウドウというと、キュウジュウネンダイから、

ニホンキギョウがジュウシしていたブンヤだ。セッケイがニホンでおこなわれて、セイ

ゾウがカイガイというセイヒンのつくりかたが、そのレイである。ほかには、ホンヤク

とかキャクホンとかケイリとかそういうショクシュである。ガッコウのキョウシもそう

かもしれない。そういったショクシュのロウドウのカカクがさがる（さがっている）だ

ろう。カンタンにいうと、エーアイがもちいられて、ひとはベツのしごとをするように

なるということだ。それもまたゼイキンをトウニュウしてロウドウシャをまもるのかが

キョウミぶかい。

　

ジュウゴ、『オ』サンジュウゴ

　

「エーアイによって、ズノウロウドウがやすくなる（●ジュウヨン、『オ』サンジュウよ
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ん）。」のつぎはなにか。ロボットのリヨウである。これはいますすんでいて、タンジュ

ンなうごきのニクタイロウドウはつぎつぎとおきかえられるであろう。たとえばショウ

テンのハンバイイン、インショクテンのテンイン、タクシーのウンテンシュ、セイソウ

インなどがロボットにおきかえられる。やっぱり、これでシツギョウするひとをどうさ

さえるのかが、キョウミぶかいところであるが、さきのふたつのおきかえ（コンピュー

ター、エーアイ）をふくめてまだニンゲンのロウドウシャが、はたらきつづけられるは

たらきかたがある。

それはショクニンになることである。つまり、トクテイのブンヤで、コンピューター、

エーアイ、ロボットをタクエツするギジュツをもっていれば、はたらきつづけられると

いうことだ。ジンリキでなにかをするひとをアーティストという。ニホンでアーティス

トというと、サッカ、ゲイノウジンであるが、アート（てサギョウ）をさきのみっつに

まけないスイジュンまでたかめられれば、シツギョウしない。しかし、ジブンがへたな

アーティストだとおもうのなら、いまからジュンビしておいたホウがいいかもしれない。

エーアイやロボットにおしえられるくらいじゃないときびしいだろう。

　

ジュウロク、『オ』サンジュウロク

　

コンピューター、エーアイ、ロボットのハッタツのためにチシキへのアクセスのカカク

がさがり（●ジュウ）、ズノウロウドウのカカクがさがり（●ジュウヨン、『オ』サンジュ

ウよん）、ニクタイロウドウのカカクがさがる（●ジュウイチ、『オ』サンジュウ、ジュ

ウニ、『オ』サンジュウイチ、ジュウゴ、『オ』サンジュウゴ）。そうすると、たいしたし

ごとをしないぶらさがりロウドウシャはいらなくなってくる。

これまでは、シャカイシュギにサラリーマンがホゴされていたカンがあるが、もうそれ

もおわりだろう。ひとつでも、それらみっつにまけないギジュツがなければ、はたらくキ

ギョウにとってやとうカチはすくない。これまでは、しごとがカイガイのロウドウシャ

におきかえられたが、いまではそのみっつにおきかえられる。じぶんにギジュツがない

とすれば、ロウドウシュウヤクテキなしごとをハッテントジョウコクなみのチンギンで

やるようだろう。そのときに、サイテイチンギンというホウリツテキしばりがジャマに

なる。そのキセイカンワがヒツヨウかもしれない。しごとがないよりましだとおもうの

である。

　

ジュウシチ、『オ』よんジュウ

　

サイキン、あまりフケイキだということをいわない。ホントウかどうかはともかく、シ

ツギョウもへっているらしい。しかし、イッポウで、セイシャインのロウドウジカンの

タンシュクをスイショウしている。ケイキがいいなら、ロウドウジカンをへらせないだ

ろう。ロウドウジカンがへれば、セイサンリョウもへるが、キュウリョウもへる。ジツは

フキョウなのではないか。シュヨウなホウドウでは、あまりセイケンヒハンはしないの
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で、そういうこともいわないのかもしれない。しごとがへって、キュウリョウがさがっ

てどうするのだろう。おかねをつかわないシュミがはやるんだろうか。

　

ジュウハチ、『オ』よんジュウニ

　

シホンカとロウドウシャのタイリツというテーマがある（●ジュウイチ、『オ』サンジュ

ウ）。タブンそのリョウシャともしっかりしごとをするのがよいとおもうが、それによっ

ておきたセイヘンなどもある。

きたチョウセンがカク（ヘイキ）をもってけしからんというとき、そのズシキをおもい

だすと、やっぱりよかったのかもしれないとおもうことができるのではないか。つまり、

（アメリカ）ガッシュウコクやオウシュウというかねもちのくにが、カクヘイキをもって

（ビンボウでカクヘイキをもっているくにはすくない。）、ロウドウシャカイキュウのきた

チョウセンがカクヘイキをもてば、もはやかねもちだけのイシで、セカイをうごかすこ

とはできなくなる。つまり、いままでシホンカによるシハイだったセカイが、ロウドウ

シャのイケンもふまえたセカイにすることができるようになるのである。つまりはヘイ

ワになるのである。

かねもちは、キトクケンエキをうしなうからつらいが、シホンカとロウドウシャのいい

キンチョウをもちつつ、セカイをウンエイしていくことができるのだ。かんがえかたシ

ダイではわるくないだろう。

　

ジュウキュウ、『オ』よんジュウサン

　

あるアーティストがサクヒンをだし、シィディをおおいにうったとしよう。ヒャクマン

マイうれたとする。そのヒョウカについてひとは、「アーティストのコセイが、よにみと

められた。」などという。しかし、ホントウに「コセイ」でうれたのだろうか。

わたしがおもうには、「コセイ」はニのつぎで、そのアーティストをオウエンしようとい

うひとびとがタクサンできたことで、ヒャクマンマイのうりあげをタッセイしたのだと

おもう。もっといえば、オウエンするひとがヒャクマンニンいるから、かれらにささえ

られて、つぎもいいサクヒンをかれはつくるはずである。

わたしは、キュウジュウネンダイにうれたアーティストのサクヒンをそうおもった。オ

ウエンするひとがバクハツテキなうりあげをつくるのである。オウエンがいいオンガク

をつくらせるのである。

　

ニジュウ、『オ』よんジュウゴ

　

シィディやディブイディ、ホン、そのタネットワークなどでキョウキュウされる「こと」

を、わたしは「ギジ（ダイリ）タイケン」とよんでいる（●『よ』ヒャクよんジュウよ
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ん）。「ダイリタイケン」ではあるけれども、それらはジョウホウギジュツのハッタツで、

ダイタイ、アッシュクされている。また、ナイヨウもムダなブブンをなくして、アッシュ

クされたナイヨウである。だからここでは、これらを「アッシュクタイケン」とよぶ。

サイキンのこれらのトクチョウは、カカクがやすくなっていることである。もしくはそ

んなにうれない。なぜかというと、チュウコシジョウをふくめて、タクサンのしなかず

があるからだ。キョウキュウがふえれば、カカクがテイカするというはなしだ。だから、

ものとしてではなく、チュウコシジョウにながせない「データ」としてうるケイコウが

つよくなっている。それなら、チュウコシジョウにながせないから、カカクがやすくな

らないというわけである。

しかし、まだシィディやディブイディ、ホンはつくられつづけている。だから、カカクの

テイカはとまらないわけだ。トクにわたしがキグするのが、「アニメ」である。これは、

ひとりがイチニチ、サンジュウマイのえをかいて、ゴセンヨンヒャクニチ。つまりジュ

ウゴネンかかって、イチジカンハンのアニメがカンセイする。それほどてかずのおおい

アッシュクタイケンなのである。このカカクがさがると、つくろうとするひとがへって

くる。それをおぎなうためにコンピューターギジュツをつかって、ゴウセイしていくサ

クヒンがふえるだろう。そうすると、もはやアート（●ジュウゴ、『オ』サンジュウゴ）

ではなくなる。まるばつさんとコンピューターのキョウサクですというようになる。だ

からそういうジョウキョウをさけたければ、オウエンすべきだとおもう。「アート」とし

てのアニメがホウフにあったジダイはおわりつつあるということだ。ほかのアッシュク

タイケンもそうだが、トクにアニメがケンチョだとおもう。

　

ニジュウイチ、『オ』よんジュウロク

　

カガクというのは、エイゴでエスシーアイ、きるというセットウジのつくことばである。

だから、ドンドンこまかくみていく。ケンビキョウができて、さらにブンシコウゾウ、ま

たそれよりこまかいものをみるというように。

くすりはむかしはショクブツなどからつくっただろうが、いまは、カガクシキをかんが

えてつくる。いいカガクシキをかんがえてつくる。いいカガクシキとゲンブツをつくれ

ば、コキャクにかってもらえるわけである。しかし、ベツにそこまでこまかくしなくて

もいいかもしれない。つまり、ヨブンがあるくすりみたいなものである。たとえば、ショ

ウガのなにかのセイブンが、いたみにきくが、そこまでこまかくしないで、ショウガつ

かうといったぐあいにである。カガクシキにもとづいてブンシをつくるやりかたはメン

キョがヒツヨウだったりする。しかし、コーヒーをチョウゴウするのにはメンキョはヒ

ツヨウない。そういうくさカガクがおもしろそうだとおもう。たべたらおもしろくなる

くさも、ハッケンされるかもしれない。

　

ニジュウニ、『オ』よんジュウなな
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このまえ、マンネンヒツをデンシショッピングしていた。いまわたしがひらシャインだ

としたら、ショウシンしていくたびに、どういうそれをつかうかというぐあいにしらべ

た。モチロンこのみがあるから、すべてがタイショウにはならない。ひとそれぞれのも

のがたりがあるからだ。しかし、えらんでみると、アンガイかずはすくない。シャチョ

ウなるまでひととおりしらべたが、ジユウドはそんなにない。イチヤクショクにみっつ

センタクシがあればいいホウだ。それでちょっとショウシンしたきになって（おそらく

「かかりチョウ」だ。）、かってみた。

しかし、うれしいのだが（ショウシンがであろう。）、あまりキノウテキとはいえなかっ

た。ガイコクセイ（カイガイフニンといえるかもしれない。ちなみにわたしのキャリア

パスでは「とりしまりやく」までカイガイだった。）のそれは、ほそいといわれるふでさ

きでもふとい。だからわたしにはつかいづらい。キャリアパスをまっとうするには、エ

イゴをつかえばよいのかもしれないが、それもどうかとおもう。だからさらにセンタク

シがせばまる。そうすると、えらんでいるのだが、ほとんどえらべないのである。また、

ショウシンしたら、まえにつかっていたものにもどせないようなきもする。それはコウ

カクだからである。そういうわけで、シュッセするとあとがなくなる。

それなら、あまりショウシンしなくてもよいのではとおもうようになった。いまのマン

ネンヒツ（ショウシンまえ）にフマンがあるわけではない。よっぽどフマンやいきづま

りカンがでてきたら、ショウシンさせればいいとおもうようになった。つまり、ショウ

シンするカイキュウもシゲンだから、タイセツにして、だれかがいきづまったら、その

ひとをショウシンさせればいいということである。

ただ、がんばっているひと、ユウシュウなひとが、あまりセイセキのよくないひとにさ

きにショウシンされるというのは、あまりおもしろくないだろうから（そういうシャカ

イシュギのシッパイをくりかえすのではノウがない。）、カイキュウとキュウリョウはベ

ツにするわけである。だから、ユウシュウなひらシャインのまるクンはネンシュウハッ

ピャクマンエンだが、カチョウになったバツさんはネンシュウがヨンヒャクマンエンと

いうぐあいにである。ショウシンについてかんがえてそうおもった。

　

ニジュウサン、『オ』よんジュウキュウ

　

ショクジをとると、やがてウンコがでる。これはニンゲンにとっては、あたりまえのこ

とかとおもう。むかしのヨーロッパでは、それをそとのドウロになげすてたという。し

かし、ゲンザイではゲスイドウにカイシュウしているのだろう。このようにチツジョか

らはイッテイのディスオーダー（フチツジョ）がでるということは、しかたのないこと

だとおもう。ほかのレイでいえば「ごみ」である。それをリサイクルして、またチツジョ

にくみこんでいくというホウホウをいまはとっている。かわって、ロウドウのバメンで

はどうだろうか。やはり「ウンコ」とか「ディスオーダー」はでないであろうか。

あまりきかないが、「ディスオーダー（カイシャからみれば）」ホンニンのモンダイでは

ない、がたまってドクリツ、リショクするひともいるだろう。たまに、しんでしまうひと

もいる。そういえば、シンソツのあるイッテイスウがナンネンイナイにやめるといわれ
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ている。しんでしまうのはトクにモンダイだが、タイショクするひとをふくめて、「ディ

スオーダー」のショリがわるいともいえるのではないか。テンショクするうちに、「ディ

スオーダー」のショリをおぼえていたのかもしれないが、わたしもそのショリがうまく

ない。まぁ、さけをのむなど、いいカイショウホウがあればいいとおもう。

　

ニジュウヨン、『オ』ゴジュウイチ

　

キョウソウをゼとしたり、キョウソウをいかんとしたりする。イッパンテキには、あるテ

イドのキョウソウは、そこであつかうものをシンカさせたりするためにのぞましいとさ

れるのではないか。しかし、ホントウにそうなのだろうか。チョメイなショウをとった

ニホンジンはいるが、ニホンでサイコウとされるダイガクは、あまりコクサイキョウソ

ウリョクをもたないという。そこにはいるためにタブン、キョウソウしたであろうにも

かかわらずである。ホントウにダイジなのはキョウソウだろうか。あるキギョウブショ

のレイでかんがえてみる。

まるさんは、しごとができるホウで、バツさんはあまりしごとができない。このふたり

がのみにいくと、まるさんは、バツさんのことを、「きみがいったダイガクがわるかっ

た。だからしごとができないんだ。」などとさんざんいやみをいう。バツさんもバツさん

で「そうだよね。おれのセイセキがわるかったから。」などという。これはセイサンテキ

か。また、かりにまるさんのことばにタイして、「ばかやろう。おれはおまえのコソクな

やりかたがきにくわねえんだ。」といったとしてもどうだろう。ほとんどセイサンセイが

ない。しごとのはなしではなくコジンコウゲキをしているからだ。ダイジなのは、ココ

がそれぞれのしごとをきちんと、なるべくよくなるように、やることで、そういったフ

モウなシテキやケンカをすることではない。フモウなコウゲキやケンカをするブン、セ

イサンセイはさがるだろう。

だったら、キョウソウじゃないのかであるが、モチロン、セイセキによるキョウソウテキ

なものはあるだろう。しかし、それはそれでホンシツではないとおもう。フモウなコウ

ゲキのかわりに「このまえのしごとのカイゼンをかんがえた。こうこうなんだけどおま

えはどうおもう。」「それならああしたホウがはやくできる。」となればセイサンテキであ

る。わたしにいわせれば、ベンショウホウのあるココのドリョクではないだろうか。カ

イゼンがヒツヨウなければ、ベンショウホウはいらない。キホンテキにはしごとはコジ

ンがするものだからである。しかし、ニホンのダイガクのコクサイキョウソウリョクが

ひくいというのは、ニホンジンがベンショウホウをにがてとするからではないか。

　

ニジュウゴ、『オ』ゴジュウニ

　

「うまれかわり」などという。「ゼンセイはなんだったか。」というはなしも、わたしがこ

どものころにきいたことがある。それはイデンのはなしではない。マテリアルのはなし

である。
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エーさんというひとがいたとして、そのエーさんのイチブは、もと うしや、もとホウレ

ンソウでできていることは、ヨウイにソウゾウできる。わたしも（このいいかたがテキ

トウかはわからない。「わたし」は、ジョウホウであるカノウセイがあるからだ。）、そう

いうぐあいである。わたしがしんだら、タブン、カソウされて、ほねとキタイとかすが

のこるんだろう。そこからどうリサイクルされるか、なんかのドウブツ、ショクブツの

かてになるかはわからない。ほねは、はかなどでホゴされるだろうし、キタイはふたた

びリクチにおりてこなければわからないし、かすはカソウジョウのゴミとしてショリさ

れるのだろう。

こういうかんじでは、「うまれかわり」はゼツボウテキだ。わたしはドソウができないの

なら、サンコツとかジュモクソウにしてもらいたいかもしれない。サンコツやジュモク

ソウなら、ショクブツにほねがキュウシュウされて、それがドウブツにたべられてとい

う「うまれかわり」がセイリツする。わたしをかりにマスター（シソ）としたら、そのイ

チブたちがうまれかわりをするわけだ。その「イチブ」をワンスルーということにする。

ワンスルーがうまれかわりをするということは、もののリサイクルである。だからそう

するばあいは「ライセイ」のはなしにもなる。

くさからドウブツ、そしてニンゲンになれればたいしたものだ。そういうわたしもカコ

のだれかのワンスルーがふくまれているかもしれない。ヨウするに、ゼンセイのゼンセ

イがニンゲンだったかもしれないのだ（ゼンセイはショクブツかドウブツがほとんどだ

ろう。たまにキンルイとかコンチュウもあるかもしれない（きのこ、いなごなど）。

だからゼンセイをさかのぼっていくと、やっぱりマスターにいきつくだろう。ニンゲンの

マスターのことをセイショではゲンキュウする。そこからまえのはなしになると、どう

もたちばがわかれるようだ（かみがつくったとか、シンカしたとか）。マスターヒューマ

ンのゼンセイはどうだったか。やっぱりくさとかドウブツだったとかかんがえるのがシ

ゼンでないか。イデンシをしらべればわかるといったって、サイボウのフクセイギジュ

ツはジョウホウである。ものがなければフクセイはできない。もののありかたにオウじ

て、ギジュツがハッテンしたのではというきがする。

だから、くさとかドウブツのブンシをしらべれば、かこにあったもの、シンカするまえ

のくさ、ドウブツのすがたがソウゾウできるのではないかとおもう。しかし、くさ、ド

ウブツ、プリヒューマン、ヒューマンというジュンカンはそれほどかわらないとおもう。

だが、セッキ、テッキをハッタツさせるまえの「プリ」ヒューマンはドウブツのセッシュ

がすくなかったようにおもう。だからゲンシテキなヒューマンは、くさ、プリヒューマ

ンというジュンカンだっただろう。「はか」をハッタツさせるまえだったら、くさ、「プ

リ」ヒューマン、ドウブツだっただろう。つまりドウブツのホウが、カイソウがたかいの

だ。それをマイソウギジュツのハッテン（はじめのうちは、ユウリョクシャだけだった

だろう。）により、「プリ」ヒューマンがカイソウをあげた（もはやヒューマンかもしれ

ない。）。セッキのハッタツもジュウヨウだが、それでもやっぱりドウブツのホウがうえ

となる。もっとまえになると、ショクブツよりカイソウがひくかったかもしれない。つ

まり、うごけないプリプリヒューマンである。ショクブツ（こけのような）にキセイさ

れるようなプリプリヒューマンである。

プリプリヒューマンのまえはわからないが。さるからハッテンしたといわれたりもする
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が、ホントウのところはわからない。さるはさるでのこっていわけだから。イデンシが

にているといってもそれはショクリョウのキンジであろう。それともコンゴ、ポスト

ヒューマンをみとめるのだろうか。ポストヒューマンをみとめるとしたら、シンカのズ

シキにあるようなえだわかれもカノウだろう。まぁ、ブゾクあらそいなんかしてもしょ

うがないのだが。

ひとついえるのは、セイショがかかれたのは、はかがハッタツしたあとだろう。それか

ドウジキだったかもしれない。だから、「ニンゲンがチキュウをシハイ」なのだ。エジプ

トおうのコウセキがおおきいだろう。あんなおおきなはかをつくったのだから。そのま

えはほかのドウブツがチョウテンだった。もしヨゲンシャがジュウヨウなもののハッテ

ンのときにあらわれるのならば、セッキをつくったときにもあらわれるはずだ。ただそ

れをキロクするものがなかったかもしれない。ただ、はかとドウヨウにフキュウしただ

ろう。ただ、ニホンにはイッパンテキに「サイゴのシンパン」のかんがえがないので、も

やしてしまうのだろう。リンネテンセイのホウがいいとおもうのだが。

　

ニジュウロク、『オ』ゴジュウサン

　

ユウセイセイショクのリテンとはなんだろう。クローンもつくれるジダイのはなしであ

る。よりよいケイシツをもちあって、よりよいこがつくれることだろうか。たしかにそ

れならすぐれたひとばかりになる。ただそれはギャンブルのようで、よりわるいケイシ

ツがのこることもある。しかし、そんなにシゼン、そしてシャカイカンキョウはきびし

いのだろうか。たしかにショクリョウがなかったり、みずがなかったりするチイキはあ

るようだ。

いまなら、いいデンキ（デンシキキ）をつくれるひとがユウシュウなんだろうか。かわで

センタクをしてもいいはずだ。まぁ、デンキはフウリョクハツデンでもできるから、ネ

ンリョウにたよらないデンキジダイはいいかもしれない。さしづめ、このまえは、ユキ

（セキユ）ジダイだろうか。そのまえは、タンキ（セキタン）ジダイだ。はたしてこうい

うシンポは、いつまでつづくのだろう。それがユウセイセイショクのシュクメイだろう。

　

ニジュウシチ、『オ』ゴジュウロク

　

「わをもってとうとしとなす。」とショウトクタイシがいったという。だからニホンジン

は「わ」をダイジにするんだろう。ニホンはシュウダンシュギのブンカともきかれる。そ

れでいいのかというハンセイがあったかわからないが、わりと「コ」のこともいうよう

になった。「コセイソンチョウ」など。ただ、ロウドウシャにとってはロウドウすること

がダイジだろう。「わ」でも「コセイ」でもいいが、とにかくはたらくことだ。

サギョウというのはキョウドウサギョウもあるが、ひとりでやるのがキホンだ。だから、

「コ」がしっかりしていなければいけない。あまり「わ」をおもんじてしまうと、「わ」を

なすサギョウ、タンジュンにいえば、なかよくするためにジカンがさかれてしまい、カ
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ンジンのしごとがはかどらないとなる。だから「わ」をなすでもほどほどにしたホウが

いい。「わ」をおもんじすぎると、カイカクがすすまず、「コ」をおもんじると、ヤクショ

クからおろされたりと。わたしからみれば、「わ」をおもんじすぎると「ヘイサテキ」に

おもえる。

　

ニジュウハチ、『オ』ゴジュウなな

　

さきにはなした「ゼンセイ」のはなし（●ニジュウゴ、『オ』ゴジュウニ）は、もののは

なしである。イデンシによってサイボウがフクセイされるというのは、どちらかという

ともののはなしではない。「もの」はほかにヒツヨウだからだ。だから、ジョウホウとか

ギジュツであろう。サイキンは「ゼンセイ」のはなしをあまりしなくなった。むかしは

だれかがしているのをきいたものだ。「オカルト」とかそっちのホウのあつかいになって

いるかもしれない。そういうわたしも、そのてのはなしは、すきではなかった。ヒカガ

クテキなはなしのようにおもっていた。

しかし、よくかんがえてみると、「もの」のはなしである（ニンゲンのからだをコウセイ

するブッシツの）。だからそれはたしかなのである。ただそれがどこからどこにいったと

いったはなしは、タイテイオクソクだからウサンくさい。そういうことである。ジョウ

ホウにはいいカゲンなそれがある。ただそれだけだ。

ところが、サイキンそのはなしをしない。どうもイデンのホウが、セットクリョクがあ

るのだろう。ガッコウでもおそわる。しかし、それがどのザイリョウをつかってカノウ

になるかはあまりいわない。セツメイはカノウだろうが、そういうもののはなしはしな

い。そういうのを「ジョウホウカシャカイ」というのだろう。そのジョウホウをしったっ

て、ものがなければくみたてられない。だからしょうがないといえばしょうがないはな

しなのである。そういうものぬきのはなしにどこまでたえられるか。オンガクもビデオ

もホンもデンシカ。もののないなにかである。むかしはジンリキでつくっていた。それ

をアートとよぶ（●ジュウゴ、『オ』サンジュウゴ、ニジュウ、『オ』よんジュウゴ）。ど

こまでジョウホウカするのかはわからないがアートをダイジにしたい。

　

ニジュウキュウ、『オ』ゴジュウキュウ

　

ワンスルーのはなしをした（●ニジュウゴ、『オ』ゴジュウニ）。マスターヒューマンの

イチブだったそれには、マスターヒューマンのほかのイチブというキョウダイというか

ドウシというかがあるだろう。マスターヒューマンがしんでブンカイすると、そのタス

ウのワンスルーはカクサンする。そしてつぎのショクブツやドウブツのコウセイブツに

なるわけだ。センコワンスルーがあれば、センコのドウショクブツのコウセイブツにな

るかもしれない。そうすると、そのセンコのワンスルーのエンで、センコのドウショク

ブツはキョウダイといえるかもしれない。それがくりかえされると、シンセキがふえて

いく。そうかんがえると、カケイでなくて、ものとして、ケッコウなかずのひととキョ
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ウダイであるといえそうなのだ。それをニンシキできるかはわからないがそういうエン

もありそうだ。

　

サンジュウ、『オ』ロクジュウ

　

ニジュッセイキのゼンハンにはインフレがおこったという。おかねよりもののホウがア

ンゼンだと、ひとびとがハンダンすれば、ものがヒツヨウイジョウにかわれ、もののね

だんがあがる。ニホンもセイサクテキにインフレをねらっているらしい。スウパーセン

トテイドのインフレという。

しかし、きをつけなければならないのは、もっとおおきいインフレだ。それはセイフフ

サイのショリによっておこるかもしれない。すでにセイフやジチタイのコウサイハッコ

ウガクはセンチョウエンをこえた。これはかえせるのかというと、いまではキンリをか

えすのがセイゼイのようだ。だからもっとふくらむ。それをひどいやりかたで、たとえ

ばブッカにテンカするというやりかた（タンジュンにいうと、ショウヒゼイのようなゼ

イキンをとりたててショリするやりかた。）をすると、シジョウにでまわっているエンを

ニヒャクゴジュッチョウエンとカテイして、それのよんバイのセンチョウエンを、ショ

ウヒンカカクにうわのせすることになる。つまりニヒャクゴジュッチョウエンで、セン

ニヒャクゴジュッチョウエンのものをかうことになるから、カカクはゴバイになる。も

うひとつかんがえかたがある。

あとスウネンでセイフフサイはコジンキンユウシシサンとおなじくらいのガクになる。

そこでセイフがトクセイレイをだしたらどうなるか。セイフフサイのブンだけあたらし

いかねがヒツヨウになる。それをジッサイにすると、コジンキンユウシサンとあわせ、コ

ジンキンユウシサンのニバイのかねがあふれることになる。そうすると、ニバイのイン

フレとなるわけである。どちらにしてもきびしいが、ヨウイをしておくといいかもしれ

ない。

　

サンジュウイチ、『オ』ロクジュウニ

　

やすいなにかはおかいどくかもしれない。わりとカカクをみてかいものをしたりするだ

ろう。やすいものをえらんだりする。しかし、「やすものがいのぜにうしない」ともいう。

なぜか。それはやすいカカクには、リスクがふくまれていることがあるからだ。つまり、

それはフベンなもの（サービス）だったりするわけだ。うるホウもなるべくたかくかっ

てほしいところであろう。だから「やすい」にはきをつけたほうがいいだろう。

　

サンジュウニ、『オ』ロクジュウゴ

こどもはやがてガッコウにいく。ガッコウでキョウカショをめくり、ジュギョウをうけ

る。ガッコウをソツギョウしても、やっぱりジュギョウにおセワになるかもしれない。な
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にかというとテレビである。ガッコウですなおにジュギョウうけていられたのなら、テ

レビキョクがながす「ジュギョウ」をうけるくらいわけないであろう。そうかんがえる

と、ニホンジンはしぬまでベンキョウしているんだなとおもう。そういえばわたしのオ

ヤジもケッコウテレビをみていた。しかし、わたしはカイガイにいっていたときがある

ので、ことばがわからずテレビをみないことがおおかった。いまになってもそんなにみ

ない。だから、そのセンでいくと、わたしはわるいセイトだ。「ベンキョウ」していない

ことになるからだ。

しかしながら、そういうジカンができたことでかんがえるようになった。かんがえたっ

てしかたないのであるが、ちょっとかわったセイトになったかもしれない。いまは、パ

ソコンネットワークのハッテンで、そのホウメンからハッシンされるニュースをよんだ

りする。パソコンガッコウのセイトではあるわけだ。それはなにがいいか。うるさくな

いことであろう。それはホンをよむこととかわらない。つまり、「キョウカショ」だけ

ちょっとよんで、あとはジシュウしているのである。だからしゃべるのはへたになるか

もしれない。モデルとなるセンセイのことばをきかないわけだから。

　

サンジュウサン、『オ』ロクジュウロク

　

ひょっとしたら、「かみ」が、かんじるひとの「そと」にあろうが、「うち」にあろうがモ

ンダイはないのかもしれない。それはこういうことである。ゲンダイには「マヤク」が

あるとされている。そのマヤクをつかうひとの「うち」にいれるのはモンダイとされる

が、「そと」にあるばあいもまたモンダイなのである。それは、マヤクをつかったり、う

りかいしたりするカノウセイがあるからである。「そと」にもっているとすれば、そのひ

とがつかわないにせよ、チキュウシャカイというおおきなめでみれば、つかっているの

とドウヨウであろう。

タブンこういうことだとおもう。マヤクは「ある」イジョウしかたがないが、あるノウ

ドをこえてセッシュするとモンダイだと。タンジュンにいえば、「ある」マヤクをセカイ

ジュウのひとにキントウにいれさせればモンダイはないと（コウカがうすい。）。こいノ

ウドであるひとの「うち」にいれるからモンダイだと。だから、ホウリツテキにはキン

シされているのだけれども、「ダメ」か「ダメじゃない」かのニタクではなくて、テイド

のモンダイなのであろう。「マヤク」だってリサイクルがあるはずなのである。

このモンダイは、「かみ」にもいえるかもしれない。やっぱり「うち」にあるか「そと」

にあるかはモンダイなのではないだろう。キョウシンはこわいメンもあるけど、まった

くないといいきるのもこわい。テイドのモンダイではないか。

　

サンジュウヨン、『オ』ロクジュウなな

　

ハチジュウネンダイからキュウジュウネンダイに、ニホンはコウギョウセイサンなどの

シュイのザについたともいわれる。しかし、それイコウあまりそういうことをいわなく
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なった（シュイからおちたからでもあろう。）。「まもりをかためたふねぶね」みたいない

いかたもあまりきかない。ジッサイに、オウベイではケイザイセイチョウがつづいてい

るが、ニホンはあまりしていないという。なぜそうなのか。

わたしなんかのレイでも、なにかがたりないなかでケンメイにドリョクしているときは

タイクツとかそういうことはおもわなかった。しかし、ひととおりものがそろってしま

うと、そのあとにタイクツとおもってしまう。つまり、ニホンジンが「センゴフッコウ」

のブンミャクでうごいていたときは、とにかくがんばっていたが、ひととおりそれがお

わると、あまりがんばらなくなったのではということだ。がんばらなくなったというか、

がんばりにくいのだろうとおもう。

わたしなんかはこどものころにめぐまれていたので、「センゴフッコウ」のセンでかんが

えることができなかった。しかし、「センゴフッコウ」がおわっても、セイサンカツドウ

はおわらない。ジブンとショウブなのかもしれない。シンリガクでは、ジブンのそとの

モンダイでがんばらなければいけないときは、そのモンダイがなくなると、ドリョクを

やめてしまいがちだが、うちの（そのひとの）モチベーションでなにかをすると、やる

きがながもちするという。ニホンジンもそうした「うち」のモチベーションでしごとを

やるときなのかもしれない。

　

サンジュウゴ、『オ』ロクジュウハチ

　

かねのあつまるところにトシができる。トウキョウもそうだし、ニューヨークだってそ

うだろう。いまはセイフがゼイキンをとってサイブンパイをおこなうから、セイジジョ

ウのシュトにトシができることがおおい。セイフがゼイキンをとらなくなったらどうな

るか。かねもちのいるところ、キギョウのあるところにトシができるはずだ。キギョウ

ジョウカまちということばがあるが、それがふえるだろう。そうすると、シャカイタイ

セイはトシコッカにちかくなるであろう。

いまのところ、セイフがいらないというはなしはあまりしないが、もしいらないとなる

と、そういうタイセイになろう。いくつかのトドウフケンをまとめるやりかたよりキョ

クタンではあるが、むかしはそれでやっていたくにもあるので、フカノウではないだろ

う。しかし、やっぱりセンソウになるのかもしれない。

　

サンジュウロク、『オ』ロクジュウキュウ

　

「はか」がセイブツカイにおけるニンゲンのカイソウをあげたことをシテキした（●ニ

ジュウゴ、『オ』ゴジュウニ）。これはユウメイなのでエジプトおうのはかがある。こう

いったはかでまもれば、ほかのドウブツにシタイをたべられないわけだ。それからキュ

ウヤクセイショができた。「ニンゲンがほかのドウブツをシハイする。」とかかれている。

こうかかれると、それをタッセイするために（ほかのドウブツにたべられるようじゃ、く

らいがたかいとはいえない。）、はかをつくるだろう。だから、キリストキョウは、はか
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のシュウキョウとよべるかもしれない。

それをヨーロッパではニセンネンほどつづけ、ジュウキュウセイキになってニーチェが

でてきた。かれは、「かみはしんだ。」といい、サイセイをといた。ほかのなにかにサイ

セイされるということを。その「サイセイ」というのは、「リンネテンセイ」のようなは

なしでないか。つまり、ニセンネンほどニンゲンがセイブツカイでサイジョウイとして、

ほかのドウブツにたべられないようにしていたが、そうではなく、ニンゲンもリサイク

ルしたホウがいいということではないか。たしかにキリストキョウカイのセイリョクが、

よわくなっているときく。しかし、マイソウについては、サンコツやウチュウソウなど

でてきたが、まだフツウのマイソウがおおいとおもわれる。たしかにリサイクルのシソ

ウはひろまっているようだが、まだニンゲンのカイソウをおとすようなかんがえが、タ

スウにシジされにくいとおもわれる。そういうイミではまだ「かみ」はしんでいないの

である。ただ、このゴはどうであろう。

　

サンジュウシチ、『オ』ななジュウ

　

ひとがフユウソウとなるとき、おかねをもつようになるのがさきか、それともフユウソ

ウのタイドができるようになるのがさきなのだろうか。かねのないフユウソウじゃしょ

うがないから、おかねをもつことがさきとかんがえられるかもしれない。しかし、いきな

りおかねをもったばあいは、フユウソウのタイドができていないから、「なりキン」とよ

ばれることがおおいのではないか。ウェーバー（マックス、ドイツのシャカイガクシャ）

は、プロテスタントのひとたちのセイジツさがシホンシュギをハッタツさせたという。

つまり、タイドがさきでおかねはあとなのではないかともいえる。ニホンではコウレイ

シャがケッコウなシサンをもっているというから、やっぱりシサンができるタイドがで

きていたのだろう。もしコウレイシャなみにシサンをもちたいというのであれば、コウ

レイシャのタイドをまなぶといいだろう。わたしはまだまだそれができていないから、

おかねもちにはなりにくいかもしれない。

　

サンジュウハチ、『オ』ななジュウよん

　

ローカルでのひとづきあいがすくなくなったなどといわれる。また、ミコンシャがふえ

ているともいう。なぜそういうことになるのか。それはヒヨウのモンダイかもしれない。

ローカルでひとづきあいするばあい、それぞれがなにもヨウキュウしなければ、ヒヨウ

はレイにちかいか、レイだろう。ジカンやロウリョクはかかるかもしれないが、ほかに

はかからない。しかし、もっといいジョウケンがある。それはカイシャとのつきあい、カ

イシャでのつきあいである。それだと、ヒヨウがマイナスになったりする。キュウリョ

ウがはいったり、ケイヒでおとされたりするからだ。だから、ローカルのつきあいより、

しごとでのつきあいをユウセンする。そうすると、ローカルでは、ひとづきあいがうす

れてしまうのだ。そうすると、ちかばのひとをしらなかったり、エンができなかったり
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するだろう。それならそれでカイシャがケッコンあいてをショウカイすればいいかとお

もうが、なかなかむずかしいのかもしれない。シュウシンコヨウのジダイならともかく、

「リストラ」をしにくくなってしまうからだ。

　

サンジュウキュウ、『オ』ななジュウゴ

　

ウチュウのはじまりは「ビッグバン」でセツメイされることがある。バクハツだから、ウ

チュウはそとがわにむかってひろがっていく。そうすると、バクハツのチュウシンでは、

ものというかシゲンというかはすくなくなるだろう。それでそとへむかってシゲンがイ

ドウし、ウチュウはどうなるのか。

ここでいいたいのは、ウチュウのサイセイサンはどうなるのかということだ。そんなこ

としるかといわれるかもしれないが、ながもちするといいだろう。タンジュンなコウセ

イのばあい、やがてもえきって、「ブラックホール」になるとおもわれる。それで、う

そかホントかはわからないが、シゲンをよびもどすわけである。これならサイセイサン

である。ウチュウジタイもやはりそうなのでないか。ムダにしないようなしくみがある

じゃないかとおもう。ちいさなまるとドーナツがたのくりかえしでないか。

　

ヨンジュウ、『オ』ななジュウなな

　

まえに、たらこやイクラをたべなくなってきているから、こどものかずがへっているの

ではとかいた（●『むしのツゴウニンゲンのツゴウ［イカ、む］』ヒャクサンジュウシ

チ）。また、「まるまるこ」と「こ」をつけたなまえをつけないから、やはりこどもがすく

なくなってきているのではとかいた（●『よ』ヒャクロクジュウロク）。さかなのたまご

をたべなくなっていることと、「こ」をつけたなまえをつけないことは、イッシュのリュ

ウコウであるが、いってみれば、あまりチュウモクされないリュウコウだ。それをセン

ザイテキリュウコウとよぼう。そして、それをホジするものを、センザイテキリュウコ

ウのシンリコウゾウとよぶ。

「こどもがすくなくなっている。」のは、わりといわれるリュウコウである。よくいわれ

るリュウコウはそれなりのリユウがセツメイされるが、あまりセンザイテキなリュウコ

ウのはなしにならない。ましてやシンリコウゾウのはなしだとなおさらだ。ほかにヒコ

ンカのリュウコウもそうだ。これはなにがセンザイテキなリョウコウになっているかと

いうと、わたしがおもうに、「おむすび」をあまりたべなくなったことだ（「おにぎり」は

たべているかもしれない。）。

よく、コンブをたべて、「よろこぶ」とか、まめをたべて、「まめにはたらく」とかいう

が、それもたべるリョウがへっているのかもしれない。ニホンジンは、センザイテキな

リュウコウやそのシンリコウゾウにすなおなのではないかとおもう。きれいによくみえ

るリュウコウにつながるからだ。ことたまシコウというのがうなずけるようである。
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ヨンジュウイチ、『オ』ななジュウキュウ

　

コンピューターのハッタツで、チュウトウキョウイクがあまりやくにたたなくなるとか

いた（●サン、『オ』ジュウ、ジュウサン、『オ』サンジュウサン）。それでもまなびたい

ひとはいるだろう。いまのところはキョウイク、シュウショクシステムにくみこまれて

いるので、そうカンタンにくずれないとはおもうが、ケンサクすればすぐでてくるチシ

キをおぼえるのに、サンネンかけていいのかというモンダイがある。

コンピューターがコンゴもモンダイなくつかえるのであれば、スウガクやカガクなどを、

ゲイジュツのようなセンモンブンヤとしてあつかっていくことがかんがえられるであろ

う。つまりオンガクなどとおなじあつかいにしてまうのだ。くわしくはダイガクでケン

キュウしてくださいでもいいだろう。それができれば、コクゴやエイゴくらいのキョウ

イクのみでイチネンでおわらせることができるのではないか。これだと、ジュウななサ

イでダイガクやセンモンガッコウにニュウガクできる。サンネンブンロウドウリョクも

ふえるだろう。

　

ヨンジュウニ、『オ』ハチジュウ

　

まえにセンザイテキリュウコウのはなしをした（●ヨンジュウ、『オ』ななジュウなな）。

しかし、おもいだしてみると、そういういいかたをしなくても、「エンギ」といういいか

たがある。つまり、さかなのたまごをたべるという（「こダクサン」など）エンギをかつ

ぐから、こどもがタクサンうまれるというぐあいにである。

サイキンは「エンギ」ということばをきかなくなった。エンギをかつぐより、なにかのコ

ウカがあるかないかみたいに、キノウシュギテキになってきているのかもしれない。た

しかにさかなのたまごをたべたからといって、かならずしもこどもができるわけではな

いだろう。だからといって、メイシンだでおわらせていいのか。コウカがあるかどうか

はともかく、ひょっとしたらこどもができるかもぐらいに、たのしみながらにしたいも

のである。どうもゲンダイジンは、きみじかなのかもしれない。

　

ヨンジュウサン、『オ』ハチジュウイチ

　

ニホンでは、ひとがしんだあと、そのシタイをカソウする。そうすると、ほねだけがのこ

る。それをマイソウする。しかし、それはちょっとどうなのかともおもう。なぜはかに

マイソウするかといったら、ひとつはさきにのべたように（●『オ』ニジュウなな、ニ

ジュウゴ、『オ』ゴジュウニ、サンジュウロク、『オ』ロクジュウキュウ）、ほかのドウブ

ツにたべられないようにするためだといえる。これはキリストキョウケイのカチカンで

あろう。そうやってニンゲンのくらいをイジするのである。

しかし、「リンネテンセイ」だとか「サイセイ」また「リサイクル」というひともいる
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（●サンジュウロク、『オ』ロクジュウキュウ）。それだったらほかのドウブツにたべても

らったホウが、いのちのエイゾクセイがあるともいえる。つまり、あるひとがもってい

たブッシツとしてのからだ（わたしはワンスルーといっている［●ニジュウゴ、『オ』ゴ

ジュウニ］。）が、ほかのドウブツ、ショクブツにひきつがれるのだ。だから、きみのラ

イセイはたぬきか、などとはなしができる。

かならずしもキリストキョウのように、「ニンゲンがほかのドウブツをシハイしなければ

ならない。」ではないから、そうやってリサイクルをすればいいようにもおもえる。たし

かにテンにめされることも（●ハチ、『オ』ニジュウよん）（セイブツではなくて）、もの

のメンでダイジかとはおもうがテキトウなバランスをみて、リサイクルをすればともお

もう。カソウしてゼンメツさせなくてもとおもう。「テン」にめされるとナンオクネンと

シンカしたのをもうイッカイとなるし、「テン」にめされないひとも、「リサイクル」さ

れ、ゲンダイのセイメイのホゼンにひとカツヤクする。それでいいのではないか。

　

ヨンジュウヨン、『オ』ハチジュウニ

　

わたしは、『アルクカラカンガエル（●『ア』ヒャクハチジュウサン）いった。あるくか

ら、フウケイがかわってノウがはたらくということである。だからうごかないひとはあ

まりかんがえないであろうということだ。うごかない「もの」が、かんがえるというの

はあまりきかない。サイキンはやりのカテイヨウジンコウチノウソウチにしたって、デ

ンキがなければ、データをあつめられないので、たいしたことはできないであろう。そ

うかんがえると、デンキがあるからかんがえるかもしれない。

ニンゲンもテレビがうつっていると、かんがえたりもするであろう。おわらいバングミ

の、ここでわらうのですよとシテイされ、サンプルのわらいごえがでるシュンカンにわ

らうのは「かんがえる」とはいわない。それはだれかのまねをしているだけだ。それだ

と、シャカイのジョウシキとかホウソウサッカのおもいをくんだ「かんどおり（●『む』

よんジュウイチ）」だ。かんがえるとは、「カン」をヒテイしなくてはならない。ベツに

そんなことはしなくてもいいのだが、ひとはいろいろなリユウがあってかんがえる。

しかし、フウケイがかわるとか、ジョウホウがあるとか、デンキがないとかんがえられ

ないのである。もっというと、たべものをたべないとしんでしまう。エイヨウもかんが

えるもとである。エーアイのハッタツがケンチョになると、それにまけじとかんがえる

ひとは、よくあるくようになるか、それともうごかずショウエネでかんがえるようにな

るかはキョウミのあるところである。

すべてのジョウホウのくみあわせで、ヨソクされるとなると、ニンゲンのかんがえるこ

とはエーアイによまれてしまう。だから、よまれたくないニンゲンはイチレイヒシャ

（ショウギ）のようなてをとりだすだろう。タンジュンにいえばルールをかえてしまうの

だ。ニンゲンのブンカも、そういうルールヘンコウをしながらハッタツしたともかんが

えられる。カンタンなレイだと、ラテンゴをはなしていたのを、フランスゴではなすよ

うにしたり、コゴをつかっていたのをゲンダイゴにかえたりということである。だから、

エーアイがカッタツになると、たとえば、エイゴがチンプカするということがおこりそ
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うなのである。グタイテキにいうと、いままでつかっていたエイゴではなくて、ほかの、

またはあたらしいことばをつかいだすだろうということだ。レキシをみるとそうだ。

　

ヨンジュウゴ、『オ』ハチジュウサン

　

ニホンにガッシュウコクサンのこむぎと、ギュウニクがはいってきたから、ニホンジン

のなかに、かみがチャイロのひとがあらわれたのなら、まぁしょうがない（ガッシュウ

コクサンのこむぎやギュウニクには、ドソウされたガッシュウコクジンセイブンがはい

りこむあろう。）。

わたしのひげなんかにも、しらがとともに、チャイロのけやブロンドのけがまじったり

する（ベツにそめたわけではない。タンにガッシュウコクサンのこむぎやギュウニクを

たべたケッカであろう。）。ところがそのひとたちは、ジブンのてで（ビヨウシにやって

もらうこともあっただろうが。）、チャイロにしたり、ダッショクさせてしまったりして

いた。そのひとたちは、タイジュウヒでイッパーセントからジュッパーセントテイドの

ガッシュウコクサンのたべものをたべたのだろうか（イチリンでもイチわりでもなく）

かみのけをヒャクパーセントそめてしまった。そういうひとたちを「ロッカー」なり、

「ヤンキー」とよんだが、それはまぁどういうことであろう。

しかし、ジンコウヒでいえば、トウショはイチリンとかイチわりだった。それがふえて

いったようだ。それをみると、セイフハッピョウのジキュウリツより、ただしいスウジ

がわかるかもしれない。ニわりテイドガッシュコクサンのたべものをニホンジンがたべ

ているのかもしれない。わたしはそういうフウにかみをそめるひとをボウメイシャ（●

『ア』ヒャクニジュウシチ）とよんだが、まぁ、やっぱりニホンジンなのではないかとお

もう。しかし、それだけのニンゲンが、ガッシュウコクサンのおかげでいきているとい

うジジツではある。「ニチベイドウメイ」ということばは、ウサンくさいことばだとおも

うが、タイベイイゾンというのは、ゲンジツにソンザイするわけである。

　

ヨンジュウロク、『オ』ハチジュウよん

　

トシのホウでは、そこにすんでいるニホンジンのウンコは、うみにながれるようになっ

ている。ひょっとしたら、ゲスイショリジョウでぬきとられるかもしれない。しかし、

エキタイのセイブンをすべてぬきとることは、むずかしいであろう。うみにながれると、

うみのショクブツのエイヨウになる。だからうみがゆたかになる。

しかし、ノウチもゆたかにしたいだろう。だから、うみにハンブン、ノウチにハンブンを

ながせばいいかもしれない。イチニチにロクセンマンウンコがうみにもどされれば（ニ

ホンジンがさかなやのりをたべたとカテイするとそういえるだろう。）、サイセイサンに

つながる。

きになるのがとなりのジンコウのおおいくにだ。ハンブンながしただけでロクオクウン

コになる。そうすると、そのくにのエンカイがゆたかになるはずだ。そこにハイタテキ
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ケイザイスイイキ（イーイーゼット）というキジュンをもちだして、ニホンのギョセン

ががんばってしまうとケンカになるだろう。たしかにイーイーゼットはひとつのキジュ

ンではある。しかし、バンノウではないだろう。だからそのカイイキのあつかいにカン

してはジュウナンにするのがよいかとおもわれる。「ウンコをかえせ。」といわれてもな

かなかむずかしいからである（セイサンリョウがちがう。）。レイセイにいうと「シゲン」

なのである。

　

ヨンジュウシチ、『オ』ハチジュウハチ

　

サッカーでもヤキュウでも、しばらくみているとルールがわかってくる。これらはあい

てよりおおくゴールすればかちというキョウギだからわかりやすい。エンギをヒョウカ

するニンゲンがテンスウをつけるキョウギもある。それもしばらくみていれば、どのく

らいのテンがつくかというのはわかってくる。それはみているひとが、テンスウのつけ

かたをガクシュウして、テンスウをヨソクするわけだ。ニンゲンはそういうことができ

るが、コンピューターもそういうことができるだろう。

セイジショクぬきのコンピューターにヒョウカさせたホウが、よりコウセイかもしれな

い。そんなことをいっていると、シンパンというしごとがコンピューターにうばわれて

しまう。しかし、ニンゲンのいいところは、ひいきをすることかもしれない。まるばつ

センシュにコウトクテンをつけたりするというやりかただ。コンピューターは、このて

のことがにがてでないか。

しかし、ひいきするシンパンは、ひいきをしたセンシュからはよくおもわれても、ほか

のセンシュからはよくおもわれない。だが、コンピューターをドウニュウすると、ニン

ゲンのシンパンはそのくらいしかしごとがないだろう。そうやってニンゲンは、コウセ

イというチュウドウテキなポジションからコンピューターによっておいだされてしまう。

コンピューターとおなじイケンなら、そのひとのかわりにコンピューターがあるんだか

ら、そのひとはいらないとなる。

そうして、ニンゲンは、かたよったたちばをとるようになる。いってみれば、ニンゲン

がよりコセイテキになるわけである。コセイテキでなければコンピューターにかわられ

てしまうからだ。いまはエイゴがキョウツウゴだから、あえてドイツゴをガクシュウし

ようとかになるだろう。コンピューターがエイゴシヨウであれば、ドイツゴではなして

いれば、コンピューターとしごとのメンでぶつからないことになる。それならそのこと

ばをつかうかぎり、チュウドウテキなたちばのもどれる。しかし、タブン、ドイツゴも

コンピューターのおよぶハンイだ。だからベツのことば、たとえばラテンゴとかをガク

シュウする。それならやっぱりチュウドウテキなたちばをとれる。ユウキのあるひとな

ら、あたらしいことばをつくるだろう。そうやってコンピューターとかぶらないように、

ふるいことば、もしくはあたらしいことばを、ひとはセンタクするようになる。それな

らコンピューターにしごとをうばわれないからだ。このジョウキョウをチンプカされた

シャカイ（オールドファッションドソサエティ）とよぶ。つまりゲンジョウのシャカイ

は「ふるい」ということである。
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そして、もっとふるいゆえに、あたらしいことばやブンカに、ひとはアイチャクしよう

とする。チンプカされたシャカイ（ふるいシャカイ。コンピューターがカツヤクしてい

るゆえに。）では、コンピューターによってしごとをとられてしまうから、ふるいか、あ

たらしいシャカイにひとはテイイしようとする。みちのイメージでいえば、みちのまん

なかは、コンピューターというくるまがはしっている。のっていればアンゼンだが、そ

れをかうのにはおかねがかかる。だから、ひとは、みちのひだりか、みぎによる。ひだ

りをあるくのは、あたらしいことばやブンカをシコウするひだりみちハだ（セイジショ

クはない。）。もうひとつ、みぎをあるくのは、かなりふるいことばやブンカをシヨウす

る、みぎみちハだ。できればチュウオウをあるきたい。しかし、あぶないので、どちら

かによるわけだ。

しかし、ひだりみちハも、みぎみちハもアンシンはできない。くるまがよりおおきくな

るカノウセイがあるからだ。いってみると、コンピューターかコンピューターをつかっ

ているニンゲンが、ひだりやみぎに、ちょっかいをだすかもしれないわけだ。タンジュ

ンにいうと、ひだりやみぎのことば、ブンカをコンピューターにインストールしようと

することだ。そうやって、コンピューターによって、わたしたちのくにやチイキがショ

クミンチカされようとする。ショクミンチとはどういうことか。やすいねだんで、ザイ、

サービスをソウシュコクにテイキョウさせられることだ。そういうかんがえかたはあま

りみえないが、まだのこっていなくないか。

とりひきとは、ホンライソウホウのゴウイでおこなわれるものだ。しかし、ショクミン

チのばあい、ブリョクやシリョクによって、とりひきをキョヒできないようにしたうえ

で、とりひきがおこなわれる。いまのばあいだと、「ジユウボウエキ」というかんがえか

たである。そこではとりひきをキョヒできないように、とりひきがおこなわれる。つけ

くわえると、キョヒはできるが、あいてもなにかのとりひきで、キョヒやカカクのつみ

ましをせまるだろう。そうやって、コンピューターテイコクはセイリョクをのばす。し

かし、わたしは、わたしジシン、もしくはいえのドクリツをイジしたいおもう。

　

ヨンジュウハチ、『オ』キュウジュウ

　

セイヒンをカイガイでつくれば、ねだんをやすくできるという。たしかにおかねのメン

でいえば、やすくつくれるところもあるだろう。キュウリョウがやすいなどのリユウだ。

しかし、ホントウにやすいのか。あるセイヒンエーをつくるのには、ふたりがかりで、サ

ンジュウニチかかるとする。それをカイガイでつくっても、ふたりがかりで、サンジュ

ウニチかかるだろう。カカクのメンではともかく、エネルギーのメンでは、かわらない

のである。コストがちいさいとかいうが、やっぱりつかうエネルギーは、かわらないで

あろう。それなら、コストはちいさくないはずだ。コストはおなじなのである。

ただ、つかうエネルギーのリョウは、かわらずとも、やすくうけおってくれるだれかが

いるから、カカクがやすくなるというわけである。ホントウにフェアトレードなどをか

んがえるならば、セイヒンをカカクでみるのではなく、つかったエネルギーのリョウで

はかったホウがいいのではないか。
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ヨンジュウキュウ、『オ』キュウジュウニ

　

ニンゲンエーがイーにイドウしてエフにイドウした。これはわかりやすいはなしだ。エー

がはじめディにあって、イーにいってエフについたと。しかし、（たとえば）イッセンマ

ンニンのひとがイッセイにエフをめざすといったときに、どれだけそれぞれのうごきが

わかるだろうか（エフにちかづくことはわかるけれども）。それをセイリすると、ビーさ

んがイーにイドウした。シーさんがジーにイドウした。ダブリュさんがイーにイドウし

た。ほかタクサンとなる。ケッキョク、なにかのチツジョ、たとえばジカン、なまえの

ジュンジョなどをつかって、ひとりずつジュンジョづけていくのがわかるやりかただ。

それをおこなってはじめて、そのレキシなどをえがけるようになる。いいカゲンなケイ

ソクをすると、カンゼンなレキシとはよべなくなる。

しかし、これはコンキのいるサギョウだ。かならずチョクセンジョウにできごとがキジュ

ツされるわけではない。たとえば、ハチジイップンゴビョウにシーさんがジーに、ワイ

さんがイーにトウチャクするとなると、どちらをさきにキジュツしたらいいかわからな

い。そこでどうするかがモンダイとなる。こういうカダイ、かりに「タヨウジョウケン

のセツメイ」といっておく、をとくために、ふたつのセンをつかったりするのでないか。

もしくはもっとこまかくジカンをはかる。そうすると、どちらがさきかがわかる。それ

ならひとつのセンでつづけられる。

ひとつのセンにするというと、まるでゲンザイのカガクのようなこまかいケイソクがヒ

ツヨウになるのだろう。つまり、それを（カガク）をやっているうちは、レキシはひと

つでありそうなのである。「タヨウ」だからしょうがないなのだが、それをキレイにセツ

メイしようとするドリョクは、いろいろなところでおこなわれている。

　

ゴジュウ、『オ』キュウジュウよん

　

ニホンのキョウイクのことを、コセイをハッキさせないキョウイクだということがある。

そしてヘンサチでジョレツをつける。でもこれは、ひとをつかうホウだったらツゴウが

いいかもしれない。

つまり、こういうことだ。ビーダイガクのホウガクブをソツギョウしたイーさんがビョ

ウキになって、はたらけなくなったとする。それならやはり、ビーダイガクでホウガク

をまなんだエフさんが、かわりにしごとをできるだろうといういれかえがきくからであ

る。それがキョクタンになると、シーダイガクをソツギョウしたジーさんは、ビョウキ

でしにそうだが、クローンをつくったのでもうイッカイいきられる（そのいいかたがた

だしいかはベツとして。）イシキをイショクするのはむずかしいが、おなじシーダイガク

をソツギョウするようにしむければ、まえにいきていたシーさんのようになるだろうと。

イデンも、うけとるジョウホウもおなじなら、ほとんどおなじだろうと。しかし、「コセ

イ」とか「めずらしいジョウホウ」をもっているとなると、それをフクセイするのはコ
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ストがかかる。だから、「コセイ」をもっているひとは、きらわれるのではないかと。

　

ゴジュウイチ、『オ』キュウジュウゴ

　

ニンゲンのリサイクル（テンにめされる。）のはなし、ウチュウのイジのはなしをした

（●ハチ、『オ』ニジュウよん、ヨンジュウサン、『オ』ハチジュウイチ）。そうするとなが

もちするわけだ。しかし、ジュウヨウなといもある。それは、セッカクできたニンゲン

はどういきるかというはなしである。

そういう「ながもち」をかんがえなければ、カッテにいきて、カッテにしねばいいんじゃ

ないかとなる。ばあいによってはウチュウがほろびても、ニンゲンだけがいきのこれば

いいというかもしれない。しかし、タブン、ニンゲンはウチュウのイッコシゲンなわけだ

から、そのシステムにホウシすべきともいえる。かといって、イッカイジンルイがほろ

びて、またあたらしくハッセイするようなことをくりかえすというのも、なんだかバカ

らしいきがする。もうナンカイもニンゲンはほろびたのかもしれない。はたしてニンゲ

ンはどういきるべきか。メイワクかけないテイドにおもいおもいにいきればいいのかな。

　

ゴジュウニ、『オ』キュウジュウなな

　

タヨウジョウケンのはなしをした（●ヨンジュウキュウ、『オ』キュウジュウニ）。タヨウ

ジョウケンとは、いくつものインガをふくむセイリしづらいゲンショウなどである。そ

ういうのをセイリしていくと、ホウソクがみつかるかもしれない。むかしのひとはカン

タンなジョウケンからいくつものホウソクをみいだしていた。それをわかいひとはガッ

コウでまなぶ。カガクシャになるひとは、そういうモンダイにチョウセンするだろう。

しかし、どうもサイキンはコンピューターだよりのきがする。トウケイデータをてケイサ

ンすることもできるが、あまりそういうことをするひとはおおくないだろう。ケンキュ

ウがコンピューターイゾンになっているということだ。それはアートではない（●ジュ

ウゴ、『オ』サンジュウゴ、ニジュウ、『オ』よんジュウゴ、ニジュウハチ、『オ』ゴジュウ

なな）。たしかにコンピューターのハッタツにより、よりフクザツなジョウケンでもセイ

リしやすくなっただろう。ただ、そんなかんじでケンキュウするなら、ケンキュウシャ

のなまえをかくところに、まるまるコンピューターなどと、ヘイキするといいかもしれ

ない。ニンゲンがケンキュウしているのか、うたがわしいからだ。

　

ゴジュウサン、『オ』キュウジュウキュウ

　

むかしのニホンジンのセイカツはジュンカンテキだったとおもう。はたけでつくったヤ

サイをたべて、フンニョウをはたけにかえし、またヤサイをつくるといったぐあいだ。

いってみれば、ループをするセイカツセッケイだったということだ。
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たまにさかなをたべると、それだけがループしないといえるだろう。サッコンのショウ

ヒシャカイでは、こういったループがなされにくくなっているんだろう。それでも、みず

はかわにながし、またかわからとるようにループされている。ヤサイははたけでつくり、

それをたべて、フンニョウはかわにながしてしまう。これではジュンカンしない。ホン

などでかんがえると、わかりやすいが、いつもおなじホンをよんでいれば、おかねのツ

イカフタンはレイである。それだとケイザイテキである。しかし、それだとつまらない

のであたらしいホンをかう。そうするとあたらしくループにいれたホンのブンだけ、お

かねをはらうことになる。こうしたアウトループをするとおかねがかかる。

わたしもむかしはシィディなどあたらしいものばかりをかっていた。そうすると、かね

がかかる。しかしサイキンは、おなじシィディをナンカイもきくようにしている。ホン

はいまのところ、あたらしいものをかっているが、アウトループをへらしていくことは

カノウだろう。アウトループをへらせば、ショウヒがへる。おかねもかからない。うま

くループリツをふやして、かしこいセイカツをしたいものだ。

　

ゴジュウヨン、『オ』ヒャク

　

このごろは、チョウジカンのザンギョウにタイして、きびしいイケンがいわれている。ザ

ンギョウをしなければ、イチニチ、ハチジカンロウドウだろうか。ニンゲンのセイカツ

のサンブンのイチをしごとに、サンブンのイチをプライベートに、サンブンのイチをね

ることにあてるとなるかもしれない。

しかし、こういったセイカツははたしてカノウなのか。ハチジカンロウドウでえたシュ

ウニュウで、のこりのジュウロクジカンのメンドウをみなければならないからだ。つま

り、かせいだおかねをハンブンにわけ、プライベートに、ねるのにつかうことになる。か

せいだおかねをダブリュ（ウェイジ）とすると、それぞれニブンのダブリュをつかうこ

とになる。ゴハンをたべるのに、いえをイジするのにつかうだろう。こうやってニコの

ニブンのダブリュがつかわれると、ニコのニブンのダブリュ、すなわちダブリュのブン

だけ、またあたらしいジュヨウがうまれるとなる。そうすると、このひとはまたかせげ

るチャンスがやってくる。

しかし、ジュヨウはダブリュしかない。それでまたダブリュかせげるかというと、つと

めさきのヒヨウやリエキをだすために、ダブリュブンかせげなくなる（そのブンは、ほ

かのセイサンユニットにまわる。）。ダブリュマイナスシー（コスト）となってしまうの

だ。そのようにまたジュンカンをつづけると、やがて、つかえるガクがすこしずつへっ

ていく。つまり、どんどんビンボウになっているだけだ。

ひとつのカイケツサクは、このひとがチョキンをすることである。ダブリュのうちいく

らかをためておけば、ビンボウにもたえやすくなるだろう。しかし、そのブンつぎのセ

イサンにまわるダブリュがへっていく。でもキギョウもリエキをだすわけだから（チョ

キンとおなじようなものだ。）、それはせめられないだろう。キギョウがリエキをジュッ

パーセントだすなら、ジュッパーセントチョキンするといい。これが「デフレケイザイ」

のショウタイかもしれない。リエキをだすことや、チョキンをすることをやめれば、まぁ
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「デフレ」にはならないが、そうカンタンにいまのやりかたをかえられないだろう。そう

いうわけで、「ロウドウセンソウ」がつづくのかもしれない。

　

ゴジュウゴ、『オ』ヒャクサン

　

レンタルやでディブイディをかりてくると、サンビャクエン。それでニジカンテイドた

のしめる。ミュージシャンのショウにいけば、ななセンエンとかかかる（そのねだんが

バカらしくて、わたしはほとんどいかない。）。ホンをかってきてセンゴヒャクエン。エ

ンターテインメントのねだんは、そんなところだろうか。しかし、「テレビ」というのが

ある。

ジツはテレビをみるのがイチバンやすいかもしれない。なんかのバングミのセイサクヒ

がゴセンマンエンだとして、イッセンマンニンがみるとする。それだと、ひとりあたり

ゴエンである。やすい。コウリツカすれば、やすくなるというが、たしかにそうかもし

れない。それをみていれば、あまりおかねをつかわないだろうということだ。

　

ゴジュウロク、『オ』ヒャクジュウロク

　

ウンコはベンジョからながすと、ゲスイカンをとおってかわへながれる。トチュウゲス

イショリジョウもあるだろう。そして、うみにながれつく。ウンコはノウギョウのヒリョ

ウとしてもちいられていたから、ショクブツむけのエイヨウが、うみにながれることに

なる。そうすると、わかめやのりがおいしくなるであろうか。

わたしは、サイキンのりがおいしいとおもう。たまにショクブツプランクトンのイジョ

ウハッセイがあるが、うみにウンコをながすからであろう。しかし、わかめやのりばか

りがおいしくなってもしょうがないとおもう。ハクサイやダイコンもおいしくなってく

れないとこまる。

もし、さかなとカイソウだけをたべていきるなら、いまのウンコのショリはゴウリテキ

だろう。しかし、こめもたべるし、ギュウニクもたべる。それなら、すくなくとも、ウン

コのハンブンはノウギョウにつかったホウがいいだろう。うみにながすのはハンブンで

いい。もしくは、セイブンによってしわけをしてもいいかもしれない。うみのものだっ

たらうみへ、リクのものだったらリクへと。カテイでそれをやるのはコンナンだろうか

ら、ゲスイショリシセツがやるといいかもしれない。ウンコもシゲンということだ。

　

ゴジュウシチ、『オ』ヒャクジュウハチ

　

タイヨウケイはやがてタイヨウがブラックホールカし、いろいろブッシをひきよせてサ

イセイをはかる（●『ア』ヒャクロクジュウサン、『よ』ヒャクハチジュウよん、ハチ、

『オ』ニジュウよん、サンジュウキュウ、『オ』ななジュウゴ、『オ』キュウジュウイチ）。
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そうなるとチキュウにすむニンゲンもよばれるわけだが、おとなしくネンリョウになる

だけでよいのだろうか。

セッカクきずいたブンメイも、チキュウごとネンリョウにされては、もはやつづかない。

にげていきのびるにせよ、なにもないところからまたはじめなければならない。それで

いきのびられるかはフメイだが、そうすることもできる。どこかケイトウガイのワクセ

イにふたりのニンゲンをおくりこむ。そのふたりがいきのこるかはわからないが、それ

はまるでセイショのはなしのようである。ふたりがいきのこれそうなところをさがして、

おくりこむのもいいかもしれない。これがはじめてかはわからないが。

　

ゴジュウハチ、『オ』ヒャクニジュウハチ

　

ザンギョウをおおくするのがモンダイにされてきているが、ザンギョウのジユウ、ロウ

ドウのジユウ（●『オ』ヒャクジュウよん）があってもいいとおもう。つきにヒャクジ

カンのペースでザンギョウをすると、さすがにヒロウがたまってくる。それがつづくと、

はたらくのがいやになってくるだろう。ジサツするひともいるとおもう。しかし、つか

れたらつかれたで、やすめばいいのにとおもう。タブン、それがしづらいからモンダイ

なのだろう。いじめもそんなところだろうが、ドウチョウアツリョクというモンダイだ。

うまくやすみをとるためには、そのためのリユウがヒツヨウかもしれない。カイシャに

イシをおくのは、やりすぎかもしれないが、カクトウギのシアイのように、メディカル

ノックアウトとか、テクニカルノックアウトをドウニュウすればとおもう。つまり、シ

ンパンのようなひとが、テクニカルザンギョウアウトをセンゲンするわけだ。そうする

とやすめると。そうやってうまくやることもできるだろう。ザンギョウしているひとの

あいだでトウバンをきめて、シンパンをさせればよいのである。

　

ゴジュウキュウ、『オ』ヒャクサンジュウイチ

　

いいしなものはいい。わるいしなものはわるい。ニンゲンのカッテなみかたかもしれな

いが、アンガイそれは、ほかのひとにもつうじる。なぜいいかというセツメイはむずかし

いが、そのいいものは、ダイタイそのブヒンからいいものであるとおもうのである。う

たのレイでいえば、いいうたは、カショウもいいし、カシもいいし、ギターもいい、ベー

スもいい、ドラムもいいのである。つまり、いいブヒンのカジュウコウカによって、「い

い」しなものができるというわけである。

だから、なにかいいヒョウカをうけられないのだったら、ブヒンをよくすると、「いい」

しなものになるだろうとおもう。ブヒンづくりがダイジなのである。ニホンキギョウは、

くみたてるサイシュウセイヒンがよわくなったといわれるが、ブヒンでさがつかなく

なったのだろうとおもう。ベツのくにのメーカーが、おなじブヒンをつかって、いいセ

イヒンをつくれるようになったからだろう。
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ロクジュウ、『オ』ヒャクサンジュウニ

　

イシキがあるのがさきなのか、もの（からだ）がさきなのかというモンダイがある。しか

し、だれかのイシキをカンサツすることはコンナンだ。しゃべればカンサツはできる。し

かし、それでは、どちらかということはわからない。とりのカンサツから（●『よ』ヒャ

クよんジュウ）、どうもイシキがハッタツするのは、あとになってというのがわかる。な

きごえにカンジョウがはいるようになるからだ。だから、おとなのイシキは、ジョジョ

にそだっていくのだろうことがわかる。

しかし、おとなのイシキのミホンがなければ、おとなのイシキはそだたないだろう。オオ

カミにそだてられたニンゲンのこどもは、ことばをしゃべらなかったというからだ。と

すると、イシキというのは、コウテンテキにハッタツしたのかもしれない。しかし、ど

のイシキもないジョウタイをカンサツできないだろうから、イシキがあとなのかはショ

ウメイできない。ひとりのニンゲンのセイチョウとしてはあとなのだろうといえるが。

　

ロクジュウイチ、『オ』ヒャクサンジュウゴ

　

マルクスシュギによって、シャカイシュギコッカがつくられたという。マルクスはシホ

ンカによるロウドウシャへのサクシュがあるといったらしい（ドイツゴであのながいホ

ンをいまよめるきがしない。）。たしかに、デフレケイザイがすすむなかのロウドウシャ

としてはそうおもったりする。セイカクにいうと、「そうかも」だ。なぜか、キュウリョ

ウがやすいからではない。まえにもいったように（●ゴジュウヨン、『オ』ヒャク、『オ』

ヒャクジュウサン）、デフレというのは、キギョウのリエキやロウドウシャのチョキンに

よってショウじるからだ。

「デフレ」というと、そのジョウタイはセツメイされるが、そのゲンインはセツメイされ

ない。たとえば、キギョウが、マルクスフウにいえば、「シホンカ」だ、リエキをためこ

むことによって、ロウドウシャにまわる、もっといえば、シジョウにながれるおかねの

リョウがへる。そのしはらわれたキュウリョウでなにかをかって、キギョウはまたセイ

サンする。しかし、うりあげは、まえのダンカイでとったリエキのブンだけへる。キュウ

リョウのブンしかかわれないわけだからそうなる。そしてまた、リエキをとれば、またシ

ジョウにながれるおかねがへる。そうやってデフレがすすむわけだ。だから、キギョウ

によるリエキのカクホ、シホンカによるサクシュがあるといえるわけだ。ロウドウシャ

のチンギンはさがるわけだから、ロウドウシャはタイヘンだ。だからその「サクシュ」を

にくんだりするだろう。

しかし、イッポウでマルクスのシュチョウをしっているニホンのコウレイシャは、「サク

シュ」があるのはしかたがないとかんがえたのか、「チョキン」をよくしたのだろうとお

もう。いってみれば、ちいさなロウドウシホンカになったようだ。チョキンもやはり、シ

ジョウにでまわるおかねがへってしまうわけだから、デフレがシンコウする。そうやっ

て、シホンカのジダイがつづいている。
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おやコウコウというブンカがあってか、そのチョキンはあまりどうこういわれないが、

ロウドウシャにとっては、サクシュともいえるだろう。だから、シャカイシュギコクで

は、そういうジタイをカイショウしようとするだろう。しかし、ニホンでは、それはい

まのところされていない。だから、シャカイシュギっぽくても、シホンシュギのくにで

あろう。コンゴはどうなるかわからないが、こどもにイサンがソウゾクされるわけだか

ら、とりあえずは、シホンシュギがつづくのであろう。ジブンもサクシュをするように

なったのがニホンのマルクスシュギかもしれない。

　

ロクジュウニ、『オ』ヒャクサンジュウハチ

　

まえにシィディのジッセイカカクのはなしをした（●『よ』ハチジュウキュウ）。そのケ

イサンだと、イチマイあたりニヒャクジュウエンほどだ（ゲンカではない。）。また、テ

レビのイチジカンあたりの、またひとりあたりのヒヨウをケイサンした（●ゴジュウゴ、

『オ』ヒャクサン）。それだと、イチジカン、ひとりあたりゴエンだ。そのケイサンだと、

シィディをかって、ナンカイもきけるのはつよみだが、ヨンジュッカイはきかないと、

テレビなみのコストパフォーマンスにならない。つまり、そんなにきかないようなシィ

ディはテレビにかてないということである。だから、オンガクをやるひとは、テレビと

なかよくしていたのだろう。

ニセンネンダイにはいって、コンピューターネットワークをつかって、オンガクをかう

ことができるようになった。それでモンダイになったのが、そのカカクだ。ユウメイな

キギョウがイッキョクあたり、ヒャクエンほどのカカクにしたらしいからだ。なぜモン

ダイかというと、ニホンでは、あいかわらずシィディイチマイ サンゼンエンでうってい

たからだ。ジュッキョクシュウロクされているとして、イッキョクあたりサンビャクエ

ンだ。それをヒャクエンだとリエキがへるというわけだ。だから、それにドウチョウし

なかったキギョウもおおい。しかし、そのころから、シィディのうりあげがおちはじめ

たという。シィディがうれなくなったのである。イチマイブンでセンエンなら、そのホ

ウがやすい。

しかし、まえにいったように、シィディイチマイのジッセイカカクはニヒャクジュウエ

ンである。チュウコシジョウもあるのだ。だからまだまだカカクがチョウセイされるか

もしれない。ニセンジュウネンごろにトウジョウしたのが、オンガクききホウダイサー

ビスだ。それだと、ゲツガクセンエンほどで、イチエンで、レイテンななニジカン、ヨ

ンジュップンほどきけることになる。イチジカンでイチエンほどではテレビよりやすい。

それならますますシィディはうれないはずである。イッキョクヒャクエンだってうれな

くなるだろう。いまは、イチジカンあたりイチエンでたのしめるジダイなのだ。テレビ

もやはりよわっていくだろう。

つくるホウとしては、ひとりイチジカンイチエンのうりあげで、たえられるコストコウ

ゾウがヒツヨウだろう。そんなことはヨウイではない。ギターをかえばニジュウマンエ

ンするし、コンピューターをそろえてもニジュウマンエンかかる。それをショウキャク

するにはヨンジュウマンダウンロードがヒツヨウになるのだ。ヒャクマンダウンロード
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をこえればなんとかやっていけるかもしれない。

　

ロクジュウサン、『オ』ヒャクよんジュウロク

　

「ロンリテキシコウ」などという。ゲンインからケッカまでをチョクセンテキにセツメイ

することをそういったりするだろう。そうやって、タショウヘイレツはあるかもだが、も

のごとをチョクセンテキにキジュツする。それはなぜか。ニンゲンはことばをドウジに

フクスウつかえないからである。たとえば、「みかん」といいながら「コーヒー」という

ことはできない。だから、チョクセンテキにキジュツするホウホウをとる。ことばのセ

イシツからそうなるわけである。

しかし、よのなかはケッしてチョクセンだけでセイリツしているわけではない。エーさ

んがたまけりをしていて、ビーさんがさけをのんでいるなんてバメンもあるだろう。こ

とばとしては、どちらかがさきで、どちらかがあとにされるだろうが、それはドウジに

なされているし、ニンゲンもそれはドウジになされていることをニンシキする。だから、

しかたがないのだが、エーさんがたまをけり、ビーさんがさけをのんでいるというセツ

メイがただしいとはかぎらない。モチロン、ビーさんがさけをのんでいて、エーさんが

たまけりをしているでもない。ニンゲンのことばのツゴウジョウ、そういういいかたを

するだけであって、ベツにただしいわけではない。

まえにタヨウジョウケンのはなしをしたが（●ヨンジュウキュウ、『オ』キュウジュウ

ニ、ゴジュウニ、『オ』キュウジュウなな）、そういうはなしである。ことばジョウはど

ちらかがさきになるが、ゲンジツはヘイレツテキにうごいているのである。そして、ニ

ンゲンも、チョクセンもリカイするが、ヘイレツもリカイする。だから、チョクセンテ

キなことばがただしいとはかぎらないのである。というよりも、ことばのセイシツジョ

ウ、ことばでセツメイするのはあやまりといえるかもしれない。それがわかっているか

らか、わたしはあまりおしゃべりではない。しずかにカンサツするのもすきである。

ことばにすると、イチリンのはながさいている。そしてもうイチリンもさいている。だ

が、ジュウリンのはながさいていることをみていたりする。チョクセンテキなシコウも

きらいではないが、ヘイレツテキなプロセスもダイジなのではとおもう。しかし、こと

ばをつかうのだったら、チョクセンにならざるをえない。たぶん、そういうわけだから、

ブンメイジンはチョクセンテキにかんがえたホウがいいだろう。

　

ロクジュウヨン、『オ』ヒャクゴジュウ

　

キンダイにはいって、コクミンコッカができたとされる。ヨーロッパではローマのシハ

イがつよかったために、シュウキョウカイカクをへて、そういうようになったのだろう。

むかしにコッカがなかったわけではない。ただ、ローマのシハイがあるかないかをクベ

ツするヒツヨウがあったのだろう。

やがてそれらのくにはショクミンチをもつようになり、センソウになった。ショクミン
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チがカイホウされてからは、グローバルカのジダイなどというようになった。とりひき

がコクサイテキにおこなわれ、ジョウホウもシュンジにとどく。だから、そういうよう

になったのだろう。ツウシンのハッタツがおおきいかもしれない。ユソウのハッタツも

そうだろう。たべものも、おいしいものは、いろいろなところにとどくということもあ

るだろう。

しかし、サイキンになって、ボウエキをキセイするうごきある。ベツにコクサイテキに

キセイするわけでないが、むかしよくやっていたように、あるくにからのユニュウヒン

にカンゼイをかけるといったやりかたである。カンゼイをかけるかどうかは、そのくに

のジユウであるだろうが、そうやって、ボウエキをキセイするといううごきがある。そ

うすると、グローバルカのジダイとはいえなくなってくるのではないか。いってみれば、

サイネーションステイトカ（サイコクミンコッカカ）である。

つまり、ボウエキあいてのくにのリエキはあまシジせず、ジコクのリエキをツイキュウ

するということである。そのシセイがただしいかどうかはわからないが、ばあいによっ

ては、そちらにころぶということだ。たしかに、ニホンでもガイコクセイヒンがふえて

いるから、そういううごきがおこるカノウセイもある。いまはロウドウリョクがたりな

いというから、なんでもジブンのところでつくろうとはしないだろう。（アメリカ）ガッ

シュウコクやチュウゴクはロウドウリョクにヨユウがあるからカンゼイをかけるのだろ

うか。

　

ロクジュウゴ、『オ』ヒャクゴジュウイチ

　

ニンゲンはいつかテンにめされるまで、いきつづけるだろう（●ハチ、『オ』ニジュウよ

ん、ヨンジュウサン、『オ』ハチジュウイチ、ゴジュウイチ、『オ』キュウジュウゴ）。テン

にめされても、にげてしまうひともいるかもしれない。そういうみかたでは、ニンゲン

のセイメイはユウゲンである。テンにめされたときには、ニンゲンとしていきることを

シュウリョウしなくてはいけない。そういうキゲンつきのジンセイをどうすごすか。な

んのためにいきているのかというといもたまにある。

わたしなんかは、ジユウにいきるなどとおもってしまうが、なかには、なにかのモクテ

キをもっていきなければならないとおもうひともいるのだろう。ギジュツテキには、た

べるからいきるというのがある。しかし、そういうひとはモクテキをとうだろう。テン

にめされるためにいきているといえば、まぁすこしはナットクするかもしれない。なん

のために、テンにめされるんだととえば、それにはこたえがある（●ハチ、『オ』ニジュ

ウよん）。「もの」がつくられたイジョウ、「もの」はかたちをかえながらもありつづける。

ニンゲンもそういうウチュウのシゲンなのだ。フツウにやいてしまっておわりではない

のだ。コタイやエキタイ、キタイがまたシゼンカイをめぐりはじめる。いますぐテンに

めされたいといったら、まぁきながにやろうであろう。

ひとのジンセイのことを、おくりもののようにたとえることがある。タブン、キリスト

キョウケイであろうが、かみからのおくりものというわけである。おくりものをうけとっ

て、どうおもうかはジユウだろうが、おくりぬしは、うけとったひとがよろこんだらう
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れしいのではないか。そういうわけで、おくりものをダイジにつかったり、よろこんだ

りすることがダイジなようにおもうのである。

　

ロクジュウロク、『オ』ヒャクゴジュウよん

　

ニホンのショクリョウジキュウリツはよんわりほどといわれる。だから、カイゼンした

いというのはわかるはなしである。なぜカイゼンしたホウがいいか。トシのひとはキホ

ンテキにノウサクモツをつくらない。かねで、いなかでつくられたノウサクモツをかっ

てくる。それをするためには、いなかのひととなかよくするヒツヨウがあるし、トシの

ショウテンのひとともなかよくするヒツヨウがあるだろう。それはどういうことか。

いなかのひとやトシのショウテンがおこってうらないといいだしたら、それっきりだか

らだ。そうすると、ショクリョウがなくてうえじぬ。だからトシのひとはニンゲンカンケ

イをジュウシする。それをコクサイテキにいうと、ショクリョウをキョウキュウしてく

れているガッシュウコクやオーストラリアなどとのカンケイをジュウシするわけである。

だから、キョクロンすると、ガッシュウコクのイコウにニホンはさからえない。それで

も、うえじぬよりましということである。つまり、なにかをシュチョウしたり、キョウレ

ツなコセイをもつためには、ショクリョウをジブンでつくらないと、ということである。

　

ロクジュウシチ、『オ』ヒャクゴジュウゴ

　

テレビをみるのをガマンする。などといったりする。このガマンするとはどういうこと

なのか。わたしが、おもうには、わたし（ガ）のジョウホウショリをおくらせる（マン）

ということだとおもう。つまり、テレビのレイでいえば、テレビをみて、ノウがシゲキ

されて、わらったり、かんがえたりすることをエンキさせるということである。ガマン

するヒツヨウがなければ、わらったり、かんがえたりすればいいが、ガマンするという

ときにはおくらせる。

フクをかうのをガマンするといったときにも、ものジタイをかうのをおくらせるという

よりも、フクにフズイするブンカテキなものを（たとえば、ゲンダイテキなというイメー

ジなど）、もしくは、そのひとのナイテキなプロセスを（たとえば、カイテキにセイカツ

するなど）、リヨウするのをおくらせることではないだろうか。わたしはガクセイジダイ

に、おかねがなくて、キョウカショをかうのをガマンしたことがある。それだと、ガク

シュウがすすまないのである。

　

ロクジュウハチ、『オ』ヒャクゴジュウなな

　

ヘイワとはどういうことか。それはムダのないことかもしれない。ゲンダイでは、おお

きなタンイでハツデンをしている。そこでつくられたデンキをカクカテイにおくる。そ
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してあかりがつくわけだ。ただあかりがつくかわりにモンダイもある。タンサンガスが

でるのである。ハツデンジョで、あぶらなどをもやしているからだ。

あくまでもカセツだろうが、そのタンサンガスによって、チキュウがあたたかくなると

もいう。あかりをつけるためのコストだ。しかし、あかりをつけないようにしようとは

あまりいわない。たてもののなかがくらくては、しごとができないからだ。しごとがで

きないと、くにのケイザイがよわくなって、ボウエキでフリになるというおそれもある。

だから、ハツデンするのをやめない。

ただ、フウシャでハツデンしたりというダイタイサクはある。しかし、コクナイではまだ

ドウニュウがすすんでいない。それよりもケイザイキョウソウをジュウシするのだろう。

ゲンシリョクハツデンもやめない。ホウシャノウがでるにもかかわらずだ。ホウシャノ

ウがでてこまることよりも、ケイザイキョウソウがジュウシされるわけである。ヘイワ

ならゲンパツをとめるのではないか。あとシマツにこまるからである。しかしケイザイ

キョウソウがジュウシされる。ヨウするに、ヘイワではないのである。

　

ロクジュウキュウ、『オ』ヒャクゴジュウハチ

　

ソレンがシュウリョウして、シャカイシュギがハイボクしたかのようなイメージがある。

それがおこったのは、わたしがチュウガクセイのころだ。だから、そんなにシャカイシュ

ギのことはしらない。しかし、ニホンにもシャカイシュギをとるようなセイトウがあっ

たし、サヨクやウヨクといういいかたもある。また、マルクスのはなしもきいたことが

ある。ガクセイウンドウのはなしもきいた。

なぜ、ガクセイウンドウをするかについてのわたしのイゼンのリカイは、ニホンがガッ

シュウコクにセンソウでまけたために、そのエンチョウでおこっていたというものだっ

た。しかし、ベツのシテンからみてみるとそうではない。シホンシュギをとるくににとっ

ては、シャカイシュギはみとめづらいだろう。また、ギャクもそうだ。しかし、それだ

けのモンダイではない。シホンシュギをとるとおもわれるガッシュウコクには、ドレイ

セイがあった。ナンボクセンソウのあとに、それはシュウリョウしたが、コクジンがサ

ベツされるジョウキョウはつづいた。

つまり、ガクセイウンドウはなぜおこったかというと、フツウのシホンシュギはいいも

のかもしれないが（わるいかもしれない。）、ドレイセイがのこるシホンシュギよりは、

シャカイシュギのホウがよさそうということではないか。シホンシュギとシャカイシュ

ギのタイリツのようにおもえたがそうではない。ドレイセイのあるシホンシュギとシャ

カイシュギのタイリツだったのだ。

そのウンドウのあと、ガッシュウコクのドレイセイは、セイドテキにはカンゼンにテッ

パイされた。それでシホンシュギのジョウキョウがよくなったから、シャカイシュギを

おすウンドウはしたびになったのだろう。それでもシャカイシュギをおすひとはいただ

ろうが、やがてソレンはシュウリョウした。タイリツさせるリユウもなくなったのだろ

う。しかし、シャカイシュギやガクセイウンドウは、ドレイセイをシュウリョウさせた。

そのコウセキはおおきいとおもう。
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ななジュウ、『オ』ヒャクゴジュウキュウ

　

よのなかには、たとえば、みっつのロウドウのしかたがある。ひとつは、おかねをもらっ

てロウドウするだ。いわゆる「ビジネス」というやつだ。ふたつめは、おかねをもらわな

いし、おかねをはらわないでロウドウするだ。キュウジュウネンダイから「ボランティ

ア」といわれるようになったロウドウのありかたである。みっつめは、おかねをはらっ

てロウドウするだ。これはもはや「ロウドウ」といえないかもしれないが、どこかのドウ

ジョウやケンキュウをするのには、そういうこともヒツヨウかもしれない。「したづみ」

などとよばれたりもする。したづみからはじめて、ダンダンおかねをかせげるようにな

るのである。

しかしながら、ゲンダイでは、チンやといケイザイがハッタツしているためにいきなり、

イチバンメのおかねをもらってはたらくからはいるひとがおおいだろう。こどもをベン

キョウにシュウチュウさせるために、カジのてつだいなんかも、こどもにたのまなかっ

たりするのではないか。おダチンをあげて、てつだわせるというのもきくはなしである。

いきなりチンロウドウだから、ニバンメやサンバンメのおかねをもらわないで、または、

おかねをはらってロウドウするのは、やりにくいかもしれない。なんとなく、「ボラン

ティア」をするひとはえらい。とおもったりするが、そうではなく、おかねをはらって

ロウドウするというのもあるのだ。

おかねをもらわないでロウドウするのは、ドレイセイににているが、おかねをはらって

ロウドウするのはショクミンチケイザイだ。レッキョウのくにから、たねやなえをかっ

て、サクモツをそだてるというようなやりかただ。そのためになかなかドクリツできな

い。ドレイセイにているボランティアは、ニホンジンはわりとするひとがいるようだが、

ショクミンチケイザイににているおかねをはらう、ペイトゥワークということにする、

ことはあまりワダイにならない。ショクミンチがふえたジダイがあったのにもかかわら

ずである。

ニホンジンは、ナンポウのショクミンチをカイホウするためにたたかったかもしれない

といわれるけれども、やはりニホンジンも、ショクミンチをもつホウだったのかもしれ

ない。シザイをトウじて、セイジカをするというはなしもきかない。モチロンそれでロ

ウドウのシツがおちたらよくないので、ケッコウだとおもうが、そういうしたづみやら、

シャカイにホウシするというかんがえかたは、あまりいまのニホンジンはもっていない

ようだ。あっても、ボランティアどまりだろう。

つまりどういうことかというと、ニホンジンにはドレイセイとキョウゾンしたり、その

みになってかんがえてカイケツするノウリョクはあるだろうが、ショクミンチケイザイ

とキョウゾンしたり、そのみになってかんがえて、カイケツするノウリョクはないとい

うことだ。それはどういうことかというと、いまのニホンジンでは、ガイコクがどこか

のショクミンチになっても、カイホウすることができないということだ。ハチジュウネ

ンまえのニホンジンにはできたかもしれないが、いまのニホンジンにはむずかしいだろ

う。したづみをしないひとが、ふえたということだから。
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ななジュウイチ、『オ』ヒャクロクジュウロク

　

はたけでつかうスコップをそとにおいておいたら、シンピンコウニュウしたにもかかわ

らず、ダイブ「あじ」がでてしまった。そういうのをなんというか。フウカであろう。

だから、フウカさせたくないものは、こやのなかにでもしまっておく。そういうことだ

ろう。

ニンゲンもそとにおいておいたら、フウカするかもしれない。ハッテントジョウのノウ

ギョウコクは，ニンゲンのジュミョウがみじかいという。やっぱり、そういうことかも

しれない。センシンコクでジュミョウがながくなったというのは、イリョウがハッタツ

したというよりも、あまりそとにでなくなったからかもしれない。ようするにダイジに

しまわれているわけだ。

　

ななジュウニ、『オ』ヒャクななジュウゴ

　

わたしたちがなにかをたべたあと、たべたものはやがてウンコになる。それをむかしは、

はたけにまいていた。ヒリョウになるからである。それでたべものがまたできるという

ジュンカンだった。いまはトシカがすすみ、そのジュンカンができていなかったりする。

ウンコはかわにながすようになった。かわからうみにながれる。そうすると、ショクブ

ツにとってのエイヨウは、うみにながれてしまうことになる。

ヨウブンがおおいから、うみべで、もがタイリョウハッセイしたりするのだろう。だか

らか、のりがおいしいとおもう。ヨウブンがタクサンあるからだろうし、もうひとつの

リユウがある。うみのショクブツがよくそだつといっても、のりやわかめやコンブばか

りをたべるわけにもいかない。そのヨウブンがさかなまでまわれば、さかなもヨウブン

ホウフとなる。それをつりあげてたべれば、エイヨウのジュンカンはうまくいく。しか

し、モンダイがある。

それは、ギョギョウケンだったり、ハイタテキケイザイスイイキのモンダイだ（●ヨン

ジュウロク、『オ』ハチジュウよん）。フツウ、そのくにのハイタテキケイザイスイイキ

は、そのくにのギョギョウなどをするめやすとなっている。だから、ガイコクのふねが

はいって、ギョギョウをすると、チュウシしろといったり、おいかえしたりする。ガイコ

クセンのソウギョウをみとめるばあいもあるが、ダイタイは、そのくにのギョセントウ

がつかう。それだと、ジブンのくにででたウンコがカイシュウされやすい。しかし、ハ

イタテキケイザイスイイキなどがフクスウのくにで、シュチョウがことなり、せんびき

でもめているばあいは（ニホンもチュウゴクなどともめている。）、フンソウのもとにな

りかねない。

なぜなら、「ウンコ」は、それをだしたひとのくにのシゲンだろうからだ。つまり、しっ

かりとりきめがおこなわれないと、フンソウになりかねない。「わがくにのウンコをかえ

せ。」というわけである。ニホンとチュウゴクがもめるのは、タンにセキユなどのシゲン
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だけでなく、「ウンコ」のモンダイもあるはずだ。なにしろジュウサンオクのウンコだか

ら、うまくカイシュウさせたホウがいい。ハイタテキケイザイスイイキのせんびきでは

もめるだろうが、ものとして、ニホンがわにはいりこんでくるウンコもあるから、うま

く、ニホンのハイタテキケイザイスイイキナイで、チュウゴクのギョセンをソウギョウ

させたり、ニホンから、さかなをユシュツしたりすることがダイジだとおもう。「ウンコ」

もシゲンなのだ。

　

ななジュウサン、『オ』ヒャクななジュウキュウ

　

まえにジブンとカイシャとシャカイというみっつのヘンスウをつかって、ショウライの

なりゆきをヨソクするホウホウをセツメイした（●キュウ、『オ』ニジュウハチ）。スウ

シキでいうと、エーかける エックス（ジブン）と ビー かける ワイ（カイシャ）と シー

かけるゼット（シャカイ）とおまけのディ（ショキチ）をケイサンするということにな

る。なにもなければ、ケイサンはできないが、データをイッテイスウイジョウあつめれ

ば、ケイサンカノウだ。そういう「カイシャ」や「シャカイ」をふくめたケイサンなら、

「ジブン」だけでのデータでケイサンするよりはセイカクになる（ジブンのツゴウだけ

で、キュウリョウがあがるわけではない。）。

それをななジュウオクのヘンスウでケイサンすれば、チキュウのキボのショウライヨソ

クができる。しかし、カザンフンカなどのキショウジョウケンがはいっていないので、セ

イカクとはいえないだろう。ここでのケイサンはチョクセンがでるので、こまかくみて、

あがったり、さがったりをみるといいかもしれない。そういうみかたをすると、それは、

「ケイキ」のジョウゲだろう。だから、しろうとでも、データとケイサンキがあれば、ケ

イキのヨソクはできるということだ。

しかし、いまのところななジュウオクのヘンスウをニンシキできるソフトウェアがない

とおもわれるから、かなりジンリキでケイサンしなければならないかもしれない。それ

だけロウリョクをかけてヨソクしてどうするというモンダイもある。そういうのをスー

パーコンピューターでケイサンしていたりするのだろうか。

　

ななジュウヨン、『オ』ヒャクハチジュウイチ

　

ユダヤキョウやキリストキョウのセイショには、かみにきんじられたきのみのことがか

かれている。なぜ、そのみをたべてはいけないのか。それはニンゲンがしらないことを

のこしておかなければならいということのようなきがする。ニンゲンはあることをしっ

てしまうと、そのことについては「ジユウ」ではなくなる。ケイモウシュギとはそういう

「ジユウ」をへらすことでもあろう。だからこそ、「ダツチ（しることからはなれること

［●『ア』ヒャクロクジュウシチ、ヒャクななジュウイチ、『よ』はじめに、イチ］）」なの

だろう。ホントウに「ジユウ」でありたかったら、しらないのにかぎるのである。カガ

クがハッテンし、いろいろチケンがでる。しかし、（しらなければ）ジブンなりにかんが
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えられるでもある。すくなくとも、いくつかは、しらないなにかをのこしておくといい

だろうというのが、セイショのおしえのようなきがする。

　

ななジュウゴ、『スーペリアーをみつけた。』ニ

　

「ガマン」ということばがある。サイキンはあまりきかれなくなったかもしれない。わた

しのちいさいころは、おやじに、なにかたべようとしたところ、バンゴハンまで「ガマ

ン」しろといわれた。しかし、わたしは、そのガマンがにがてだった。わたしのトウジ

のニンシキでは、ガマンするというのは、なにかをする、「もとめる」ことをやめる。と

いうことだった。

しかし、サイキンになっておもうのは、「ガマン」の「マン」というジがしめすように、

なにかをおくらせることではないかということだ。つまり、「ガッキをかうのをガマンす

る。」というときには、「ガッキをかうのをやめる。」のではなくて、もっとチョウキテキ

に、「かう」ということだ。たとえば、イチネンとかゴネンのながさでだ。

そうやって、ゆっくりかうとどうなるか。うりては、そのブンだけうりづらくなるから、

やすくしたりするかもしれない。そうすると、ガマンしたブンだけやすくかえるかもし

れない。しかし、みんながかうしなものもあるので、たとえばショクリョウなど、ガマ

ンすればやすくかえるとはかぎらない。うりきれてしまうこともある。

そうやって、ガマンすることを「デフレケイザイ（ゲンインについては、セッチョ『オ

ンガクイチエンのジダイ』［イカ、『オ』］をサンショウ。●ロクジュウイチ、『オ』ヒャク

サンジュウゴ）」というかもしれないが、それはまたベツのモンダイのようなきがする。

デフレはおかねのながれでセツメイできるからだ。だから、「ガマンケイザイ」とよぶこ

とにする。

そのガマンをとこうと、うりてはやすくする。うれなければこまるメンがあるからだ。そ

うやってかんがえると、カカクというのは、かいてからのジカンテキキョリできまるよ

うなきがする（ズイチ）。
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ｚ５-01.png

　

つまり、かいてからのジカンテキキョリがみじかければ、たとえば、あしたとか、たか

くてもかうだろうし、もっとさきだと、やすくしないとかわれない。だから、ショウヒ

アドバイザーみたいなひとがいれば、「あれはおかいどくです。」とか、「そのショウヒン

はジュウネンゴにかうようにしましょう。」とかいえそうなのである。

　

ななジュウロク、『ス』ゴ

　

ニジュッセイキは「マスメディア」がはやった。ここでの「マスメディア」とは、「ドク

シャ」、「シチョウシャ」スウのおおいジョウホウバイタイのことである。テレビやシン

ブン、ラジオなどは、ドクシャ、シチョウシャがイッセンマンニンをこえることがある。

そういうマスメディアである。

しかし、ハチジュウネンダイからのコセイカのシンテンにより、ニホンジンは、かなら

ずしもネンマツのうたばんぐみをみなくなったし、シンブンをよまないわかいひともふ
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えただろう。かわりにいまでは、ドウガトウコウサイトをみたり、オンガクききホウダ

イサービスをきいていたりする。

それらは、キゾンのテレビ、シンブンなどからすれば、チョウセンシャである。まえに

もかいたが、テレビのひとりイチジカンあたりのヒヨウはゴエンテイドだが、オンガク

ききホウダイのサービスは、ひとりイチジカンあたりヤクイチエンである（●ロクジュ

ウニ、『オ』ヒャクサンジュウハチ）。ドウガトウコウサイトもそのテイドだろう。テレ

ビはコウコクでまかなわれているのだけれども、もっとやすいイチジカンイチエンのホ

ウにひとのカーソル（イシキのむき）があつまることはヨウイにソウゾウできる。

だから、そのチョウセンシャのエイキョウで、キゾンのおおてバイタイは、セイサクヒ

をけずり、うりあげをおとしているときく。シィディもホンもまえよりうれなくなった

という。それはそうだ。シィディはかつてイチマイサンゼンエンだったが、ききホウダ

イでイチジカンイチエン。どっちがおとくかはタクサンのオンガクをきくひとならコウ

シャだろう。

ホンやザッシもよみホウダイがふえつつある。エイガやアニメもそうだ。ひとりイチジ

カンあたりイチエンというのが、チョウセンシャのチョウセンだから、チョウセンシャ

がこけないかぎり、ほかのジョウホウもそのカカクにちかづくだろう。たかくねだんを

セッテイすればうれなくなるだけだ。だから、コウコクもひとりイチジカンあたりイチ

エンが、トウメンのスタンダードとケイサンできる。

つまり、ヒャクマンニンにシチョウしてもらえるジョウホウなら、ヒャクマンエンうり

あげられるということだ。イッセンマンニンならイッセンマンエン。つまり、イチダウ

ンロードあたりイチエンということだ。そのチョウセンシャのキジュンにテレビキョク

やほかのジョウホウバイタイはあわせきれていないから、しばらくは、キゾンのおおて

バイタイとつきあっていれば、ひとりイチジカンあたりサンエンとかのねだんで、サク

ヒンをつかってもらえることもあるだろう。

しかし、それはながつづきしないだろう。そういうスタンダードにあわせるジョウホウバ

イタイがふえれば、それぞれがドクシャ、シチョウシャをかかえるまるでザッシのよう

なミディアムのジダイがくるかもしれない（マルチメディアとサイキンはいわなくなっ

たが。）。テレビというのはキョウリョクなデンパだが、そのブンコストもかかるだろう。

テレビとコウコクとシチョウシャとタイリョウハンバイテンとコウバイシャというのは、

（アメリカ）ガッシュウコクがうんだテレビシホンシュギだが、ニホンジンがそれからリ

ダツするひもくるかもしれない。

ゴヒャクマンニンしかみないテレビバングミなら、ゴヒャクマンエンでウンヨウするよ

うだからだ。それではやっていけないだろう。そういうかんじでブンサンがたのミディ

アムがテイチャクするかもしれない。

　

ななジュウシチ、『ス』ジュウニ

　

あるセイヒンがうれると、まあうれそうなかぎり、そのセイヒンはまたつくられる。あ

るサービスもまたリヨウされておかねがテイキョウシャにはいりそうだと、またおなじ
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サービスはつづく。

ダイタイのセイヒンにはこういうことが、いえるとおもうが、シュウキョウはどうだろ

う。シュウキョウがスイタイしたともいわれるし、ハツもうでのコンザツはかわってい

ないともいえるとおもう。それがテイキョウシャ、ショウヒシャソウホウのリエキにな

れば、セイヒンドウヨウにつづくとおもわれる。イチジはやったレイカンショウホウの

ようでは、そうはつづかないだろう。

では、どのようにソウホウのリエキをもたらしているのだろう。それはしあわせになれ

るというカンカクなのではないか。つまり、「しあわせ（というカンカク）」をツウカのよ

うにまわすわけである。ジッサイのツウカのばあいもあるだろう。つまり、「しあわせ」

をまわしあって「しあわせ」というわけである。

タニンがしあわせでも、しあわせということもあるからだ。シュウキョウによってそれ

ぞれカイリツがある。そのひとにあったシュウキョウをえらぶといいかもしれない。カ

イリツがあわないのではクロウするだろう。「しあわせ」をそのほかのシュダンでやりと

りできるのなら、シュウキョウはいらないのかもしれない。

あまりニホンジンはシュウキョウでどうこうというひとはすくないかもしれない。ただ、

シュウキョウがつづくということは。うまくやっているということだ。

　

ななジュウハチ、『ス』ニジュウイチ

　

ニホンのジュウタクチにはデンシンばしらとデンセンがあみのめのようにハイチされて

いる。そういうもの（デンキをおくるデンセン）をドウロのしたにうめてしまえというこ

えもある。それならすっきりするかもしれない。しかし、あったらあったでとりがデン

センにとまるから、カンサツするにはわるくないとおもう。わたしはとりをみたい。デ

ンチュウをなくして、デンセンをチチュウにうめたチイキもしっているが、そういうと

ころにとりがいるきはしない（あまりみたことがない。）。そういうわけでゲンジョウイ

ジもいいのではとおもう。

　

ななジュウキュウ、『ス』ニジュウサン

　

ホンコンからマカオにはスイチュウヨクセンでわりとすぐである。そこのうみか、かわ

をみると、いまいわれていることのリカイのたすけになる。どうなのかというと、かわの

みずにつちがまじっているのだ。それでちゃいろのかわになり、それがうみへとつづく。

もっともこのカンサツはサンジュウネンほどまえにしたものなので、いまゲンザイどう

なっているのかわからない。いまいわれていることへのリカイとはどういうことかとい

うと、チュウゴクの「リョウド」がナンポウのうみにながれているということだ。だか

ら、そのナンポウにあるしまをチュウゴクのものだ。というときに、まったくコンキョ

がないわけでない。チュウゴクからながれだしているリョウをしらべれば、セイカクな

リョウがわかるだろうが、レイテンレイレイ～なんパーセンセントくらいが、そのしま
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にながれついているかもしれない。だから、「そのしまはチュウゴクリョウドだ。」とい

うととき、ヒャクパーセントでたらめではないのである。だから、レイかイチをきめる

ロンソウをしてもしょうがないとおもう。

おなじようにフィリピンからながれだしていたとすれば、「わたしたちのホウがおお

い。」、「すくない」のモンダイなのだ。そのわりあいで、シュウヘンのしまをブンカツ

ショユウするてもあるだろう。ニホンもわりとチュウゴクにちかいところがあるから、

もし「リョウド」がながれだしていたら、「わたしたちのリョウドだ。」モンダイがでてく

るカノウセイがある。スイセンベンジョのモンダイ（●ゴジュウロク、『オ』ヒャクジュ

ウロク、ななジュウニ、『オ』ヒャクななジュウゴ）もある。「ウンコ」のはなしだ。あま

りそのウンコをうけとるようだと、どこかのニのまいになりかねない。テイチョウにあ

つかうヒツヨウがあるだろう。

　

ハチジュウ、『ス』ニジュウゴ

　

エーアイをカツヨウすると、いろいろなヨソクなどがなりたったり、ばあいによっては、

カガクテキなハッケンもカノウだったりするだろう。コンピューターネットワークにあ

ふれるデータをカイセキしたり、ホンをカイセキしたりもできるであろう。そういうサ

ギョウは、ニンゲンがやるとものすごくジカンがかかる。だからエーアイにやらせてし

まえとかんがえてもフシギではない。

それでデータからショウライテキにはドルがたかくなるというケツロンがえられたとし

よう。それでエーアイにカイセキさせたひとが、ドルをかったとする。それはゴウホウ

といえるのか。くにによるとおもうが、チョサクブツとはなにかというと、コウヒョウ

されるブンショウなどである。たまにサクシャがジユウにつかっていいですよというこ

とはあるが、フツウはムダンな、コジンテキなリヨウイガイのフクセイはキンじられて

いる。だから、いろいろなチョサクブツをリヨウして、エーアイにカイセキさせたひと

が、シテキにリヨウするかぎりでは、イホウとはならない。

そういうわけで、コジンテキにドルをバイバイするわけだから、イホウではないかもし

れない。しかし、ドルがニジュッパーセントあがるというジョウホウをひとにつたえた

ばあいは、「シテキ」なリヨウにはならないので、イホウとなる。それじゃエーアイを

かっても、いいデータがなければつかいものにならないといえるかもしれない。そうだ。

エーアイはケイサンキのようなもので、ジッサイのスウチがなければ、ケイサンはでき

ない。ただ、コジンテキなリヨウについていえば、リエキがあるかもしれない。それを

たかいとみるか、やすいとみるかであろう。おおきなフゴウみたいないいかたをするが、

それのもとデータがチョサクブツとすれば、そうそうにリヨウできないはずである。そ

このところをチュウイしてみなければならない。

　

ハチジュウイチ、『ス』ニジュウロク
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「ショウシカ」とか、「コウレイカ」は、シャカイコウゾウである。トウケイテキなケン

キュウによってみいだされたコウゾウだ。トクに「コウレイカ」はいじりづらいコウゾ

ウだ。ひとがすこしずつおいていくというのは、うごかしがたいゲンショウなのである。

イッポウ、「ショウシカ」は、まだいじれるヨチがあるとかんがえられているようだ。

そのショウコに、こそだてをユウグウするセイサクがある。タンジュンにいえば、こど

もをひとりつくったら、いくらかあげますというセイサクだ。そのセイサクをジッコウ

すれば、（おかねにつられて）だれかがこどもをつくるだろうとかんがえているわけだ。

しかし、それをやったところで、そうタクサンのこどもがふえたわけではない。にもか

かわらず、そういうセイサクをつづけている。そのセイサクをしんじるというのもコウ

ゾウである。おかねをあげれば、こどもがふえるというシンリコウゾウである。そうい

うコウゾウはほかにもある。キンリをさげれば、おかねをつかうだろうというシンリコ

ウゾウだ。

しかし、そのコウゾウはかならずしもただしくない（シャカイコウゾウとしてはただし

くない。）。それは、カイガイのキンリのたかいところにおかねがイドウすることがある

からである。しかしながら、そういうただしくないコウゾウでも、ただしいとおもわれ

たり、コウゾウとしてのこったりするコウゾウもある。ばあいによっては、スウジでご

まかすこともカノウだ。こどものテイギをヨンジュッサイまでにしてしまえば、ショウ

シカではないし、としをとるのをニネンにイッカイということにしてしまえば、コウレ

イカではない。しかし、そうやってごまかしても、しょうがないとおもう。

さかなのたまごをたべれば、こどもがふえるというようなことをまえにいったが（●

『む』ヒャクサンジュイチ）、その「さかなのたまご」をかうホジョもそれがただしいと

なれば、セイサクにできる。しかし、あまりそういうはなしはきかない。ただ、さかな

が「こダクサン」であろうことは、いえそうなのだ。

ほかにもちいさなうめぼしを「こうむ」となづけてハンバイすればいい。しかし、そう

いうエンギがムシされているのか、こどもをつくりたくないのかはわからないが、こど

もがふえないのではしかたがない。カイカクシャにとっては、そういうこどもがふえな

いコウゾウをなんとかしなければならないのだろう。

　

ハチジュウニ、『ス』サンジュウハチ

　

「デフレ（●ななジュウゴ、『スーペリアーをみつけた。［イカ、ス］』ニ）」がだめだといっ

て、セイサクテキにギャクのインフレにしようとしている。「デフレ」はブッカがさがる

から、チンギンもさがるとしてケイエンされるが、ホンシツテキには、リエキをだそう

とするコウドウがそうさせる（●ロクジュウイチ、『オ』ヒャクサンジュウゴ）。シジョ

ウにでまわるおかねがへるからだ。それじゃ、エイリキギョウとコジンのヨキンをキン

シしますとはなかなかならない。そういうコンポンテキなモンダイがあるのにもかかわ

らず、それをホウチして、おかねのカチをさげようとするセイサクをとる。デフレもリ

エキもチョキンもシジョウのこえである。ほうっておいてもいいのではないか。
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ハチジュウサン、『ス』よんジュウ

　

いきるとは「キョウリョクすること」である（●『オ』ロク）。なぜそういえるか。ニン

ゲンのカクサイボウがキョウリョクしなかったら、セイゾンがコンナンだからだ。サイ

ボウはそれぞれやくめをもちながらキョウリョクしている。ただ、キョウリョクするだ

けではだめだ。それぞれのやくめをはたさなければならない。そこをかんちがいしてし

まうと、シュウダンにマイボツしたり、ツゴウのいいひとになったりしてしまう。おお

きなタンイのセイゾンになにかキョウリョクできればいいのではなかろうか。

　

ハチジュウヨン、『ス』よんジュウゴ

　

ニホンジンは、そのはなしがただしいか、まちがっているかをハンダンするのがジョウ

ズかとおもう（ガッコウで［ただしい］こたえをだすことをおそわるからだ。トウアン

にサンカクとかゴジュウまるがつくことはすくないだろう。）。が、ベンショウホウもい

いとおもう。

つまり、エーとビーをギロンして、シーというこたえにいたることだ。しかし、キョウ

イクのコウカがあってか、エーがただしいか、ビーがただしいかになりそうなきがする。

ヤトウのコッカイシツモンをみていて、イーというケツロンにもっていきたいのだろう

けど、ヤトウがコッカイをクウテンさせて、ムダなかねをつかっているというエフのこ

たえがみえてしまう。どうもベンショウホウがわかっていないようだ。

　

ハチジュウゴ、『ス』よんジュウロク

　

よくヒコーキにのると、「コーヒーにしますか、コウチャにしますか。」ときかれる。そ

こでコーヒーをえらぶと、コーヒーをえらんだセキニンがうまれる（●『よ』ヒャクニ

ジュウロク）。

ゲキやすのショクドウにはいったんだから、おいしくなくても、おまえがわるいともい

われる。ケッコンもそうだ。だれかをえらんでケッコンして、「あいつのタイドがわるい

んだ。」とかモンクをタニンにもらすと、キョクロンすれば、「（えらんだ）おまえがわる

いんだ。いやならわかれろ。」となる。おみあいケッコンでカゾクになったのなら、そう

いうことをいっても、「まぁまぁ、おくさんもがんばっておられるから。」ととりもたれ

る。だから、アンガイえらばないホウがアンシンかもしれない。いいわけができるから

だ。まわりもそんなにつめたくしないだろう。

だから、センタクではなくてエンがダイジなのだとおもう。なにもかもえらぶのなら、カ

ンゼンにジコセキニンである。キョウドウタイがよわくなったというのは、ケッコンの

しかたがかわったからかもしれない。
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ハチジュウロク、『ス』ゴジュウゴ

　

ソレンは、やるきのあるロウドウシャをユウグウせず、はたらかないロウドウシャをおな

じタイグウにしたためにユウシュウなロウドウシャのやるきがうしなわれ、やがて「ソ

レン」というシステムがダメになったという。

キョウリョクしてはたらくというのはセイタイとしてはただしい。それがなかったら、

いのちはソンザイしえなかったようにおもえるからだ（●キュウジュウハチ、『ス』ハチ

ジュウサン、ハチジュウサン、『ス』よんジュウ、『オ』ロク）。なにがわるかったのか。

おおきくみたブンギョウはモンダイないかとおもう。タブン、そのひとのしごとへのセ

キニンカンというか、コミットメントがよわかったのではないか。タンジュンにいうと

いいカゲンにやっていたということだ。

シンリガクでいう、「ガイハツテキドウキづけ（ガイブからのシジなどでうごくこと）」

でうごいていたといえるかもしれない。ところが、「ナイハツテキドウキづけ（ジブンジ

シンのモチベーションでなにかすること）」のホウがながくものごとをつづけられるとい

う。そういったキョウリョクをするんだけれども、ジブンもしっかりしているというの

が、ダイジだったのではないか。たとえれば、いきいきとしてしごとをしていたかどう

かだ。ソレンはいつからだか、「いきいき」しなくなってしまったのだろう。

　

ハチジュウシチ、『ス』ゴジュウロク

　

センゴしばらくしてトシブでゲスイドウがハッタツした。センゼンからあったかもしれ

ないがすこしずつフキュウしただろう。このやりかたは、ヨーロッパのトシで、ヘヤの

そとにオブツをなげおとすシュウカンからハッセイしたデンセンビョウをコクフクする

かれらなりのやりかただろう。デンセンビョウがハッセイするより、エイセイテキなホ

ウがいい。しかし、これはベターであるが、ベストではない。

フンニョウというヒリョウにつかえるものをうみにながしてしまうからだ（●ななジュ

ウイチ、ななジュウイチ、『オ』ヒャクロクジュウロク）。だから、ゲスイドウのなかか

らフンニョウをとりだして、ヒリョウにつかうというクフウがヒツヨウになる。むかし

のくみとりシキベンジョだったら、くみとってヒリョウにつかえる。どうもそういった

かんじでカイガイのまねをすることがおおかったのではとおもう。

たしかににおわないが、そういうモンダイがある。ジブンのたんぼやはたけでとれたさ

くもつをたべ、フンニョウをヒリョウにして、またさくもつをそだてれば、それはジュン

カンしているわけだ。だから、イチネンゴもジュウネンゴも、からだをソセイするブッ

シツはかわらない。だとすると、そのひとは「かわらないひと」ということになる。

　

ハチジュウハチ、『ス』ゴジュウなな
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ジョウホウをなにかしいれたとしても、からだのつくりジタイはかわらない。だれかの

ことばをたべてエイヨウになったというのはきかない。たしかにジョウホウもカガクハ

ンノウとしてタイナイでショリされるだろう。ただ、そのカガクブッシツはそとからい

れたといえるのか。ナイブのモンダイのようなきがする。だから、しらないことばをい

われると、「なんですか。」とムハンノウのようなハンノウをするだろう。

チュウセイやエドキまでは、トシブをのぞき、そういったかわらないセイカツをしてい

ただろう。いまは、ガッシュウコクサンのギュウニクやフランスセイのチーズをたべた

りする。それならマイニチヘンカがあるだろう。からだをコウセイするブッシツがちが

うわけだから、ヘンカがあるいえる。それがイシキレベルまでトウタツするかはわから

ないが、とにかくいまのトシブのセイカツはニンゲンがかわりやすいといえるだろう。

なにかがかわるということは、あたらしい（あたらしくはなくても）なにかがおこってい

るといえないか。トシブのセイカツはそんなものである。ひとがかわるのがいやになっ

たら、ノウソンブにひっこしてたはたをたがやせばいい。なにがダイジかであろう。

　

ハチジュウキュウ、『ス』ゴジュウハチ

　

「ことば」はカガクブッシツなのであろうか。そのことばのはじめは、だれかのあたまの

なかでかんがえられたものであろうから、そのあたまをつかったブン、カガクハンノウ

があったといえる。そのカガクハンノウがカンサツカノウになると、ひとがしゃべった

り、モジをかいたりしなくても、なにをいおうとしているかわかるようになるだろう。そ

れをかんがえると、「ことば」より「カガクハンノウ」がダイジなのかもしれない。しか

し、いまのところ、そのカガクハンノウはカンサツカノウでないから、「ことば」はダイ

ジとなる。あまりしゃべらなくなるひがくるであろうか。

　

キュウジュウ、『ス』ロクジュウニ

　

ニンゲンはことばをあやつる。ほかのドウブツもことばのようなおとをつかう。ことば

をつかうということは、「イシキ」があるとおもわれる。むしにもそれはあるといえるだ

ろうし、もっとゲンショテキなセイブツにもあるといえないか。「あたま」があるかない

かではなく、「イシ」があるかないかというはなしである。

タサイボウのドウショクブツは、キョウリョクしようというイシがなかったらセイリツ

しないであろう（●ハチジュウロク、『ス』ゴジュウゴ、『オ』ロク）。タンサイボウのド

ウショクブツでも、もっとこまかいタンイでキョウリョクしているだろう。その「キョ

ウリョクをしよう」というイシが、どこかにあるはずなのである。それがあるから、「い

のち」がセイリツしているといっていいだろう。

その「キョウリョクしよう」というイシは、ジョウホウといっても、セイタイにとって

は、カガクブッシツだろう。イデンシがチュウモクされたりするが、サイボウのフクセ

イキコウではなくて、どこかにそのカガクブッシツがあるだろうとおもう。もし、それ
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がトクテイできれば、そのブッシツをつかって、タンジュンなブッシツから「いのち」を

ハッセイさせることができるのではとおもう。

　

キュウジュウイチ、『ス』ロクジュウサン

　

みかんをみて、それを「みかん」ということがわからないと、ことばでつうじあうのは

むずかしい。さて、その「みかん」ということばはなんだろうか。ひとはそういうのを

ジョウホウということがある。ジョウホウというと、モジなどでえがくものかもしれな

いが、その「みかん」ということばをハッするまえのダンカイでは、それはカガクブッ

シツではないか。「みかん」にかぎらず、ニンゲンのことばとは、ニンゲンのノウのカガ

クヘンカのケッカ、そのことばをくちにだすなどのウンドウとしてシュツリョクされる、

もしくはおもいをめぐらすウンドウのようなものだろう。だから、「みかん」ということ

ばをつかうときには、「みかん」をあらわすカガクブッシツがあるといえそうだ。そのカ

ガクブッシツがないと、「みかん」ということばはリカイされない。そうやって、ことば

とは、あるカガクブッシツをヒョウショウするものだといえそうだ。

　

キュウジュウニ、『ス』ロクジュウよん

　

ニンゲンはいのちのあるものだから、つぎつぎとカガクハンノウがおこる。のどがかわ

いたら、なにかのみたいだし、つかれたら、やすもうというぐあいにだ。そういうカガ

クハンノウがさきにあったか、ことばがさきにあったかだと、カガクハンノウがさきに

あったというべきだろう。

ことばはほかのニンゲンとはなすときにヒツヨウである。ひとりでいきるブンにはいら

ないかもしれない。しかし、トシのホウでは、ニンゲンとつきあわざるをえない。なに

かたべたいとおもっても、そこらヘンにたべものがあるわけではないのだ。かわなけれ

ばならないだろう。またうりきれということもある。そのために、たべたいというのを

ガマンしなければならないようなばあいもある。

ひとのソウシキのサイチュウにうたいたいとおもっても、うたわないホウがシャカイテ

キにのぞましいということがある。だから、ニンゲンはジブンのカガクハンノウをダイ

イチにかんがえればいいとはかならずしもいえないわけだ。シャカイテキニのぞましい

ように、ジブンのカガクハンノウより、ほかのなにかをユウセンさせたりする。さきのレ

イのばあいだと（ひとのソウシキだ。）、ホントウにそうおもってなくても、そうカガク

ハンノウがおこなわれてなくても、「おしいひとをなくしました。」などという。ホンネ

はうたをうたいたいだが、「ジブン」にうそをつき、ソウシキがあるからとうたわない。

また、「タシャ」にうそをつき、くやみのことばをのべる。「ホンネとたてまえ」という

が、そうやって、シャカイにあわせていきるのが、まぁのぞましいのだろう。そういう

ふたつの「うそ」がある。
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キュウジュウサン、『ス』ロクジュウロク

　

ものがさきにあったか、ことばがさきにあったかというといがある。わたしにいわせれ

ば、ことばよりさきにカガクハンノウがあっただ。カガクハンノウをおこすためには、も

のがヒツヨウだから、そういうジュンバンになる。カガクハンノウがあつまって、いの

ちができたのであろう。カガクハンノウしていないセイメイタイはないはずだ。タブン、

「キョウリョクしよう」というおもいというかがあって、セイタイができたのだろう（●

キュウジュウ、『ス』ロクジュウニ、『オ』ロク）。

なぜ、キョウリョクするヒツヨウがあったのか。きびしいカンキョウがあったのかもし

れない。タンサイボウセイブツでは、いきながらえなくなりそうだったのかもしれない。

とりこむエイヨウがホウフにあったから、ブンレツしておおきくなっていったのかもし

れない。のれんわけだとしてもキョウリョクだろう。

　

キュウジュウヨン、『ス』ロクジュウハチ

　

　たまにテレビでリョコウバングミがある。だれかゲイノウジンがたびをするというも

のだ。もし、それでのフウケイをガメンごしにみるのと、ジッサイにそこにでむいてみ

るのとで、ノウのなかでのカガクハンノウがおなじだったらどうか。モチロン、ジッサ

イにそこへいけば、おとやにおいもあるだろう。しかし、みるというシカクシゲキだけ

にかぎって、ノウのハンノウがおなじだとしたら、リョコウにいかなくてもよいという

ことになるかもしれない。

いまのところ、においなどをつたえることがむずかしいから、リョコウにいくホウがタ

クサンのシゲキをうけとれる。なぜひとがリョコウにいくかといったら、ゲンダイでは、

においをかぎにいくといったかんじだろうか。

　

キュウジュウゴ、『ス』ななジュウサン

　

かんがえて、よんサツホンをだしていれば、あるテイドたちばというかがきまってくる。

そうすると、やはりジブンがいっていたようなロール（やくわり）をしなければならな

くなる。ひとのホンをよんで、あーだこーだいうひとは、ベツになにかのたちばにたつ

ヒツヨウはない。もとめられても、サンセイかハンタイかいっていればいいだろう。

ナンサツかだして、ジブンはそういうジユウさをうしなっているのではとおもった。つ

まり、ハツゲンするブンだけ、ジユウではなくなるわけだ。ジユウにはあこがれるけど、

まぁしょうがないとおもう。ジユウでありたければ、なにもいわなければいい。それだ

けだ。

　

51



目次

キュウジュウロク、『ス』ななジュウよん

　

キュウジュウネンダイは、ソレンがシュウリョウして、ガッシュウコクがイッキョウと

なったようなジダイともかんがえられる。ジッサイにわたしはガッシュウコクセイもの

をスウテンかった。リョコウにもいったが、やはりゆたかなくにであった。かねがある

というより、ものがやすいとおもった。ブランドヒンがまぁやすいのだ。

そのゴ、ニセンネンダイにはいって、ニホンでもエンだかのサヨウがではじめた。ユニュ

ウヒンがやすくなってきた。エンだかにふれるようになったのはセンキュウヒャクハチ

ジュウゴネンのエンだかイゴだから、コウカがでるまでジュウゴネンかかったといって

いいだろう。

エンだかになるとやすくなるのか。ニホンセイのものはかわらないが、ユニュウヒンが

やすくなる。これでやすくなったというと、つまりは、ニホンでつくらなくなったとい

うことだ。デンキキギョウなどはチュウゴクでつくるようになった。やすいガイコクセ

イがかえるようになったというのがただしいだろう。ニホンもそういうセンタクシがで

てきた。

わたしがでかせぎにいっていたころ、ガッシュウコクでドウジタハツテロがおこった。

ヨウギシャがどうだのいっていて、そのうちセンソウになっていった。それで、センソ

ウハンタイのデモなどもあったろうが、そういうのにサンカするヨユウはわたしにはな

かった。アフガニスタンでは、ミンカンジンがクロウしただろうし、イラクでは、かな

りコンランしただろう。だから、ケシカランとおもったホウだ。しかし、そのころから、

ニチベイアンポジョウヤクにかわって、「ニチベイドウメイ」というようになった。どう

も、そのアフガニスタンやイラクでのセンソウをみとめろというテイである。

わたしは、ガッシュウコクジンがきらいではないが（いいセイヒンをつくっている。）、

それらのセンソウをショウニンしろといわれたら、ハンタイするだろう。またコンゴの

「ニチベイドウメイ」がふくまれるセンソウもよほどのことがないとであろう。ニチベイ

アンポジョウヤクはソウテイするハンイがきまっている。しかし、ニチベイドウメイは

どこまでもとおもわれる。

たしかに、ガッシュウコクセイのギュウニクをたべたりするのだが、だからわたしもジ

ミントウタイシツ（からだのセイブンがニホンセイとガッシュウコクのものによってコ

ウセイされること。●『ア』ヒャクゴ）だ。しかし、イッポウテキなセンソウをサンセ

イはできない。だから、そういうツイベイシソウはあやしいとおもうのである。しかし、

ジミントウタイシツのひとがふえているゆえにそのホウにいくのは、あるテイドしかた

ないとはおもう。だが、である。

　

キュウジュウシチ、『ス』ななジュウロク

　

いのちとはキョウリョクすることだとかいた（●キュウジュウサン、『ス』ロクジュウ

ロク、『オ』ロク）。キョウリョクなり、シュウダンカすることにより、よりおおきなコ

タイをつくっている。いまワールドカップがおこなわれているが、それだと、くにタン
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イでオウエンしたりということがあるかもしれない。フツウはジブンのキョジュウコク

やシュッシンコクのチームをオウエンするだろう。むかしはセンソウでいやでもオウエ

ンしなければならなかったかもしれないが、サイキンは、おおきなセンソウはあまりお

こっていないようだ。

そういうナショナリズムのほかに、もっとこまかいタンイでみたり、もっとおおきなタ

ンイでみたりする。こまかいタンイだと、トドウフケンベツやカイシャタンイだったり

する。おおきなタンイだと、チキュウをタンイとしてみるものがある。そういうのを「グ

ローバリズム」というかもしれないが、サイキンは、あまりはやらないのかもしれない。

ボウエキでもめているからだ。

ニホンというくにだって、センゴクジダイから、とくがわシのジキをへてなんとかひと

つにまとめられたといえるかもしれない。だから、あまりとおすぎるとわからないとも

いえるだろう。なにかキジュンなどがあれば、まぁひとつとできるかもしれないが、そ

のひとつとなるためのキジュンがととのわないのであろう。たとえば、シュウキョウで

あったり、セイジシソウであったり、ゲンゴであったり、セイヒンだったりであろうが、

まぁ、ややちからブソクなのであろう。まぁ、さきがみじかいわけでないだろうから、い

そがなくてもいいとおもうし、ひとつじゃないホウがいいのかもしれない。

　

キュウジュウハチ、『ス』ハチジュウサン

　

「コーヒーにしますか。コウチャにしますか。」ときかれることがある。これはオウベイ

リュウだろうか。すきなホウをえらべばいいのだが、えらんだホウがおいしくなかった

としても、ジブンでえらんだのだから、えらんだあなたがわるいとなる。このばあい、モ

ンクを、だしたホウにいえるだろうが、やっぱり、えらんだセキニンがある（●『ス』サ

ンジュウキュウ）。ケッコンもそうではないか。

むかしながらのおみあいでケッコンしたばあいは、だれかに、「こづかいをすこししかく

れないあいつがわるい。」などと、ケッコンあいてのモンクをいえるだろう。モンクをき

くホウも、「それはサイナンだったね。」といえる。しかし、ジブンでえらんでケッコンし

たばあいは、「おまえがえらんだのだから、おまえがわるい。」とモンクをいっても、バ

シッとかえされてしまう。そういうわけだから、かならずしも、ジブンでえらんだり、レ

ンアイケッコンをしたりするのがいいわけではないだろう。モンクをいうところがなく

なってしまうからだ。

　

キュウジュウキュウ、『ス』ハチジュウロク

　

ニンゲンにはタクサンサイボウがある。そのサイボウがやくわりブンタンをしていると

もかんがえられている。だから、ノウのサイボウならイシキをつくりだし、キンニクな

らウンドウをになっているといわれる。しかし、タンサイボウセイブツはただひとつの

サイボウでいきている。それにイシキがないといえるだろうか（●『ス』よんジュウサ
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ン）。キケンがあれば、カイヒするだろう。そのノウリョクをイシキといわないか。ほか

のレイではハイサイボウだ。どのキカンにもなれるサイボウなら、ノウがもつキノウも

ナイガンしているとはいえないか。そうすると、イシキはノウでなく、サイボウにある

ことになる。

ノウがソンショウすると、しゃべれなくなるというのはウンドウのモンダイだ。うまく

おもいだせなくなるというのも、キオクのモンダイだ。イシキはウンドウではないし（ご

くちいさなウンドウかもしれない。）、キオクでもない。そのソフトウェア（しゃべるの

は、ハードウェアをリヨウ。キオクもハードウェアだろう。）は、ジツはサイボウにある

ようにおもう。もし、イシキにわずかなちがいがあるばあい、それは、イデンシなどの

トツゼンヘンイがおこっているということではないか。タクサンサイボウがあるわけだ

から、ヘンカもあるだろう。

　

ヒャク、『ス』ハチジュウなな

　

「チュウシン」と「シュウエン」という。なんのことかといえば、ブンカなどのブンプの

セツメイにつかえる。ニホンでいえば、トウキョウがチュウシンで、いなかがシュウエ

ンだ。リュウコウやあたらしいジョウホウは、トウキョウからハッシンされ、やがて、い

なかにもそれがとどく。セイジテキなメンにもいえるだろう。それぞれのくににチュウ

シンとシュウエンがあれば、ニヒャクイジョウのチュウシンがあることになる。グロー

バルシュギシャなら、ニューヨークなどがチュウシンで、あとはシュウエンなんだろう。

しかし、わたしは、チュウシンはひとつでなく、フクスウのダイトシなどがチュウシンと

かんがえる。レキシでいえば、よんダイブンメイだろう。チュウシンドウシがコウリュ

ウをもち、ジョウホウやものをコウカンすることがあるだろう。そうすると、そのコウ

カンしたブンだけ、ふたつのチュウシンがヘンカする。そうしたコウカンは、レキシテ

キにあるとされるだろう。なぜ、ニホンにラーメンがあるかをかんがえれば、そうした

コウカンがおこなわれたのだろう。ちなみに「ラーメン」はチュウゴクゴだし、もとは

チュウゴクセイだ。

むかしはいまとちがって、チキュウのうらがわにいきコウカンするのはタイヘンだ。だ

から、わりとちかばとコウカンをしていただろう。ニホンだと、チュウゴク、チョウセ

ンが、おおかっただろう。ゆえにちかばのくにのブンカは、にているところがあったり

する。タンジュンにいえば、もっともとおいところのブンカが、もっともにていないだ

ろう。つまり、ブンカのドウイツセイは、キョリにハンピレイするということだ。

そうなのだがが、ゲンダイのニホンは、わりととおいヨーロッパのブンカをいれたりし

ている。たとえば、エイゴがそうだし、チーズをユニュウしたりしている。それは、ユ

ソウのギジュツがハッタツしたからでもあるし、ニホンジンがヨーロッパのブンカをわ

ざといれたことにもよるだろう。そのケッカ、「ニホン」というくにのブンカはヘンカす

る。きものをきるひとはへったし、ジュンスイなワショクをたべられるみせはすくなく

なった。そのヘンカをねらうなら、もっともとおいところとコウエキすれば、もっとも

ヘンカがおおきいだろう。そうしたコウカンを「シェイク」とよぼう。
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ギャクにヘンカさせたくなければ、ちかばとコウカンすればいい。ニホンはわりと、ヨー

ロッパのブンカをいれたからヘンカした。もし、コンゴあまりブンカをヘンヨウさせた

くなければ、ちかばとコウカンすることだ。それは、コクナイでもそれがいえるだろう。

ちかばとコウカンしていれば、そのブンカはまもられる。グローバルカで、とおくのひ

ととコウエキしていれば、どんどんあなたがヘンカしていくだろう。ブンカくみかえも

あるし、ブッシツくみかえもある。

　

　

　

　

ヒャクイチ、『ス』キュウジュウイチ

　

ノウがあるからイシキがあるのだろうか。イシキはノウのハセイブツなのだろうか（●

ハチジュウロク）。タンサイボウセイブツが、タクサンシュウゴウするカテイで、なん

らかのあいことばなりなんなりがあったとおもわれる。ショクブツだって、みきになる

ものとハッパになるサイボウがある。これらはなにかコードがなければ、あつまりにく

かったはずである。だとしたら、サイボウレベルでゲンシイシキがあったのではないか

とすることはトッピではないとおもう（●『ス』よんジュウサン）。

なぜ、ショクブツにはノウがないか、イドウのヒツヨウがないからである。ようするに、

ノウはウンドウケイであろう。イドウのヒツヨウがしょうじたショクブツには、ノウが

できるとおもわれる。そうやって、ニンゲンもショクブツからシンカしたかもしれない。

ただ、サンソをつかう、ニサンカタンソをつかう、サンソをつかうというキノウブンカ

があるから、いまのままのくわけでいいのだとおもう。サイボウがあつまって、ウンド

ウのヒツヨウがショウじたから、ノウができたのだろう。ウンドウケイというわけだか

ら、ことばをしゃべるのは、ノウのはたらきだ。なにかをおもうのは、サイボウのはた

らきだとおもわれる。

　

ヒャクニ、『ス』キュウジュウサン

　

イシキはサイボウにあるかもしれないとかいたが（●キュウジュウキュウ、『ス』ハチ

ジュウロク、ヒャクイチ、『ス』キュウジュウイチ）、それでも「ノウ」にあるとキョウ

チョウしたホウがいいのかもしれない。「いのち」とはキョウリョクすることだとかいた

が（●『オ』ロク）、「ノウ」がシュタイなら、その「ノウ」をもつコクミンドウシがキョ

ウリョクするというジギョウができるからである。そうすると、「くに」がさかえるであ

ろう。しかし、イシキが「サイボウ」にあるとなると、まずコジンがナイブのことにチュ

ウリョクして、さらに「くに」をゆたかにするとすれば、ガイブにもジンリョクしなけ

ればならない。カイソウがふえるわけだ。それなら、「コジン」のガイネンは、「ノウ」を

チュウシンとした「イシキ」および、シンタイとすれば、おさまりがよいのではとなる。

55



目次

そういうわけで、「セイジテキ」には、「ノウ」にあるとしたホウがやりやすいかもしれ

ない。

　

ヒャクサン、『ス』キュウジュウよん

　

「イシキ」がサイボウにあるとすると（●ヒャクニ、『ス』キュウジュウサン）、タクサン

のサイボウがあるわけだから、イケンがことなることもあろう。それをチョウセイする

のがあるイミ「イシキ」だといえるだろうが、かりにジョウイイシキとしよう。コウド

ウをするにあたって、そのイケンのセンタクがされるだろう。コウドウにいたるばあい

は、「ウンドウケイ」の「ノウ」にとおされるだろう。コウドウにうつされない「おもう」

のばあいは、サイボウココの「イシキ」をふまえて、ジョウイイシキでおもうだろう。

ひょっとしたら、「ノウ」をつかわないカノウセイもあるが、「ブンカテキなことば」を

つかうということで、「ノウ」をつかうカノウセイもある。

ところで、イケンのフイッチがあったばあいはどうなるか。「ジョウイイシキ」がそれを

センタクする。しかし、ハンタイイケンがふえれば、その「ジョウイイシキ」がトウセ

イすることがコンナンになるだろう。シャカイでいえばカクメイさわぎだ。そうしない

ためには、イシキをトウセイカノウにたもっていく。キョウケンテキなシュホウもカノ

ウだろうが、カクメイさわぎのおこるカノウセイがホリュウされる。だから、おだやか

にハンタイイケンもくみとりつつ、イシキをトウセイするようだろう。そとからいうと、

ジョウイイシキがかわっていくわけである。だから、コウドウなどもかわったりするだ

ろう。イデンシもたまにかわるという。みたかんじ、あまりかわらないひとというのも

いるだろうが、「イシキ」のヘンカがふえればかわらざるをえないだろう。そんなカンジ

にシンカする。シンカはそうしたコジンナイセイジのケッカなのかもしれない。

　

ヒャクヨン、『ス』キュウジュウロク

　

ニホンやカンコクやチュウゴクはトウヨウのくにである。それにタイしてセイヨウのく

にもある。たとえばオウベイだ。セイヨウのくにはわりとセンシンテキで、そういうく

にをセンシンコクという。それにトウヨウのくにニホンもかぞえられている（らしい）。

ニホンはどちらかというとセイヨウフウのかんがえやセイヒンをいれた。ガッコウでは

エイゴをガクシュウさせている。そういうわけか、わたしは、チュウゴクジンとはなす

のにエイゴをつかったりする。おなじトウヨウジンドウシなのにである。セイヨウには、

センシンコクがおおいから、セイヨウのキジュンでなにかをかたることがある。そうい

うのをグローバルスタンダードというかもしれない。しかし、ニホンとチュウゴクは、ト

ウヨウのくにであるわけだから、かならずしもセイヨウのキジュンではなすヒツヨウは

ないとおもう。トウヨウのかんがえかたもあるだろう。ニホンでは、セイヨウフウのキョ

ウイクがおおいだろうから、どうしても、セイヨウテキなキジュンでかんがえる。しか

し、トウヨウのかんがえかたもあるのである。
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ヒャクゴ、『ス』ヒャクニ

　

しにそうになったおやじがおしえてくれたことは、それでもヒッシになっていきるだ（●

『よ』ジュウイチ）。まえにいのちとはなにかをかいた（●『オ』ロク）。キョウチョウす

ることだ。しにそうになってもキョウチョウする。キセイしていてにげることがカノウ

なむしなんかはにげるだろう。しかし、にげられないサイボウなどは、それでもなんと

かしようとする。ニホンでは、「シャカイジン（●『ス』ニジュウシチ）」といういいかた

がある。そういわれるひとたちは、ニホンにとってにげられないサイボウのようなもの

だろう。とにかくキョウチョウしてくにをながつづきさせようとする。

まえのセンソウはまずかったが、それでもキョウチョウしたのだろう。にげられないサ

イボウはそうするだろう。そういうあまりよくないケツダンのまえにとめられればいい

だろうが、それができなかったこともあると。そういうときは、できるかぎり、とめた

ホウがいいのであろう。ニホンジンはデモをするシュウカンはないのであろうが。

　

ヒャクロク、『ス』ヒャクゴ

　

ゼンサクで、オンガクがひとりイチジカンイチエンでたのしめるとかいた（●ロクジュ

ウニ、『オ』ヒャクサンジュウハチ）。それは、スウジをみてのケイサンである。そのケ

イサンから、シジョウのドウコウをコウリョし、そうなっていくとかいえるのである。

これをケイザイマップといおう。ケイザイマップにくわしいひとは、ジブンでなにかの

ケイザイマップをつくれないひともいるかもしれない。しかし、ジョウホウをあつめて、

ケイサンできるひとはケイザイマップがよめるし、つくったりもできる。ケイザイマッ

プがかならずしもゲンジツのケイザイとあわないこともあるだろうが、シシンにはなる

だろう。

　

ヒャクなな、『ス』ヒャクジュウよん

　

イデンシをみると、そのセイタイのケイシツがわかるとされる。それをいじってさくも

つをつくることもされている。そのイデンシはなにがつくったのか。それはそのセイタ

イだろう（もしくはそのソセン）。

いまでは、あたまにイシキがあるとされるが、わたしはサイボウにあるのではないかと

かんがえている（●ヒャクサン、『ス』キュウジュウよん）。どういうことか。アメーバ

にイシキがないとはいえなそうだからだ。それなりのイシケッテイをしているとおもわ

れる。そういうのをホンノウといったホウがいいかもしれないが。

イデンシもイシケッテイのケッカであろう。たとえば、はねをキンイロにするとケッテ

イしたところで、キンイロがでるシゲンがなかったら、そういうはねはできない。つま
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り、ゲンジョウであるシゲンにそって、イシケッテイされたわけだ。イデンシはそのキ

ロクであろう。コウドなイシケッテイである。それをアメーバができるとすれば、サイ

ボウにイシキがあるといってさしつかえないとおもう。

では、ノウはどういうしごとをするか。ひとつはウンドウにかかわることと、タクサンの

イシキのシュウヤクチョウセイであろう。セイシンブンセキをはじめたフロイドは、ニ

ンゲンにムイシキをハッケンしたといわれる。つまり、イシキとムイシキがあるという

ことである。わたしにいわせれば、イシキはノウのはたらき、ムイシキはサイボウのは

たらきだろう。イシキでかってにかんがえることはできるが、そもそもムイシキのチョ

ウセイをするはたらきなんだから、ムリはするなということである。

　

ヒャクハチ、『ス』ヒャクジュウなな

　

あるひとがいえをたてるとする（そのひとがたてるのではない。）。あるギョウシャにた

のんだ。シンライドのたかいシャカイでは、たてるひとはジュウブンなおかねをギョウ

シャにはらうだろうし、ギョウシャもまともないえをたてるだろう。しかし、ギャクに

シンライドのひくいシャカイでは、たてるひとは、ギョウシャがヘンなしごとをしない

ように、みはっていなければならないし、ギョウシャもきちんとおかねがしはらわれる

かを、みきわめねばならない。そうすると、いえをたてるひとのフタンがおおきくなる

し、ギョウシャのフタンもおおきくなる。

それをなんとかしようとおもったら、そのブンヨケイにおかねがかかることになる。し

かし、リョウシャがコウシンライだと、そのブンコストをやすくできる。つまり、ソウ

ホウがきちんとセキニンをもっていれば、コストをやすくできるということである。そ

れがブンメイのいいところだろう。しかし、いいカゲンだと、あいてはよりたかくセイ

キュウする。だから、フセイをへらしていったホウがくらしやすいのだろう。そういう

イミでバッソクもダイジかとおもう。

　

ヒャクキュウ、『ス』ヒャクジュウハチ

　

よく「コウリツカ」といわれたりする。コウリツカすれば、やすくなにかをつくれると

いうことだろう。しかし、セッケイのコウリツカはむずかしいとおもう。ブヒンをいく

つかへらしたり、サギョウをへらしたりというものだ。そういうのは、「やすブシン」と

いわれるだろう。

セッケイにはセッケイしたひとのかんがえがそこにふくまれている。そのいくつかをけ

ずってもダイジョウブかもしれないとおもうかもしれないが、それにはイミがあるだろ

う。ホウリツタイケイもそうかもしれないから、なかなかキセイカンワがすすまない。イ

チオウホウリツにはシュシがかかれているから、うまくよめばコウリツカできるだろう

が、なかなかやすブシンにはしたくないようだ。もうイッカイセッケイしたホウがはや

いのかもしれない。
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ヒャクジュウ、『ス』ヒャクニジュウ

　

ゲンダイジンがセイカツすると、かならずディスオーダー（フチツジョ）がでる。タン

ジュンにいえばごみだ。ジュースをのんでも、あきカンがでるし、たべものをたべても、

ホウソウしていたプラスチックがでる。トクにプラスチックはなにもしないと、つちに

もかえらないという。

ユウボクミンなら、くさがなくなったところから、くさがあるところへイドウすればい

いだけだ。ほとんどごみはでない。ゲンダイジンのばあい、そうしたディスオーダーを

ショリするのにジカンをかける。バカバカしいのではあるが、そのホウがベンリとおも

われている。タンジュンにプラスチックももやしてしまえとおもうのだが、そうはいか

ないのだろうか。あえて、もやせるプラスチックというのをつくらなければいけないの

だろうか。

　

ヒャクジュウイチ、『ス』ヒャクニジュウよん

　

サイコウのビジネスマンとはなんだろう。もっともかせいでいるビジネスマンのはなし

をきいたりする。そのひとたちもサイコウのビジネスマンのひとりだろう。どうドリョ

クしたのかなどもかたられることがある。そういうはなしをきくと、ジブンのブンヤで

ドリョクすれば、いいビジネスマンになれるとおもうかもしれない。しかし、そのドリョ

クはムダにおわることもあるだろう。なぜなら、サイコウのビジネスマンは、サイコウ

のコキャクをかかえているということだからだ。

それにはそのビジネスマンのノウリョクだけとはかぎらない（コキャクをカクトクする

のもノウリョクだが。）。ウンだの、ジキなどもカンケイするだろう。いまのところのサ

イコウのビジネスマンはチュウゴクにいるかもしれない。なぜなら、おおくのコクサイ

テキなキギョウがジシャコウジョウでつくるにせよ、チュウゴクジンにつくるのをハッ

チュウしているからだ。タブン、ガッシュウコクのうりあげイチイのキギョウのセイヒ

ンをうけおっているひとがサイコウのビジネスマンだろう。サイコウのおキャクであろ

うからだ。

　

ヒャクジュウニ、『ス』ヒャクニジュウゴ

　

タサイボウセイブツができたのは、｢キョウリョクしよう」とするイシキ（●ヒャクなな、

『ス』ヒャクジュウよん）がめばえたためとかいた（●『オ』ロク）。それゆえにそれぞれ

が「サイボウ」としていきはじめた。そのまえは、タンサイボウセイブツだったかもし

れないし、ジツは、タンサイボウセイブはタサイボウセイブツからドクリツしたのかも

しれない。それはともかくなんらかのブッシツがあったのだろう。タンパクシツをつく
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れるジョウタイにあったかもしれない。

いずれにせよ、なんらかのエネルギーがあったのだろう。エネルギーがなかったらセイ

リツしない。トウをエイヨウにかえたり、タンパクシツをつくったりすることができた。

そういうエネルギーがあったということだろう。また、「ウゴキタイ」というイシキが

あったから、セイブツがうごくようになったかもしれない。

　

ヒャクジュウサン、『ス』ヒャクニジュウキュウ

　

くだものがきにみのったら、とってたべることができる。そのもりにナンニンかがくら

していたら、それぞれがみをたべるかもしれない。しかし、みのったくだものがすくな

ければ、ケンカになる。「おまえはとりすぎだ。」とか、「そんなことはない。」とか。そう

いうわけだから、なにかをイッコもっていれば、くだものをイッコとっていいとか、そ

ういうクフウがはじまる。それはおかねのはじまりである。おかねジタイにカチはそれ

ほどないが、くだものをイッコとれると。それがやがて、おかねジタイにかちをもたせ

ることになる。

ニホンでは、コバンなどである。それが、また、カチのないシヘイにかわる。シヘイは、

それジタイにはカチがないが（あるといえばある。）、センエンなり、イチマンエンブンの

ものとコウカンできる。それをチュウオウギンコウがホショウするわけだ。だから、チュ

ウオウギンコウがあまりシサンをもっていないと、ホショウはくずれる。「インフレ」と

いうジョウタイである。しかし、おかねがなくても、ケンカしなければ、もりはヘイワ

だろう。つまり、うまくやれば、おかねはいらない。そういうシャカイもあるとおもう。

　

ヒャクジュウよん、『ス』ヒャクサンジュウロク

　

まえにウチュウはカイソウコウゾウになっているかもしれないとかいた（●『ス』ヒャ

クニジュウロク）。つまり、ウチュウのそとには、ウチュウがあるし、チキュウのなかに

もチキュウがあるといったぐあいにである。そうすると、ウチュウのウチュウには、お

おきなニンゲンみたいないきものがいるカノウセイがあるし、チキュウのなかにもちい

さなニンゲンみたいないきものがいるカノウセイがある。フツウのニンゲンのおおきさ

がせいぜいヒャクハチジュッセンチだから、おおきないきもののはなしも、ちいさいい

きもののはなしもしづらい。タブン、ウチュウのハンブンくらいのながさのビルもつく

れなければ、センチョウブンのイチのおおきさのパソコンもつくれないだろう。だから、

キョクロンすると、そのおおきなひとみたいないきものとか、ちいさなひとみたいない

きものにニンゲンがセキニンをもつことはできない。そういうわけだから、わたしは、そ

のハッケンで、ウチュウガイのタンサは、とりあえずシュウリョウするわけである。か

れらがうまくやるしかないとなる。いってみれば、かみみたいなものをみつけてしまっ

たともいえる。かみさまたちのモンダイは、かみさまたちがなんとかするしかないと。

ウチュウのそとには、タブンそうそうにはとどかないが、チキュウのなかはとどくカノ
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ウセイがある。だから、チキュウのナイブのケンキュウはできるだろう。しかし、それ

もやはり、ちいさいひとみたいなものが、がんばるしかないだろう。そういうわけで、

ひとつのカガクのおわりをケイケンしてしまった。もっといえば、「かみ」をハッケンし

ただ。シンセイなリョウイキはおかすべからずというはなしににている。ケンキュウを

していたら、「かみ」にいきついたわけだ。それでどうするかは、わたしのモンダイだ。

トクにキョウギとかギシキがあるわけでもない。そういうのは、かかわっているうちに

できていくんだろう（そのソンザイがあるかもとしかいえない。）。そういうわけだから、

どんな「かみ」であれ、あるとされるのはしょうがないとおもう。シュウキョウフンソ

ウがあるのはザンネンだが。わたしは、そのおおきいニンゲンみたいないきものを「ス

ペリオール」ということにする。ニンゲンのリョウブンでしっかりやらねばならないと

おもうわけである。

　

ヒャクジュウゴ、『ス』ヒャクサンジュウハチ

　

ニホンではエドからメイジにはいり、「ブンメイがカイカした。」という。しかしホント

ウにそうなのか。たしかにオウベイのものやカガクやブンカがはいってきて、それらを

ふれられるようになっただろう。それを「ブンメイカイカ」とよんでいいか。ブンメイと

いうのは、なにかをつくるのにたけているということである。たしかにオウベイのもの

をまねてつくれるようになっただろう。しかし、それは「まね」であって、「ブンメイ」

ではない。ニホンジンがトウジつくったものといえば、すきやきぐらいではないか。そ

れでは、ブンメイというにはさびしい。

そういうおそまつなジョウキョウはセンゴもつづいているようにもおもえる。ニホンジ

ンがつくったのは、シィディ（オウベイのキギョウとキョウドウカイハツ）とかタンソセ

ンイぐらいかもしれない。それではブンメイコクとはいいづらいであろう。ガッコウで

おそわるカガクもオウベイジンやチュウゴクジンがかんがえたことをおしえている。ニ

ホンジンがハッケンしたなにかというのはすくない。たまに、「カガクリッコク」などと

いうが、そのようなジョウキョウでは、せいぜい「ものまねリッコク」だろう。

ブンメイというのは、コウゾウでもある。ひとつがあれば、それからハセイするものも

うまれる。だから、ひとつのハッケンはダイジなのである。いまのニホンジンは、その

ハセイブブンでショウブしているにもおもう。しかし、それは、オウベイやチュウゴク

のだれかが、はじめにかんがえたからできたことで、そのひとたちにあたまをさげるヒ

ツヨウがある。いってみれば、おおくのニホンジンはオウベイやチュウゴクのひとのセ

イトなのだ。セイトショウコウグンといってもいい。いいセイセキをとれたから、まぁ

ユウシュウであるとおもったり、「カガクリッコク｣といってみたりするが、それはあく

までも、「セイト」としてのはなしである。だから、ニホンは「ブンメイコク」になりづ

らいのである。イチリュウコクといってもいい。

それがなんとなくわかってきたから「ゆとりキョウイク」などとやりはじめたのであろ

う。しかし、まだまだセイカがでないようである。キョウイクもフツウのキョウイクに

もどしてしまったという。しかし、レキシをふりかえってみれば、いいキョウイクがあ
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るとおもうのである。それはなにか。「おしえないキョウイク」である。

たとえば、そらにうかぶくものことを、チジョウのスイブンがそらにあがり、それがか

たまってできる。などとおしえたとする。それはだれかがみつけたことである。それを

デンタツしたにすぎない。しかし、マイニチくもをみてそれをたまにかんがえていれば、

なぜ、それがあるのかがいつかわかるかもしれない。それは、そのひとがかんがえたこ

とである。そうやって、おしえないキョウイクをすることもできる。そのケッカは、ほか

のだれでもなく、そのひとがかんがえたことである。それをみつけたジキテキな、はや

さのモンダイはあるが、それがつみかさなっていくと、「ブンメイ」になるだろう。それ

はものまねではない。それはきながなサギョウではあるが、ニホンジンもそうしたキョ

ウイクにきりかえることをしてもいいのではないか。そういうキソケンキュウがダイジ

とおもうのである。

　

ヒャクジュウロク、『ス』ヒャクよんジュウキュウ

　

ひととひとがソンタクしあうとどうなるか。それは、「キョウドウタイ」になるだろう。

それをもっとおおくのひとのあいだでなされると、「ホンモノの」キョウドウタイになっ

てくる。しかし、そのなかでそういう「ソンタク」にオウじないひともでてくるだろう。

それをセイリすると、タクサンのソンタクイコール キョウドウタイ たす インターサイ

ダーとなる。

インターサイダーとは、うちのひとか、そとのひとかわからないひとたちである。この

シキはこどもについていうと、「インターサイダー」が、「いたぶり」にかわったりする。

つまり、「いじめ」である。おとなのあいだでは、なかなかいじめにはならないであろう。

ハンザイにちかいからだ。しかし、そういうむきもある。

このように、ゼンインサンセイでケツギというのは、なかなかむずかしい。だから、セ

イトウがタクサンできる。それはいじめよりいいかもしれない。センゴは、タクサンで

きたから、ユウイなひとつのセイトウのいうことを、かならずしもきくかというと、そ

うではないだろう。それを、「いじめ」でおさえてしまえというひともいるだろうが、イ

ケンがわれたっていいだろう。ソンタクをぬきにするホウホウもあるだろう。そうする

と、オウベイテキになるんだろうか。

　

ヒャクジュウなな、『ス』ヒャクゴジュウ

　

ニホンでは、ガクセイがダイキギョウにシュウショクしたり、コウムインになろうとし

たりする。タブン、それらなら、つぶれないからアンタイだとおもっているのだろう。た

しかにコクナイシジョウで、それだけシェアがあれば、そうわるくはないだろう。しか

し、カイガイもふくめると、そのチイはソウタイテキにテイカする。コクサイテキにいう

と、かせぐキギョウのジョウイにサイキンはニホンキギョウがはいらない。つまり、カ

イガイのキギョウのホウがコウチョウというわけだ。だから、ドウキでニュウシャした
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だれかがカチョウになったといっても、それでくやしがることはない。ネンシュウだっ

て、ゴヒャクマンエンもかわらないであろう。

カイガイにめをむけると、わたしのコウハイカクが、ネンカンイッチョウエンとかかせ

いでいる。わたしのドウキはそれほどでもないが、やはりソウトウのサをつけられてい

る。そういうわけだから、コクナイのドウキとくらべるのは、やめたホウがいい。メイ

ジイシンのときもそうだっただろうが、カイガイの「ドウキ」たちときそっていかなけ

ればならないのだ。

　

ヒャクジュウハチ、『ス』ヒャクゴジュウサン

　

エーアイがたまにワダイになる。ロボットのはなしがでてくることもある。このふたつ

がニンゲンのロウドウをうばうかがチュウモクされるところだろう。これらはパソコン

のようなものかもしれない。ハチジュウネンダイあたりからふえはじめて、レイネンダ

イにイッキにフキュウした。そのレイでは、フキュウするまでにニジュウネンカンか

かった。

わたしはパソコンをテレビがわりにしたので、イッコテレビのしごとをパソコンがう

ばったことになる。もっといえば、オンガクのロクオンキのしごともうばった。ワープ

ロのしごとをうばったというひともいるだろう。このように、エーアイやロボットもな

にかしごとをうばいそうである。それはどんなしごとだろうか。

タンジュンにいえば、「マニュアル（テジュンショ）」どおりにするしごとはうばわれる

だろう。それはプログラムカノウだからだ。いまのところは、そのマニュアルでニンゲ

ンをうごかしているが、テジュンショがつくられるということは、プログラムカノウな

のだ。それなら、エーアイやロボットをうごかせばよいとなる。うごいていたロウドウ

シャのネンシュウがサンビャクマンエンなら、ニセンマンエンのロボットをかったホウ

がやすあがりとなる。それなら、ロウドウシャはカイコされるだろう。そういうリユウ

で、マニュアルでうごくしごとは、えらばないホウがいいといえるだろう。

　

ヒャクジュウキュウ、『ス』ヒャクロクジュウ

　

「カガクをやらないと、レキシがひとつにならない。」とかいた（●ヨンジュウキュウ、

『オ』キュウジュウニ）。レイをいえば、とよとみひでよしコウが、ショウグンになった

か、とくがわいえやすコウが、ショウグンになったか、リョウホウならどちらがさきか、

といったことをつめていかないと、レキシ（キロク）やニンシキやブンカがひとつにな

らないわけである。ジッサイにそのジブン、セイリョクあらそいもあっただろう。それ

をつめていくとレキシがひとつになる。ギャクにそれをしないと、いろんなセイリョク

にわかれてしまう。ゲンダイテキにいうと、セイトウだろう。それぞれニンシキやシュ

チョウがちがう。しかし、ガッコウキョウイクで、あるテイドのレキシ、いろいろなキョ

ウカをベンキョウするから、ふるいことがらについては、ニンシキをイッチさせること

63



目次

ができる。ヨウするにそうやってくにをひとつにまとめているわけだ。

もし、カイガイをふくめて、ニンシキをひとつにするべきだとおもうなら、キョウツウ

のキョウイクをすればよい。そうすれば、ニンシキはひとつになるホウコウだろう。そ

ういうわけだから、カイガイでキョウイクをうけたニホンジンやガイコクジンは、ニホ

ンのメインブンカとはイッチしないかもしれない。わたしもなんとなく、「ニホンとはな

にか」をといつづけた。しかし、またベンキョウをしなおしてもしょうがないであろう。

わたしは、ジセツをいうので、トウチシャにとってはけむたいかもしれない。しかし、そ

れもカガクみたいなものだとおもっている。

　

ヒャクニジュウ、『ス』ヒャクロクジュウサン

　

オンガクをつくっていて、イッコのガッキをいれかえると、そのキョクのイメージがソ

ウトウかわるというかんじがした。イチたす イチ たす イチは、サンだが、イチ たす ゴ

たすイチのようなシキになったんだろう。ケイサンケッカもななとかわる。

それをならすのに、ヘイキンイチのホウにあわせるか、ヘイキンゴのホウにあわせるか

というモンダイがある。どちらでもいいのだが、ヘイキンをゴにするホウがてまがかか

る。ヘイキンをゴにしようとおもえば、たすよん と たす よんのケイ たすハチをしなけ

ればならない。しかし、ヘイキンをイチにしようとおもえば、ひくヨンをすればいいだけ

だ。これはなにかのカダイににていないか。「でるくいはうたれる。」というやつである。

あるシャカイで、あしがはやいひとがひとりいたとする。そのひとにあわせてはしろう

とすると、クロウがおおいから、あしがはやいひとをヘイキンテキなはやさではしるよ

うにしてしまうというやつだ。これは、いじめのメカニズムでもあろう。あしがおそい

ひとがいたら、ヘイキンテキにはしってもらうというのがわかりやすいレイだろう。つ

まり、ヘイキンにあわせるホウが、おおぜいにとって、クロウがすくないから、それが

おこるというわけである。しかし、コクサイキョウソウがはげしいと、ユウシュウなひ

とはヒツヨウである。ムリにあわせるヒツヨウはないが、コセイソンチョウでいいのか

もしれない。

　

ヒャクニジュウイチ、『ス』ヒャクロクジュウゴ

　

いじめのゲンリをかいた（●『ス』ヒャクロクジュウサン）。なにかのノウリョクがサン

のセイト、ひとりと、イチのセイトがヨニンいたとしたら、サンのセイトがイチのセイト

にあわせたホウが、ゼンタイテキなロウリョクがすくなくなるというロジックだ。その

ばあい、ロウリョクは、ニですむが、ギャクにイチのセイトが、サンにあわせると、ロウ

リョクがハチかかる。このロウリョクのモンダイで、いじめがおこるというセツである。

それでは、いじめはカイケツできるのだろうか。あるノウリョクがジュウのセイトがひ

とり、イチのセイトがヨニンいるとする。タンジュンなサンスウテキソウサでは、ヘイキ

ンにおちつかせてしまえということがかんがえられるであろう。ゴニンでゴウケイジュ
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ウヨンだから、ニテンハチにゼンタイをもっていけばいいと。しかし、そのばあい、ノウ

リョクがジュウのセイトは、ナナテンニのロウリョクがヒツヨウで、ほかのヨニンとく

らべると、イッテンハチだから、ヨニンブンのロウリョクをしいられることになる。こ

れでは、ロウリョクのコウヘイセイはカイショウしない（うらむということだ。）。それ

ならどうすればいいか。

ノウリョクのチュウカンにおちつかせればいいということがかんがえられる。このばあ

いなら、ゼンインゴテンゴをめざすのである。それだとそれぞれがヨンテンゴのロウリョ

クをつかえばいいとなる。それならコウヘイだから、おさまりはわるくないのではない

だろうか。もっともカンタンなレイだからこういうケッカで、もっとノウリョクがばら

けると、フクザツなケイサンがヒツヨウであろう。

　

ヒャクニジュウニ、『ス』ヒャクロクジュウハチ

　

あるキギョウがあるセイヒンをうりあげ、ダブリュ（チンギン）と、ピー（リエキ）をだ

したとする。このダブリュをジュウギョウインはつかい、セイカツをする。このジュウ

ギョウインがチョキンをせずにダブリュをつかいきれば、またダブリュブンのジュヨウ

がうまれる。しかし、イッポウのピーがつかわれなかったら、ジュヨウは、そのまえが、

ダブリュたすピーがあったところ、ダブリュだけになる。つまり、ピーブン、ジュヨウ

がへるわけだ。それでまたセイヒンをうると、ダブリュだけうりあげて、またエックス

（チンギン）と、キュー（リエキ）をだす。こうしていると、ドンドンチンギンもリエキ

もさがってしまう。これを「デフレ（●『ス』ヒャクニジュウニ、ロクジュウイチ、『オ』

ヒャクサンジュウゴ）」とよぶようだ。

マルクスフウにいえば、「サクシュ」だろう。それをカイケツするには、「リエキ」をだ

さないというホウホウがあるが、そういうキギョウはすくないだろう。しかし、こうし

たコウゾウゆえに、フケイキがながくつづいたというはなしもあまりきかない。どうし

てだろう。

イッパンテキなコウケイキがつづくうらでは、ケッコウなあかじをだしているキギョウ

やひとがいるのではないか。「コウケイキ」というのは、あるタスウのはなしである。う

らであかじをだしているキギョウがいなければ、チンギンもリエキもさがりつづける。

つまり、すくなくとも、さきのピーのブブンをどこかのキギョウやひとがはらっている

といえそうなのである。それをセイサクテキにジッコウするのがコウキョウトウシであ

ろう。

セイジカはセンキョでえらばれるから、タスウが、「ケイキがわるい。」というと、トウ

センするのがむずかしくなる。しかし、ショウスウが「ケイキがわるい。」といっても、

あまりモンダイにならない。だから、ケイザイのメンでいうと、センキョセイジはシッ

パイかもしれない。タンジュンなキンケンセイジ（シサンにオウじてトウヒョウする。）

のホウが、ケイザイテキにはまともかとおもう。タスウのリエキばかりがダイジだとは

いえなさそうだから。ゲンザイのやりかたでは、「あかじ」も「コウケイキ」のシゲンに

なっているといえるだろう。「おかげさまで」というわけである。
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ヒャクニジュウサン、『ス』ヒャクななジュウサン

　

あかじはシゲンであるというはなしをした（●ヒャクニジュウニ、『ス』ヒャクロクジュ

ウハチ）。だれかがあかじをひきうけないと、リエキはでないからである。その「リエ

キ」のブンを「あかじ」とみないむきもある。しかし、だれかがださなければ、「リエキ」

はでない。だから、いいセイヒンをつくるのだろう。そうすれば、「あかじ」のブンまで

よろこんではらってくれる。そういうわけで、イチバンリエキをだしているキギョウは、

あかじあつめがもっともうまいといえる。

あかじをよろこんでだすならそれもいいだろう。しかし、あかじをだしたくないひとも

いるだろう。どうも、フケイキのときには、あかじをだすのをためらうひとがおおいよ

うだ。そうすると、カイシャのホウでもギョウセキがおちるのだろうけど。「フケイキ」

だとモンダイにするけれど、シゼンなコウバイカツドウもいいとおもう。

　

ヒャクニジュウよん、『ウンドウはすべてエレクトリック。』ゴ

　

「でるくいはうたれる。」という。しかし、ですぎたくいをうつのはむずかしい（●『よ』

ななジュウゴ）。まえのホンでギロンしたいじめのモンダイ（●ヒャクニジュウ、『ス』

ヒャクロクジュウサン、ヒャクニジュウ、『ス』ヒャクロクジュウゴ）も、くいをたたけ

ばいいわけではないというケツロンである。なぜなら、フコウヘイがショウずるからだ。

つまり、ひとりのできをかえるのでは、そのひとのフタンがおおきい。だから、コウヘ

イなリョウだけ、ゼンインのできをかえればいい。それはどういうことかというと、で

たくいはちょっとたたき、でてないくいはちょっとひっぱるということである。そうす

ると、それぞれのドリョクがキントウで、あらたなフコウヘイカンがうまれないという

ことである。

　

ヒャクニジュウゴ、『ウ』ジュウゴ

　

ものエーと、ものビーをみたときに、ニンゲンは、それを「おなじ」か「ちがう」とハン

ダンするだろう。ニホンでは、コクミンドウシが「おなじ」だと、キンシツテキだとい

われることがある。しかし、よくみると、ちがいはあるだろう。そういうなかでは、「ち

がう」とイシキしたら、「ちがう」となる。

イッポウでガッシュウコクには、「ちがう」ひとたちがあつまっていたりする。そういう

なかでは、「ちがう」とニンシキしなくても、「ちがう」だろう。へたすると、「ちがう」

ドウシでケンカになるから、「おなじ」とおもわせるしかけがヒツヨウとなるだろう。

そうやって、カンネンテキに「おなじ」にしていく。しかし、いまのはやりは、「ちがう」

であるかもしれない。しかし、それをすすめると、ドンドン「ちがう」になってしまう
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ので、「おなじ」といえるしくみをキョウカしたりするだろう。そうやって、くにやシャ

カイはやっていくんだとおもう。いまのところ、サイジョウの「おなじ」はグローバリ

ズムだろう。しかし、「ちがう」のではと。

　

ヒャクニジュウロク、『ウ』ニジュウゴ

　

モジをかくのに、おおいシュルイですくなくかくか、すくないシュルイでタクサンかく

かというセンタクがある。ゼンシャはカンジをかくようにであり、コウシャはエイゴを

かくようにである。

　どっちのホウシキでもよいが、ゼンシャのばあいだと、ひとつひとつのモジをおぼえ

ることがカンタンでなない。

　そういうモンダイがあってか、サイキンは、コウシャをシジするひとがおおいように

おもう。ニホンゴは、そのチュウカンである。ヘイキンからみると、カンジはくろうと

むけだろう。

　

ヒャクニジュウなな、『ウ』ニジュウキュウ

　

もし、ミライのシナリオをシジョウがきめるのなら、そのシジョウをソウサしてしまえ

というかんがえもでることがかんがえられる。それができるとなると、もはやシジョウ

がきめているとはいえないであろう。そういうのをソウサされたシジョウということに

する。

　だれがソウサされたシジョウをつくるのか。ひとつは、セイジカだろう。そうすると、

そのカイニュウがおおいほど、シジョウを（ミンイを）ソウサするわけだから、チョウ

キセイケンができやすいだろう（だから、「ちいさなセイフ」がはやらない。）。ドクサイ

になるかもしれない。

　このようにコウセイなセイドのようでも、きびしいウンヨウになるカノウセイがある

ことをショウチしていなければならない。コジンがシナリオのセンタクケンをもてる

シャカイがよいシャカイかもしれない。

　

ヒャクニジュウハチ、『ウ』サンジュウニ

　

あるセイヒンがあるとする。それがベンリなら、シジョウにのこる（つかわれつづける）

だろう。こどもをうむうまないのかんがえかたはあるが、やはり、ベンリなら、シジョ

ウにのこるだろう。そうかんがえると、センシンコクのニンゲンは、やくにたっていな

いことになる。どうなのだろう。
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ヒャクニジュウキュウ、『ウ』よんジュウロク

　

ちいさいおもいものをもってから、おなじおもさのおおきなものをもつ。すると、おお

きなホウが、おなじおもさであるにもかかわらず、かるくかんじる。これは、タブン、シ

ンリガクでいうサッカクであろう。ニンゲンはタイセキにあわせて、おもさをスイソク

するチセイがそなわっているのだろう。

　

ヒャクサンジュウ、『ウ』ゴジュウよん

　

センゴ、トウキョウはたてなおされ、セカイユウスウのダイトシとなった。むかしから

あるトシは、せいぜいチカテツをつくり、くるまとヘイヨウしてはしらせるのがフツウ

だが（むかしはバシャがはしっていたであろう。）。トウキョウは、センソウのケッカや

けたため、ダイタンなトシケイカクがカノウとなった。それで、シテツ、キュウコクテツ

カクシャが、トウキョウのチュウシンからホウシャジョウにロセンをはしらせた。ケッ

カ、コウガイにジュウタクがたち、テツドウでツウキンするようになった。

くるまでもツウキンカノウだが、それでツウキンするひとはすくないようだ。しかしな

がら、センゼンは、くるまは、かねもちののりものだったが、センゴフッコウをへて、ニ

ホンジンはくるまをもつようになった。それであるならば、トウキョウにくるまツウキ

ンすることは、ケイザイテキにゴウリテキなセンタクといえよう。しかしながら、コウ

ガイからのカンセンドウロはせまいし、トウキョウでチュウシャジョウをみつけるのは

むずかしい。つまり、トウキョウは、くるまでツウキンをするセッケイにはなっていな

いのである。

もっというと、セッケイシャは、くるまをニホンジンがもつとはおもっていなかったの

であろう。しかしながら、もってしまったものはしょうがない。セッケイをてなおしする

ヒツヨウがあるとおもわれる。くるまでかよったホウがやすいからだ。それなら、チュ

ウシャジョウトウをつくればよいが、あまりのこっているトチはない。ワンガンがある

が、ウォーターフロントだから、ひとがすみたがる。そこのところをどうかんがえるべ

きだろうか。

　

ヒャクサンジュウイチ、『ウ』ゴジュウゴ

　

イデンシはジョウホウのチクセキである。タンジュンにタンパクシツをつくるともいわ

れる。ひょっとしたら、そのセイブツのレキシがかかれているかもしれない。トツゼン

ヘンイというのは、そのセイブツのなにかがかわったケッカだろう（ギャクのカノウセ

イもある。）。

どのレベルのことから、ヘンイがハッセイするだろうか。わたしがおもうには、タブン、

コウドウがかわったばあいである。そうすると、つかうキンニクがかわってくるからだ。

そのためにつくるタンパクシツもかわってくるだろう。だから、あたらしいスポーツが
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できたり、あたらしいセイヒンができたりして、つかいはじめると、イデンシがヘンカ

するだろう。

イゼン、わたしは、「あたらしい」ノウができるとかいたが（●『よ』ヒャクななジュウ）、

イデンシレベルでヘンカがおこるようにおもう。ふるいブジュツがのこっているとすれ

ば、ふるいイデンシものこっているだろう。だれかがうけついだ、やすんでいるそれを

みれば、ふるいブジュツがフクゲンできるかもしれない。

　

ヒャクサンジュウニ、『ウ』ゴジュウなな

　

「コウレイカ」といわれてひさしい。このあと、ジンコウがイチバンおおいセダイがコウ

レイカし、ホンカクテキなコウレイカシャカイがはじまる。

ゲンザイのニホンジンのコジンキンユウシサンはおおいが、セイフのフサイがおおいた

め、それでセイサンされれば、ニホンジンはキンユウシサンなしとなる。コンネンドの

セイフヨサンがヒャクチョウエンほど。これはゼイシュウのほかにゴジュッチョウエン

ほどのアカジコクサイがハッコウされる。このままザイセイカイカクをしないとなると、

イチバンジンコウのおおいセダイのすがたがみえなくなるころ、ニセンサンジュウハチ

ネンには、やはりセンチョウエンのコクサイザンダカがのこる。

これはニホンジンにはらえるかわからないガクだ（コクミンが、ただばたらきをすれば、

はらえる。ニヒャクマンエンブンをロクセンマンニンがジュウネンはたらけばセンニ

ヒャクチョウエンになる。）。

またそのゴもコウレイカはつづく。だから、さきにのべた、ただばたらきをしたくなけ

れば、ザイセイなり、コジンのサイフのひきしめなどがヒツヨウであろう。ニセンサン

ジュウキュウネンでセンチョウエンだから、ニセンニジュウキュウネンでゴヒャクチョ

ウエン。

もうすでに、ゴヒャクチョウエンキボの、ようするに、ニヒャクマンエンブンをサンゼ

ンマンニンがはたらくただばたらきがはじまっていてもおかしくない。しかし、ほかに

もホウホウがあるとことわっておく。

　

ヒャクサンジュウサン、『ウ』ゴジュウキュウ

　

さきに、ニホンジンが、ただばたらきをするようになる（●ヒャクサンジュウニ、『ウン

ドウはすべてエレクトリック。［イカ、ウ］』ゴジュウなな）とかいた。これは、コウレイ

カのシンテンなどで、セイフフサイがふえるためである。それはなにかであなうめしな

ければならない。タンジュンにフサイをださなければいいだけだが、いまのところ、カ

イゼンするケハイはない。だが、だれかががんばれば（おかねをだせば）、そうならない

カノウセイもある。

しかし、むかしはロウエキがあったわけだから、けっしてめずらしいケースではない。ゲ

ンジョウ、ただばたらきのロウドウシャがいるところを、だれかがかねをだしているか
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ら、そうなっていないというところだろう。

おおきなおかねがあると、キンリだけでケッコウなかずのロウドウシャをやしなえる。

たとえばゴヒャクチョウエンあれば、ネンカンジュウゴチョウエンくらいでる。それな

ら、サンゼンマンニンのただばたらきのひとにゴジュウマンエンをはらうことができる。

こづかいがでるわけである。しかし、そういうおかねがなくなると、ただばたらきのニ

ンズウがふえ、こづかいもでにくくなる。セイフフサイがでつづけるとなると、そうな

るみこみがおおきい。

タンジュンにケイサンすると、セイフフサイがネンカンゴジュッチョウエンでるわけだ

から、イチネンカンにネンシュウゴヒャクマンエンのロウドウシャイッセンマンニンが、

ただばたらきしなければならないとなる。それがつづいて、だれもかねをださないとな

ると、キギョウのいきおいにあわせて（キギョウはブジである。しかし、キョウソウに

さらされる。）、フツウのシャインのかずもゾウゲンするだろう。

キギョウは、コクサイキョウソウもそうだが、コクナイでタクサンのただばたらきがふ

えるわけだから、かなりのキョウソウにさらされる。ということは、シャインのチンギ

ンがさがるか、やとうひとをへらすとなるだろう。そうなると、セイヒンをつくっても

そんなにはうれない。かうひとにそんなにおかねがないからだ。

ゲンザイでもそういわれたりする。ということは、セイヒンのカカクがさがって、はた

らくひとのキュウリョウもさがる。いわゆるケイキがわるいだ。それをどうやってのり

こえていくかがカダイだろう。タンジュンにかなりチンギンをさげれば、ながつづきす

るだろうが、それをするためのキセイはきめにくいだろう。

　

ヒャクサンジュウよん、『ウ』ロクジュウ

　

そこらをあるいていると、くるまがよくめにつく。あるカンテンからいうと、それだけ

かねもちがおおい。そんなにかもちがいるのか。となる。

ニホンのユシュツニュウのトウケイからいうと、せいぜいニジュッチョウエンのくろじ

（それでもすごい。）だから、そのギョウカイにつとめるジュウギョウインはかえてもお

かしくない（くるまはシゼンブツではないのだ。テッコウセキをユニュウするヒツヨウ

がある。つまり、ゲンリョウはユニュウだ。）。ニジュッチョウエンをキュウリョウとし

てハイブンすると、ネンシュウサンビャクサンジュウサンマンエンのガイカをもつジュ

ウギョウインがロッピャクマンニンいることになる。くるまのネダンがサンビャクマン

エンとしても、そのひとたちは、くるまをかえるだろう（ジュウネンローンでもいい。）。

だとすると、ロウドウジンコウのジュウブンのイチテイドがクルマをかえることになる。

つまり、ジュウニンにひとり、ジンコウでいうと、ニジュウニンにひとりとなる。

だから、そのケイサンでかんがえると、くるまはそんなにはしっていないはずなのだ。か

ねもちがおおいというジッカンもそこそこまとをえているだろう。しかし、くるまはタ

クサンはしっている。それはなぜなのか。

さきにのべたように、ニホンのガイカシュウニュウはせいぜいニジュッチョウエンであ

る。そのガイカシュウニュウのハンブンはあぶら、ガスをかうだろう。のこりハンブンの
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ハンブンはセイゾウにヒツヨウなゲンリョウをかうとして、そのこりのハンブンのハン

ブンでくるまをかうとする。ゴチョウエンだから、ヒャクゴジュウマンダイかえる。か

いかえがあったとしても、センゴロクジュウネン（ややフッコウしてから。センキュウ

ヒャクロクジュウネンから、それがつづいたとすると、ななジュウネンでハッセンロッ

ピャクマンダイかったことになる。

それなら、なぜかはセツメイできる。ところが、このケイサンだと、くるまイガイのユ

ニュウヒンテキなものは、かえていないことになる。ガイカシュウニュウのよんブンの

イチをくるまのコウニュウにあてたということだからだ。

つまり、センゴフッコウしてユシュツできるようニホンジンはがんばったが、コクナイ

にあるものイガイは、くるましかてにはいらなかったことになる（「くるまが」といった

ホウがいいかもしれない。）。わたしがバブルをケイケンしたセダイなのでそういうが、

ななジュウよネンカンのドリョクのケッカが、ニホンジンがくるまをもったということ

になる。ベツにくるまでなくともよかっただろうが、そとをあるいてみると、どうもそ

のようだ。

それがいわゆるななジュウよネンカンのニホンのケイザイセイチョウである。キュウ

ジュウネンダイから、ユニュウヒンがふえはじめたが、それらをかうとなると、くるま

をかうにはたりなくなってくる。それをどうかんがえるか。ひとつは、くるまをダイジ

にながくつかえばいいのである。しかし、ゼイセイ、キセイがチョウバツテキだから、カ

ンタンではない。しかし、シュウリしてつかえばいいだろう。そうすれば、ほかのなに

かもかえるかもしれないのである。

　

ヒャクサンジュウゴ、『ウ』ロクジュウイチ

　

ニホンジンのジッシツテキなシュウニュウというと、ネンカンニジュッチョウエンほど

のガイカシュウニュウにすぎない（●ヒャクサンジュウよん、『ウ』ロクジュウ）。その

ほかはニホンジンドウシで、ぐるぐるまわしているにすぎない。そのまわしたリョウは

コクナイソウセイサンではかられる。シュウニュウがニジュッチョウエンだから、ひと

りあたりニジュウマンエンテイドだ。このハンイで、ユニュウヒンをかわないとあかじ

になる。あぶらとガスはユニュウである。デンキもダイタイあぶらやガスからつくられ

るので、ユニュウだ。

あなたのいえのコウネツヒはいくらか。ネンカンジュウマンエンでおさまっていたら

まぁいいだろう。あとジュウマンエンのこることになる。わたしはキョネンユニュウヒ

ンをゴマンエンぐらいかった。そうすると、ゴマンエンのこるが、タブンショクヒにき

えただろう。ギュウニクとこむぎである。そうすると、そうすると、あたたかいおもい

と、いいからだつきと、かったテチョウとマンネンヒツがのこる。

そうかんがえると、そんなにゼイタクはできないとわかってくる。ショクリョウも、さ

かなや、とりにくをたべればガイカをつかわない。ラーメンでなくて、そばなどにして

もいい。それがカンペキにできれば、ゴマンエンチョキンできる。そうやって、ガイカ

をチョキンすれば、なにかのときにやくにたつだろう。もし、これがあかじだと、ニホ
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ンジンはまずしくなるということだ。

　

ヒャクサンジュウロク、『ウ』ロクジュウサン

　

ひとりあたり、ネンカンニジュウマンエンが、ニホンのケイザイセイセイチョウといっ

た（●ヒャクサンジュウゴ、『ウ』ロクジュウイチ）。このニジュウマンエンは、いまの

ところつかっていないなにかをてにいれるのにつかえる。ネンカンニジュウマンエンだ

から、よんジュウネンそれをためてもハッピャクマンエンである。

いま、いえをもっていなかったとしたら、いえをたてたいかもしれない。しかし、この

ばあいたててはだめである。ハッピャクマンエンではたたないだろうからだ。ともばた

らきでセンロッピャクマンエンとすれば、ズイブンなコウガイにたてられるかもしれな

い。しかし、ゼイタクするのなら、そのセンロッピャクマンエンがねべりするからやめ

たホウがいい。

いますんでいるチンタイアパートがつきジュウマンエンなら、ネンカンヒャクニジュウ

マエン。ジュウネンでセンニヒャクマンエンだ。ずっとすむつもりだったら、よんジュ

ウネンで、よんセンハッピャククマンエンになる。それなら、はたらきだしてすぐにい

えをかえばいいだろうが、そういうひとはすくない。よんジュウダイになって、ニジュ

ウネンブンのヤチンのニセンよんヒャクマンエンとチョキンでかうかというハンダンに

なろう。

ゼイタクをしていなければ、さきのケイザイセイチョウブン、よんヒャクマンエンため

ているんだろう。それでニセンハッピャクマンエンである。コウガイにかえる。こんな

ところが、ニホンジンにできることでないか。タブン、ケンジツでないとむずかしいだ

ろう。

　

ヒャクサンジュウなな、『ウ』ななジュウなな

　

むかしとくらべて、すしやがふえた。ふえたのは、カイテンずしやであろう。やすいも

のだと、ものはよくないが、そこそこたべられる。おもいだすと、わたしがこどものこ

ろにたべていたのは、せいぜいテッカマキだったとおぼえている。

おやじはチュウリュウのサラリーマンだったが、きゅうりをまいたのりまきや、カンピョ

ウをまいたのをよくたべていた。それをかんがえれば、さかなののったすしがたべられ

るというのは、ゆたかになったということだ。そのジキはバブルまえで、まだ、ニホン

がケイザイセイチョウしていた。

わたしは、そんなにすしはたべていないが、そういうすしをわすれて、いいものをたべ

るようになってから、ニホンのケイザイセイチョウがなくなったとおもう。また、がん

ばりたかったら、そういうショシンをわすれないことである。
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ヒャクサンジュウハチ、『ウ』ななジュウキュウ

　

キンダイのセンソウでは、ヘイはたまをうつ。むかしはゆみやだったろうが、いまはテッ

ポウだ。そういうわけだから、たたかおうとおもったら、たまをタクサンヨウイしなけ

ればならない。たたかいはじめると、ドンドンたまをショウヒする。これは、いまのショ

ウヒセイカツにもいえるだろう。

コーヒーをのめば、あきカンがごみとしてでる。ジブンのカップをもちあるいて、そこ

にいれてもらえば、ごみはでないが、いまのところそういうサービスセッケイになって

いない。ベントウもたべれば、ヨウキのごみがでる。それをリサイクルするかもしれな

いが、ドンドンすてる。これもセンソウであろう。

センソウがおわって、ななジュウネンイジョウたつが、そういうなごりがのこっている。

わたしがおもうには、ショクヒンなどのヨウキに、リサイクルのむずかしさ、コウジョ

ウからのキョリでスウジをつけて、なるべくスウジのちいさなものをセンタクできるよ

うにすればとおもう。

　

ヒャクサンジュウキュウ、『ウ』ハチジュウサン

　

なにかリョウリをたべると、ひとは、「おいしい」とおもうことがあるだろう。なぜ、「お

いしい」とかんじるのか。それは、それをたべるまえに、エネルギーをつかって、なに

かをするからだろう。ひとことでいえば、そのひとにマイナスがでたからだ。

いきるということは、マイナスとプラスのレンゾクである。ずっとマイナスだとしんで

しまうし、プラスばかりでもからだがうけつけない。マイナスがでてから、なにかリョ

ウリをたべると、エネルギーがホテンされる。そのブン、「おいしい」、「よかった」とお

もうのだろう。

めしがまずいというのなら、エネルギーがそんなにマイナスになっていないのかもしれ

ない。そういうときは、そんなにたべなくてもいいかもしれない。

　

ヒャクよんジュウ、『ウ』ハチジュウゴ

　

キョネンのふゆはかぜがつよかった。いつもふいていたようにおもう。なぜ、かぜがふ

くのか。それは、クウキにオンドサがあるためだろう。

あたたかいクウキと、つめたいクウキがぶつかって、やがてヘイキンカする。そのプロ

セスだろう。それがなぜおこるかといえば、カイスイのオンドがたかいところと、ひく

いところがあるから、そのエイキョウで、クウキにもオンドサができるのだろう。だか

ら、フウリョクハツデンをするひとにはメイワクだろうが、カイスイのオンドをなんら

かのホウホウでイッテイにしてしまえば、かぜはあまりふかなくなるだろう。

そういうわけだから、タイフウのヒガイをへらすことはカノウだろう。カイスイのオン

ドをあげてチョウセイすれば、タイフウができたとしても、チョクゲキしないようにで
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きる。ただ、それによってフウリョクハツデンがフアンテイになるから、かならずしも

いいとはいえない。ヒヨウもかかるであろう。

　

ヒャクよんジュウイチ、『ウ』ハチジュウなな

　

まえに、オンガクやエイガなどが、ひとりイチジカンあたりイチエンでたのしめるとか

いた（●ロクジュウニ、『オ』ヒャクサンジュウハチ）。そのかんがえかたをすすめると、

コンピューターのプログラムもやはり、ひとりイチジカンあたりイチエンとなるだろう。

ジッサイにそのくらいでテイキョウしていたりする。

そうだとすると、アイティブームで、コンピューターカンレンのジュウギョウシャがふ

えたが、やがてはへっていくだろうともいえそうである。ひとりイチジカンあたりイチ

エンだから、ヒャクニンのコテイユーザーがいないと、ネンカンヒャクマンエンもかせ

げない。だから、あなたがプログラマーになろうとしたら、ヒャクニンのコテイユーザー

をカクトクできるかがめやすとなる。ヒャクニンのユーザーつかまえられないなら、く

えないからやめたホウがいいとなる。チュウリュウっぽくセイカツしたければ、ゴヒャ

クニンのユーザーがヒツヨウだろう。

これをいいかえれば、あなたがプログラマーになれるかはヒャクブンのイチとなる。チュ

ウリュウのセイカツをしたければ、ゴヒャクブンのイチだ。ヘンサチでカンサンすると、

プログラムのヘンサチがななジュウテイドないと、くえないとなる。チュウリュウなみ

にだと、ハチジュウとかがヒツヨウだろう。

だから、プログラムでたべていくのは、コンゴはむずかしくなるとおもう。ちなみに、オ

ンガクやエイガでケイサンすると、ヒャクマンブンのイチ、ゴヒャクマンブンのイチで

ある。オンガクやエイガよりはいいだろう。

　

ヒャクよんジュウニ、『ウ』ハチジュウキュウ

　

ドウブツなどは、タクサンのサイボウでコウセイされているという。ガッコウのジュギョ

ウで、ケンビキョウをのぞいたことがあるとおもうが、まぁ、みえないおおきさではな

い。もっともおおきいサイボウは、なんかのたまごだろうか。しかし、それイジョウの

おおきさのサイボウはなかなかないとおもわれる。

それはなぜだろう。ひとつかんがえられるのが、サイボウのおおきさに、ゲンカイがあ

るということである。もっというと、それイジョウのシゲンがあつまると、ブンレツし

てしまう。

これは、シャカイについてもいえるのではないか。ベイチュウでボウエキコウショウを

やったり、エイコクがイーユーからリダツしそうだったりするが、あるおおきさにタツ

すると、わかれてしまう。それは、シゼンなのではないかということだ。だから、リセ

イテキに、ひとつとかんがえても、ジツはタクサンなのではないかといえるようなきが

する。
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ヒャクよんジュウサン、『ウ』キュウジュウゴ

　

むかしのジュウタクは、にわにきをうえたりしている。わたしのいえもそうだ。それを

デントウがたジュウタクとよぶことにする。

しかし、いまのジュウタクは、よくて、にわにしばをうえるテイドではないか。にわに

しばをうえるジュウタクはガッシュウコクガタだとおもう。ガッシュウコクでそういう

ジュウタクをみた。しかし、それはサイキンのジュウタクのなかではいいホウで、そも

そも、にわがないというセッケイもある。

ハチジュウネンダイ、キュウジュウネンダイに、ガッシュウコクがたのいえがはやった

のか、そういういえをつくるようになったのだろう。だが、にわがホソウされているより

はいいが、ちょっとさびしい。そして、にわがないいえである。これはどういうことか。

ダンダン、シゼンではなくて、キョジュウキノウがジュウシされるようになったのだろ

う。ジュウタクのトシカといってもいい。そうなると、シゼンとキョウゾンするかんが

えはうすれ、シゼンはガイブカされるだろう。でもそれはニンゲンらしいのか。ただの

コンテナにすむでは、あじけないようにおもうのである。

　

ヒャクヨンジュウよん、『ウ』キュウジュウハチ

　

いまのひとは、エンキンホウでなにかをかくのがただしいとおもっていないか。センジ

ツ、ヘヤのはしらをみていると、まがってみえた。ホントウにまがっているかというと、

まがっていないだろう。しかし、みるはしらのイチによっては、キョリがあるから、ひっ

こんでみえてもフシギではない。だから、ズニのようなえになる。
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これもイッシュのエンキンホウだろうが、あまりこういうえはみない。　

なぜか。タブン、オブジェクト（タイショウブツ）のセイシツをえがこうとするからだ

ろう。つまり、「はしら」はまがっていないと。だから、ズサンのようになる。
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ｂ０１１-03.png

　

　

ズ ニは、サブジェクト（シュカン）をジュウシしたえである。ダイタイが、ズサンのえ

のようなるのは、オブジェクトをジュウシしようというブンカがあるからだろう。いい

かたをかえれば、カガクテキなシセイである。

サブジェクトにこりだすと、ひとのかずほどあるだろうから、オブジェクトでいきましょ

うというゴウイである。そういうゴウイがあるだろうから、ズニのようにみえたとして

も、ズサンのようにホセイする。つまり、みえるものは、カガクのチケンやキョウイク

などによってホセイされてみることがおおいのではということだ。

そのホセイする、カガクやキョウイクをうけなかったひとは、ズニのようにかくかもし

れない。しかし、ダイタイキュウネンカンは、ガッコウキョウイクをうけるから、ズサ

ンのようになるだろう。そういうホセイもダイジであろう。それではなしがつうじるか

らである。

　

ヒャクよんジュウゴ、『ウ』キュウジュウキュウ

　

カガクはきることでなりたつとかいた（●ニジュウイチ、『オ』よんジュウロク）。エイ
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ゴのエスシーアイは、きることなのである（サイエンスのつづり）。そうやってこまかく

していろいろハッケンするわけである。

しかし、きることばかりで、よのなかがなりたっているわけでない。シュジュツでから

だのどこかをきれば、いとでぬってつなげようとする。きることばかりなら、バラバラ

シャカイができるだろう。それはどうなのかである。

だから、あるひとは、つなげようとする。なにがいいたいのかといえば、カガクがハッ

テンするシャカイというのは、そのブン、つなげることもうまいシャカイなのではない

かということだ。セイヨウのばあいだと、カガクがなにかをバラバラにしても、キリス

トキョウのちからテイドにカガクはハッテンできたのではないかということだ。ニホン

では、ザンネンながら、そういったダイキボのシュウキョウはないかもしれない。その

ブンカガクのハッテンはよわいだろうということだ。

しかし、まわりにめぐまれたひとが、ハッテンさせるだろう。コジンのリキリョウとい

うことになるかもしれない。そういうカガクシャのへいがあるのではないか。

　

ヒャクよんジュウロク、『ウ』ヒャクゴ

　

みずには、コタイ、エキタイ、キタイのすがたがある。オンドがひくければ、コタイだ

し、オンドがたかければ、キタイになる。また、ひとは、キオンがニジュウドとかいっ

て、さむいだのあついだのいう。さむかったら、シツナイでは、あたたかいクウキをお

くってもらったり、あつかったら、つめたいクウキをおくってもったりする。

イッポウで、シツドというのもある。クウキにスイブンがおおくふくまれれば、シツド

がたかいし、すくなければ、シツドがひくいという。クウキのオンドをかえるエアコン

がチュウモクされて、シツドのことはあまりチュウモクされない。シツドもキオンのひ

くい、たかいにエイキョウをあたえるだろう。シツドかひくければ、みずはコタイやエ

キタイのジョウタイであろうから、キオンはひくめになる（みずはレイドでコタイに、

ヒャクドをしたまわるとエキタイになるといわれている。）。

ギャクにシツドがたかければ、キタイのジョウタイをとりやすいであろうから、キオン

はたかくなる。そういうわけだから、ふゆにシツドをあげればあったかいし（ストーブの

うえに、みずのはいったやかんをおくだろう。）、なつにシツドをさげれば、すずしいとい

うことになる。エアコンとシツドチョウセイのどちらがやすいかというモンダイである。

　

ヒャクよんジュウなな、『ウ』ヒャクジュウイチ

　

イゼンにヘヤにショクブツをおいたことがある。みずとひかりとニサンカタンソがあれ

ば、そだつとおもっていたが、そだたなかった。

イッポウで、おふくろがベツのところにおいたはなはそだっている。そだてるニンゲン

のソヨウかとおもっったが、ひとつおもいあたることがある。それは、ひかりのシュル

イである。わたしのヘヤはケイコウトウ。おふくろがおいたところはハクネツデンキュ
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ウである。

そのふたつのどこがちがうか、タブン、ヒキンゾクのザイリョウをひからすか、キンオク

ケイのザイリョウをひからすかであろう。つまり、ヒキンゾクのひかりでは、ショクブ

ツがそだたなくて、キンゾクケイのひかりなら、ショクブツがそだつということであろ

う。ようするに、ハクネツデンキュウのホウが、タイヨウのひかりにちかいわけである。

いまのジュウタクのオクナイはケイコウトウや、シンガタデンキュウがほとんどであろ

う。シンガタデンキュウでは、ためしたことがないが、そういうリユウで、ニンゲンが、

ショクブツからはなれているさまがわかる。たしかに、ケイコウトウなら、ショルイが

やけないなどのリテンがあるんだろう。しかし、ものはモクテキにあわせてえらぶべき

である。ハクネテデンキュウはやはりいいということだろう。

　

ヒャクよんジュウハチ、『ウ』ヒャクジュウサン

　

ショウバイしているひとのショウスウがあかじのばあい、「コウケイキ」という（ゼンブ

がクロジというケースはすくないだろう。）。ダイタスウがあかじになると、「フケイキ」

という。

そのことからいうと、コウケイキでも、あかじをだしているひとにとっては、フケイキ

はあまりカンケイないだろう。ダイタスウがあかじだと、セイフに「なんとかしろ。」と

いいはじめる。それがただしいのか。セイフがおかねをだしたとしても、それは、セイ

フがあかじをだすだけで、あかじをフタンするシュタイがかわるだけだ。ただ、それで、

あかじがへるひともいよう。

そういうイミでは、フケイキジタイはかわらない。そもそも、フツウのショウバイジタ

イが、コキャクにあかじをおわすというのは、ジユウシュギケイザイでは、まぁ、シゼ

ンジョウタイだろう（●『ウ』イチ）。コウケイキとフケイキはなにがちがうか。

コウケイキのハンイでは、あかじでもおかねをだすことだろう。つまり、コウバイイヨ

クともいうが、ひとのシンリのモンダイであろう。エイゴでは、フキョウのことを、デ

プレッションという。それには、「うつっぽい」というイミもある。それがいうように、

あまりコウバイするイヨクがないからそうなるわけだ。わたしは、しずかなのがきらい

でないから、それもありだとおもうが、イッパンはいやがるのだろう。

　

ヒャクよんジュウキュウ、『ウ』ヒャクジュウよん

　

ニンゲンのイシキがサイボウにあるのではというはなしをした（●『ス』よんジュウサ

ン、キュウジュウキュウ、『ス』ハチジュウロク、ヒャクイチ、『ス』キュウジュウイチ、

ヒャクニ、『ス』キュウジュウサン、ヒャクサン、『ス』キュウジュウよん、ヒャクなな、

『ス』ヒャクジュウよん）。

タンサイボウドウブツでも、イシキがありそうだ（キケンをさけたりするだろう。）。そ

れなら、イシキはサイボウにあってもおかしくない。そういうはなしだ。しかし、なぜ
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イシキができたのか。

イシキも、カガクブッシツのハンノウ、つまり、ウンドウであろう。イシキとは、ものの

ウンドウということであれば、ウチュウにも、イシキがあってもおかしくない。いろい

ろなブッシツがあるだろう。すくなくともモデルになったのではないか。もし、ウチュ

ウにイシキがあるとすれば、ドウショクブツがそれぞれイシキをもつというのはうたが

わしくなる。どういうことか。それは、チキュウゼンタイをイシキがおおっていて、ド

ウショクブツも、それにあえわせているカノウセイがあるからだ（ズよん）

　

　

　

しかし、いまのジョウシキテキなはなしでは、イシキはドウショクブツそれぞれがもっ

ているとされるだろう（ズゴ）。
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ｂ０１１-05.png

　

　

まとまりもイシキをもつし、コもイシキをもつというかんがえかたもできるだろう（ズ

ロク）。
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ｂ０１１-06.png

　

　

パソコンネットワークとハードディスクのカンケイのようである。アップロードもでき

るし、ダウンロードもできる。ローカルでショリすることもできるというわけである。

　

ヒャクゴジュウ、『ウ』ヒャクジュウなな

　

よのなかには、「リベラル」とよばれるひともいれば、「ホシュ」とよばれるひともいる。

ニホンでは、いまひとりのギインが、ながくセイムのトップについている。つまり、ア

ンテイしているわけだ。そのまえはコロコロそのザにつくひとがかわっていた。そのア

ンテイはのぞましいようにもおもえる。しかし、もっとアンテイさせることもできるだ
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ろう。

それは、アンテイしたものをたべることである。どういうことかというと、ジブンのとこ

ろでとれたさくもつをたべ、それをハイセツして、はたけにかえし、また、ショクブツが

そだち、たべるというジュンカンをくりかえすのである。それは、おなじものをジュン

カンさせるわけだから、あたらしいなにかはない。むかしはそういうジュンカンが、ト

シをのぞいたほとんどでジツゲンしていたのではないか。そういうために、わりとニホ

ンシはおだやかだったのではないか。

しかし、それではだめだというかんがえかたもある。それは、ヨーロッパが、ガイコク

にショクミンチをもとめたためでもある。そういうのがあってか、ヨーロッパはセンシ

ンテキなチイキになった。それにタイオウするためには、あたらしいなにかをとりいれ

るヒツヨウがあっただろう。ケッカとして、ニホンはハイセンしたから、それでもたり

なかったのかもしれない。

つまり、ヘンドウがおおいときには、アンテイはまずいかもしれないということだ。だ

から、またあたらしいものをとりいれるようかもしれない。ただ、いまは、コウレイカ

がイチバンのカダイであろう。それをのりきるドリョクがダイジなようにおもう。

　

　

　

ヒャクゴジュウイチ、『ウ』ヒャクニジュウよん

　

ニジュッセイキはセンソウがあった。それはおおくのシシャとハカイをもたらしたとい

う（ザンネンながら、わたしはカンサツしていない。）。もうそれから、ハチジュウネン

たつが、まだ、ひょっとしたらたたかっているのかもしれない。ただ、ジュウをむける

センソウはそうおおくはない。あいてにキョウラクをあたえるセンソウである。そして、

それはジンルイをタイハイにむかわせているかもしれない。

コンピューターもそうだし、シィディプレイヤーもそう。エアコンもそうだし、ゲーム

キもそうだ。ダイタイ、これらはセンゴにできたものだろう。これらは、キホンテキに

なくてもすむものだ。そういいつつ、わたしもサイヨウしている。まずは、「はずかしな

がら、タイリョウにネンリョウとみずをつかうフロをショユウしています。」とか、「こ

れはわたしのダラクなんですが、オーディオセイヒンをつかっています。」というところ

からはじめなければいけないのかもしれない。しかし、そのまえに、まえのセンソウの

ショリもダイジであろう。

　

ヒャクゴジュウニ、『ウ』ヒャクサンジュウサン

　

イシキはサイボウにあるのではとかいた（●『ス』よんジュウサン、キュウジュウキュ

ウ、『ス』ハチジュウロク、ヒャクイチ、『ス』キュウジュウイチ、ヒャクニ、『ス』キュ

ウジュウサン、ヒャクサン、『ス』キュウジュウよん、ヒャクよんジュウハチ、『ス』ヒャ
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クジュウよん、『ウ』ヒャクジュウよん）。それだと、ノウはウンドウをするためのキカ

ンとなる。しかし、ダイタイのニンゲンのイシキは、ことばをつかうであろう。だから、

そのメンでは、ノウのハンチュウといえそうだ。

ことばをシュウトクするには、ウンドウがヒッスである。「あ」ということばをおぼえる

にも、そのハツオンをきいて、ジブンでいってみて、おぼえるようだ。だから、ナラティ

ブ（オンセイ）のばあいは、ノウがはたらいているといってよいだろう。つまりウンド

ウだ。モジのばあいは、いきなりよめるようにならないし、ほとんどのばあいが、オン

セイをきいておぼえるようではないか。だとしたら、ウンドウというわけだ。ただ、こ

とばにならないおもいなど、サイボウがもっていることはあるとおもう。

　

ヒャクゴジュウサン、『ウ』ヒャクサンジュウゴ

　

かわせやブッカがアンテイしているホウがくらしやすい。それをタッセイするために、

ツウカのシンライドがジュウヨウとなる。むかしは、ドルとキンのコウカンがホショウ

されていた。ドルをもっていくと、キンなんグラムとコウカンしてもらえたわけである。

だから、そういうタイセイカでは、ケイザイはアンテイするだろう。しかし、ベツのモ

ンダイもある。

それは、シホンシュギのシステムのモンダイだ。それはなにかというと、まえにセツメ

イしたとおり（●『オ』ヒャクサンジュウ、『ス』ヒャクニジュウニ、ヒャクニジュウイ

チ、『ス』ヒャクロクジュウハチ）、リエキやチョキンをだすと、シジョウからおかねが

すくなくなることだ。それで、ブッカがやすくなると、「デフレ」という。そうすると、

キギョウのギョウセキがアッカするから、チンギンもさがるし、シツギョウがでる。そ

ういうモンダイだ。

むかしは、ガッシュウコクとシャカイシュギのソレンで、ちからくらべをしていたから、

ガッシュウコクはまけるわけにはいかなかったんだろう。ドルとキンのコウカンをやめ

てしまった。それによって、ツウカをタクサンインサツして、リエキやチョキンでツウ

カがきえたブンをキョウキュウしただろう。それによって、「デフレ」はカイショウさ

れただろう。それで、キュウジュウネンダイにソレンがシュウリョウした。シホンシュ

ギがかったようだが、おかねのすりすぎというモンダイがのこった。リエキやチョキン

がイッセイにシジョウにでたら、イッキにインフレになるだろう。そういうイサンがの

こった。

これをカイショウしてというはなしはあまりきかない。なにかものがたかくなったとし

たら、リエキやチョキンをそのしなものにかえているということだろう。ニホンでもタ

ニンごとではない。キュウにキョウコウがおこるカノウセイはあろう。ソレンというセ

イタイはシュウリョウしたが、かならずしも、シホンシュギがかったわけではないかと

おもう。

　

ヒャクゴジュウよん、『ウ』ヒャクサンジュウロク
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たまに、おいしいものをたべたくなる。とはいっても、わたしにとってのそれは、せい

ぜいゴヒャクエンテイドのものだ。しかしである。ガイショクをほとんどしないわたし

のリョウシンとくらべれば、ゼイタクかもしれない。わたしのリョウシンはセンゼンう

まれだから、センソウをしっているし、シッソだ。なにかものをかってくるということ

もすくない。それにくらべて、わたしは、ものをかってきたりする。センソウをしって

いるか、しらないかでこうもちがうものか。

ただタンに、わたしがあまりかんがえていないだけかもしれない。バブルが、ハチジュ

ウネンダイコウハンにあって、ブランドものがはやるようになった。わたしは、すこし

だけ、それをかった。しかし、それもゼイタクだろう。ハチジュウネンダイコウハンか

ら、そういう「ゼイタク」ムードがニホンにひろまったとおもう。そのまえは、かっぱ

まきやら、やきそばパンをたべていたにもかかわらずである。

たしかに、ニホンはセンゴフッコウして、まあまあゆたかになったかもしれない。それ

は、おやじたちや、そのまえのセダイや、コウゾクのセダイがドリョクしたためであろ

う。イチジはジーディピーでセカイニイとなった。しかし、それからのサンジュウネン

は、あまりかんばしくなかった。ジーディピーはほぼよこばい。キュウリョウもほとん

どあがっていない。ケイザイリョクは、イーユーやエイレンポウやチュウゴクにぬかれ

てゴイとなった。

ただ、おもうのは、それでも、たべものがゆたかになったということだ。ショウテンを

みても、かっぱまきはあまりみられないし、きゅうりをはさんだだけのサンドイッチも

みられないし、やきそばパンもあまりうっていない。センゼンよりゼイタクになったか、

ジッサイに、みてくらべたわけでないのでわからないが、カクジツにショウワのジダイ

よりは、ゼイタクになったであろう。また、タブン、センゼンよりゼイタクであろう。

それをケイザイハッテンだと、ケイザイガクテキなメンでいえば、まぁわるくないが、セ

イジガクテキなメンでいうと、ちょっとそれとはちがうはなしになる。フツウ、レキシ

テキにいえば、センソウにまけたくには、まずしくなる。また、そのまけをばねに、ド

リョクしたりするであろう。もしドリョクしなければ、つよいくににほろぼされる。そ

ういうのは、レキシをみれば、よくあるはなしである。

ニホンはセンソウにまけたにもかかわらず、そのセンソウにまけるまえよりも、いいた

べものをたべている。これをレキシテキなユウシュウなジンブツだったらどうみるか。

ひとことでいえば、「ダラク」であろう。それでは、くにはながくないである。ハンロン

もあろう。もう、センソウはおわったと。だが、ホントウに、そのショリがおわったの

か。わたしはうたがわしいとおもっている。ながくないでは、こまってしまうので、わ

たしは、やきそばパンをよくたべるようにしたいとおもう。

　

ヒャクゴジュウゴ、『ウ』ヒャクサンジュウハチ

　

ダイガクセイのことを「ユウヨキカン」といういいかたもある。しかし、ジッシツテキ

には、ユウヨされづらいのだとおもう（●『ウ』ヒャクサンジュウなな）。ショウガクキ
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ンがかえせないガクセイのはなしもきく。それなら、コウコウにいきながら、アルバイ

トをして、おかねがたまったら、ダイガクにいけばいい。

ガクリョクがユウセンされるむきもあるが、ニンゲンにとってダイジなのは、ケイザイ

セイカツである。そのシジョウのこえにも、みみをかたむけるべきだとおもう。ジッサ

イにおかねをだしてみて、そうおもう。

そんなカンサツからスイソクすると、スウジのうえでは、ニホンジンは、いえをかえた

りするが、ジッシツテキには、そうカンタンでないといえるとおもう。カイガイフニン

もした、わたしのおやじでも、いえはたてたが、くるまはチュウコシャにのっていた。そ

れをかんがえると、そうカンタンでないとわかる。

タブン、ジッシツテキには、ニホンジンのロウドウシャには、ふたつのセンタクシがある

とおもう。「いえをかいますか。くるまをかいますか。」だ。どっちもというのは、ジッシ

ツテキなイミでむずかしいのだとおもう。わたしなんかは、くるまにのらないで、シュ

ミのオンガクにおかねをつかっていたから、いえもかえないで、ショウヒでおわるかも

しれない。

　

ヒャクゴジュウロク、『ウ』ヒャクよんジュウなな

　

ショクブツはコウゴウセイするという。グタイテキには、ニサンカタンソとスイソから、

みずとサンソをつくるということである。まえに、ひかりはデンキだとかいた（●『ウ』

キュウジュウ）。だから、デンキをあびせれば、ショクブツは、コウゴウセイするかもし

れない。しかし、ケイコウトウのひかりではだめらしい（わたしのケイケン、●ヒャク

よんジュウなな、『ウ』ヒャクジュウイチ）イッポウ、ハクネツデンキュウでは、そだっ

ているようだ。

しかし、ひかりやデンキというよりも、タンジュンにいえば、スイソであろう。スイソ

がなければ、みずはできない。ニッコウのセイブンのひとつは、スイソといるのではな

いか。そうでなければ、みずはできない。

ところで、ニサンカタンソにひかりをあてつづけたら、どうなるであろう。チキュウは

もえているので、ニサンカタンソは、むかしからあるとおもわれる。そこに、ニッコウ

があたっていたのもかわらないであろう。あまり、ニサンカタンソがブンカイされれば、

みずとタンソができるか、タンスイカブツと、サンソができるであろう。このふたつの

うち、どちらがさきだったのであろうか。

なにか、クフウしてやれば、これらができるわけである。このふたつは、ショクブツケ

イにヒツヨウなブッシツと、ドウブツケイにヒツヨウなブッシツである。そのショクブ

ツとドウブツがどうやってできたか。または、どこからかはこばれてきたかというのは

わからない。ためしにそのブッシツをどこかのワクセイにおいておいたら、どうなるの

かをみてみるといいかもしれない。

　

ヒャクゴジュウなな、『ウ』ヒャクよんジュウキュウ

86



目次

　

ケイザイやとりひきについて、ひとつのたちばがあろう。それをひとことでいえば、「も

うかるということはない。」である。

どういうことか。ゲンコウのやりかたでも、セイヒンには、あるテイドのホショウがつ

いている。イチネンホショウなどだ。「もうかるということがない」やりかたでは、それ

をエイキュウホショウにする。つまり、こわれたら、シンピンとコウカンするというこ

とだ。そうだと、ケッコウなカカクにしても、もうかるということはないだろう。いつ

こわれてコウカンになるかわからないから、うりあげをつみたてておくようだ。

これは、ゲンコウのやりかたでも、ホケンというのがある。それをセンモンのカイシャ

がやるのではなく、それぞれのキギョウがやるということである。カンゼンホショウだ

から、ユーザーはたすかる。しかし、メーカーはもうからない。メーカーがチョクセツ

ハンバイすれば、やはり、ショウテンももうからないだろう。

このかんがえかたをすすめると、たべものがムリョウになる。どういうことか。たとえ

ば、ダイコンをつくるノウカは、ダイコンのセイサンにセキニンをもつ。イッポンヒャク

エンでシュッカするとしよう。それをリヨウシャがヒャクエンでかう。このリヨウシャ

もダイコンのショウヒにセキニンをもつ。どういうことかというと、それをたべたあと

のウンコ（ダイコンのセイブンがはいっているであろう。●『ス』ゴジュウロク）を、ノ

ウカにやはりヒャクエンでうるわけである。そして、しいれたノウカは、そのウンコをつ

かって、ダイコンをそだてる。そのジュンカンがつづくならムリョウだ。ノウカはヒャ

クエンでうって、ヒャクエンでしいれている。リヨウシャは、ヒャクエンでかって、ヒャ

クエンでうっている。

たべものがムリョウなら、ゼイタクしなければ、いきていける。セイヒンもやはりムリョ

ウにできる。どういうことかというと、イチマンエンのラジカセをかうとする。それで

メーカーにイチマンエンはいる。ただ、それは、さきにのべたように、エイキュウホショ

ウである。だから、つかいおわって、メーカーにかえせば、イチマンエンうけとれる。つ

まり、セイヒンがムリョウなわけだ。ただ、ナンテンは、みずはムリョウにできても、ガ

ス、デンキを、いまのところムリョウにできなさそうなテンだ。これらがムリョウにな

れば、その「もうかるということはない」いきかたもできるであろう。これは、シジョ

ウやセイフをヒテイするものではない。キギョウなどがやればいいとおもっている。あ

かじのあびせあいとか、カクサはモンダイにならなくなるとおもう。

　

ヒャクゴジュウハチ、『ウ』ヒャクゴジュウ

　

カンペキな「もうかるということはない」シャカイ（●ヒャクゴジュウなな、『ウ』ヒャ

クよんジュウキュウ）もかんがえられるが、それはどあいのモンダイかもしれない。サ

イキンのニホンジンは、ガッシュウコクジンのかんがえかたをよくとりいれるが、むか

しは、ノウサンヒンとウンコのジュンカンが、できていたであろう。つまり、ものがや

すかったということだ。またニホンは、わりとシンライシャカイなので、ソショウもす

くない。つまり、ホショウのどあいがおおきいということだ。ガッシュウコクはソショ
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ウがおおいという。つまり、ホショウのどあいがちいさいということ。そのブン、もう

けもおおきいだろう。

ジジツ、ガッシュウコクのキギョウのなかには、おおきいものがある。しかし、「もうか

る」というばあいはゲームのヨウソがつよい。かちとまけがあるということだ。ニホン

もサイバンセイドを、ガッシュウコクのようにかえはじめたが、そんなにゲームをしな

くてもよいとおもう（すきなひとはやればいい。）。コウシンライで、ものがやすいとい

うのもダイジだからだ。

デフレで、サンジュウネンケイザイセイチョウしなかったというが、ものがやすいとい

うことは、わるいことではない。そもそも、「ケイザイセイチョウ」というのはないだろ

う。なぜなら、チキュウのシゲンはユウゲンだからだ。あったとしても、タイヨウコウ

のリョウだけであろう。もしくは、インフレリツのことをいっているのか、ほかのくに

からとってきたシサンのおおきさをさしているのだろう（ガイコクとのシサンのやりと

りについては、ボウエキトウケイがある。）。

「ケイザイセイチョウ」がインフレリツとすれば、それは、ちいさいにこしたことにな

い。それはそれでよろこばしいことだ。コクナイソウセイサンをヒャクチョウエンふやす

ということは、ニジュッパーセントのインフレをタッセイしようということである（ゲ

ンザイ、ニホンのコクナイソウセイサンはゴヒャクチョウエンテイド）。それより、ショ

クリョウがムリョウのホウがよくないかとおもってしまう。

　

ヒャクゴジュウキュウ、『ウ』ヒャクゴジュウゴ

　

イシキとはなにか。このといにこたえないひともいるらしい。ブンケイテキにいえば、か

んがえたりするなにかというのにちかいだろう。わたしは、これは、サイボウがカガク

ハンノウをしたり、ねつをもったケッカショウずるものとかんがえる。ようするに、エ

ル（ウンドウ）というわけである。だから、ウンドウしていないものは、イシキをもた

ないであろう。

そこらにあるいしは、キホンテキにはイシキをもたないであろう。しかし、チキュウの

ジュウリョクにひかれているブンウンドウがある。だから、イシキをもつかもしれない。

ひょっとしたら、もっとおおきなレベルでイシキがあるかもしれない。

　

ヒャクロクジュウ、『ウ』ヒャクゴジュウなな

　

ヨーロッパのよろいは、てつでできていてガンジョウである。イッポウ、ニホンのよろ

いは、やをとおしてしまうかもしれない。なぜ、ガンジョウなよろいがヒツヨウだった

か。みをまもるためといわれそうだが、リユウがあるとおもう。

それは、よろいをきるようなタイショウが、ブジであれば、ヘイシにきちんとキュウリョ

ウがしはらわれるからだ。ヘイのなかには、いやいやつきあっているひともいるだろう

が、なぜ、たたかうかといえば（ボウエイのときは、しょうがないであろうが。）。キュ
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ウリョウがもらえるからである。キョウリョウがもらえないのなら、ベツのしごとをし

ていたホウがいいだろう。しかし、タイショウがしんでしまうと、キュウリョウがみば

らいになる。だから、タイショウがよろいをつけていると、ヘイもアンシンなわけだ。

ニホンでもおなじだろうが、ちょっとよろいがよわかったかもしれない。そのケッカ、

ケッコウなみばらいがショウじただろう。だから、タイショウには、ガンジョウなよろ

いをつけてもらったホウがいい。おだのぶながコウが、ヨーロッパのよろいをみたこと

があったかわからないが、しっていたなら、すくなくとも、ブカが（はしばひでよしや、

もりランマルである。）、そういうよろいをヨウイしておくべきだったであろう。

　

ヒャクロクジュウイチ、『ウ』ヒャクゴジュウキュウ

　

イシキというのは、ダンペンでもある。しかし、それをならべれば、レキシになる。とい

うことは、イシキは、ジカンといってもさしつかえないのではないか。つまり、シーオー

（イシキ）イコールティ（ジカン）である。ジカンでなかったら、エル（ウンドウ）とい

えばよい。デンキシンゴウなり、カガクブッシツがうごくわけだから、そういうわけだ。

カガクブッシツやデンキシンゴウというわけだから、それをよみとれるキノウがあれば、

イシキをあつかうイシキというわくぐみはあるだろうということになる。だから、ニン

ゲンイガイのどうぶつだけでなく、ショクブツにも、イシキがあるだろうとなる。そのイ

シキをあつかうイシキのわくぐみとはなんだろう。わたしは、それは、タンパクシツでは

ないかとおもっている。よくたべたホウがイシキカツドウがカッパツになるからである。

　

ヒャクロクジュウニ、『ウ』ヒャクロクジュウニ

　

ひょっとしたら、シンジツよりもしあわせのホウが、ダイジかもしれない。これまで、わ

たしは、チャレンジャーのシセイでいろいろケンキュウしてきた。しかし、ホントウに、

シンジツやシンリはダイジなのだろうかとおもった。

わたしが、チキュウがまわるリユウをしらなくても、チキュウはまわりつづけるだろう

し、また、ソクラテスもやりすぎて、ガリレオもつかまえられてしまった。いまは、カ

ガクをやって、ころされるということはすくないだろうが、そうおもってしまった。

　

ヒャクロクジュウサン、『ウ』ヒャクロクジュウなな

　

ジンセイには、しあわせとフコウがある。これらをおおきくりかえすひとは、ドラマ

ティックなジンセイだろう。やまあれば、たにありというジンセイである。そういうジ

ンセイははなしになる。それもいい。

しかし、ほとんどどちらでもなく、ヘイタンなジンセイもあるだろう。アンガイ、そうい

うジンセイのがいいかもしれない。タブン、ゼンインがしあわせというのは、なかなか
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ないだろう。だから、いましあわせであっても、つぎのシュンカンにフコウになること

もある。それならば、そのどちらでもない、フツウをめざしたホウがいいのではないか。

なんとなくそうおもう。しあわせなら、よりむずかしいカダイにチョウセンして、フコ

ウなら、おいしいものをたべたりというぐあいにである。

　

ヒャクロクジュウよん、『ウ』ヒャクロクジュウキュウ

　

わたしは、スウガクのモンダイをとくのがおそい。チュウガッコウまでは、まぁまぁだっ

たが、それでも、あまりいいテンはとれなかった。コウコウにはいってから、ほぼラク

ダイテンになった。

なぜ、そうなるのか。わたしは、スウガクのモンダイをとくのにヒツヨウなコウシキを

ショウメイしてからときはじめる。いきなりコウシキにスウジをあてはめることができ

ないのだ。だから、ジカンがかかる。といているうちにジカンぎれとなり、てをつけな

かったモンダイのブン、テンがわるくなる。それでスウガクがきらいになった。スウガ

クのジュギョウにでるのもクツウで、コウコウをやめた。

シンガッコウのベンキョウは、はやさとセイカクさをもとめられる。そうしないと、い

いダイガクにはいれないからだ。しかし、わたしは、そういうリユウで、はやりにつき

あうことはできなかった。いまでは、それでよかったとおもっている。あしがはやいひ

とがいれば、あしがおそいひともいる。ムリに、ジブンにあわないことをしなくてもい

いだろうと。そのゴ、わたしはダイガクにいったが、そこでも、スウガクのエンシュウ

は、イチバンとくのがおそいホウだった。

スウガクでいいテンがとりづらいとわかったら、ジブンにむかないダイガクではなくて、

それイガイのシンロをかんがえればよい。ただ、わたしのばあいは、リョウシンがダイ

ガクにいってほしかったようだから、そのタのシンロをしらなかった。もっとヘイキン

テキなコウコウにいって、センモンガッコウにでもいけばよかっただろう。そのホウが

しあわせだったかもしれない。

ジブンにあう、あわないはあるとおもう。むいているしごとをやればいいだろう。スウ

ガクのモンダイのときかたがそうだから、ギャクにわかることもある。それは、コウシ

キやガクセツがジツはただしくないのではないかということだ。はやくとくひとは、コ

ウシキやガクセツがただしいというカテイでとく。しかし、コウシキやガクセツがただ

しくなかったら、ケイサンジタイはただしくとも、こたえはまちがいだ。だから、そう

いうのをシテキするのもいいとおもっている。

　

ヒャクロジュウゴ『ウ』ヒャクななジュウ

　

さきにニンゲンのもののみかたのはなしをした（●ヒャクよんジュウよん、『ウ』キュウ

ジュウハチ）。ニンゲンがなにもゼンテイがなく、ものをみれば、ズニのように、ものが

みえる（たとえば、へやのイチメンである。）。
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しかし、キンダイイコウ、キョウイクがハッタツし、ガッコウでまなぶ、ズニのような

エンキンホウをもとにしたえをおぼえさせられる。だから、ズニのようなジブンのシカ

クではなくて、ズサンのようなエンキンホウによるえをイッパンテキとする。
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ｂ０１１-03.png

　

　

えでもテレビでもズニのようにみるひとはすくないだろう。ジッサイにまがっているか

を、はかってみると、そうまがっているわけではない。もののジョウタイのえとしては、

ズサンのホウがただしいのである。だから、シュカンより、オブジェクトをユウセンす

るシコウともいえる。だから、ズニようにみえたとしても、ズサンのようにかくのが、キ

ンダイのキョウイクのたちばだろう。それを、「ケイモウシュギ」といっておく。

しかし、そのキホンをわすれてしまうと、ズニをみたときにフアンになる。わたしのめ

がおかしいのだろうかと。でも、ニンゲンのめはシカクくできていない。だから、ビミョ

ウなカクドができるのはムリもない。むしろ、ズサンが、わたしのみたえだとおもうホ

ウがヘンではないか。

ようするに、キョウイクによって、ズ ニをあたまのなかでフゴウカして、ズサンのよう

に、ヘンカンして、シュツリョクするというキノウをあたまのなかにインストールする。

そのフゴウカしたズサンから、またしかくでみるような、ズニにフクゴウができないと

いうと、キソをわすれているということになる。

たとえば、はしごをつかってブタイのうえにのって、おりようとしたら、はしごがなかっ

たというジョウタイにちかい。それをキョウイクのケッカとありがたがることもできる

が、やはり、ズニとズサンはちがうというひとはでてくるだろう。ようするに、テレビ
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のえをみるのもタンレンなわけである。ダイタイがズサンのようなえをだす。カメラが

とったえだ。カメラはまるいのに、なぜ、えがシカクくなるかは、わたしにはよくわか

らないが、ようするに、カメラごしにえをみるわけだ。だから、なれないひとにみせる

とヘンだというのではないか。

そういうフウに、サイキンのシカクゲイジュツは、ヨーロッパリュウのケイモウシュギ

をドダイにしている。きづいてしまったわたしにいわせれば、「クラシック」「ヴィジュ

アル」であろう。ただ、シュカンよりものにリキテンをおいたテンですぐれているとお

もう。テレビはさきにいったようだから、われわれは、フゴウカしたエイゾウをみると

いうことだ。ようするにあたまのなかでのショリがおこなわれるということだ。ひょっ

としたら、さきのズイチのようにもどさないかもしれない。

しかし、ジブンがかかわるエイゾウだったら、ジッサイにめでもカクニンするから、ズイ

チのようにニンシキしないと、イワカンがおこるだろう。めより、カメラレンズのホウ

がたてながだから、ニクガンより、テレビでうつるえのホウがやせてみえるかもしれな

い。しかし、いまのテレビはフゴウカしているから、すこしのショリをくわえることで、

めでみたカンがでるかもしれない。ニンゲンのあたまがショリしたホウがいいか、マイ

クロチップがショリしたホウがいいかというはなしである。ショリをするとつかれるだ

ろうから、ひとはそんなにみない。だから、キカイにショリさせることもできるだろう。

　

ヒャクロクジュウロク、『ウ』ヒャクハチジュウサン

　

カラオケがリュウコウしていたころがある。ことばとして、カイガイにユシュツされて

いたくらいだ。あるうたのメロディを、バンソウがなるなか、ほんもののカシュがうた

うようにうたうあそびである。このあそびでは、すきかってにアドリブ（ジユウエンソ

ウ）してはいけない。しかし、これがジョウタツしたとしても、プロのカシュにはなり

づらいだろう。ちゃんとほんもののカシュがいるからである。プロになるばあいは、ジ

ブンのもちうたでショウブするべきだろう。

これはどういうことかというと、カラオケがうまいひとはダイタイ、コウタイがカノウ

ということである。つまり、エーというカシュがうたうイーというキョクは、カラオケ

ずきなイチマンニンがうたう。そのカラオケのばでは、かならずしもエムさんがうたわ

なくてもよい。ほかのキュウセンキュウヒャクキュウジュウキュウニンのだれでもいい

から、うたえばよいのだ。そのばでは、かけがいのないひとりというのはない。あると

すれば、ほんもののカシュだろう。これはなにかににていないか。

そうガッコウキョウイクである。そこでは、ダイタイセイセキのよいジュンに、いいキ

ギョウにシュウショクできるという「おもいこみ」があるだろう。しかし、スウガクのシ

ケンでキュウジュッテンとるガクセイは、ほかにニマンニンいたとする。それなら、そ

のひとがえらばれるためには、ほかのニマンニンにタイしてなんらかのチョウショがな

ければいけない。それがなければ、ほかのニマンニンのうちのだれでもいいということ

になるだろう。

このように、ダイタイカノウセイというのがある。もし、シケンでキュウジュッテンとる
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エーさんがカイシャをさっても、おなじテンをとるブイさんをサイヨウすればよい。こ

れは、センコウするがわにとってユウリなしくみだ。しかし、ニマンニンのがわでは、イ

チドウにカイしたら、だれがさきかという、ジュンバンまちになるかとおもわれる。ス

ムースにショウシンできれば、そのひとはモンダイがすくないだろう。しかし、イチマ

ンキュウセンハッピャクニジュウイチバンメのひとは、イッカイキュウですらあがれる

かわからない。ジュンバンまちからおりるてもあるが、やはり、このジュンバンまちで、

ソウトウカンジョウテキになるのだとおもう。

わたしみたいに、ドクジのメロディ（ハモり）をうたうひとはすくないだろう。だから、

カラオケのばによばれない。ただ、ジュンバンまちをしなくていいというのは、ストレ

スがすくない。

　

ヒャクロクジュウなな、『ウ』ヒャクキュウジュウ

　

サンジュウネンほどまえまで、ニホンとガッシュウコクは、ロウドウセンソウをしてい

たといえるかもしれない（●『ウ』ヒャクハチジュウなな）。モジどおり、ロウドウのセ

ンソウである。なぜ、これがおこるか。それは、セイフのフサイがおおきいからである。

いまやニホンでも、セイフフサイがセンチョウエンをこえた。ガッシュウコクでは、ギョ

ウセイキカンをしめているという。

センチョウエンはセイフのシャッキンだが、ミンシュシュギなら、コクミンのシャッキ

ンともいえる。これをかえそうとしたら、コクミンがおかねをだすか、はたらくという

ことになるだろう。ニホンのコクナイソウセイサンが、ゴヒャクチョウエンだから、コ

クミンゼンインが、ニネンカンただばたらきをすれば、かえせるということだ。

ガッシュウコクもそうやっておさめられる。サイキンになって、チュウゴクもロウドウ

センソウにくわわった。つまり、シャッキンをかえすために、ニホンジンもはたらくし、

ガッシュウコクジンもはたらくし、チュウゴクジンもはたらくということだ。ヨーロッ

パでは、ほとんどセイフフサイがないから、これらをにがにがしくおもっているだろう。

こういうジョウケンがあるから、ニホンジンはゆっくりできないわけである。

　

ヒャクロクジュウハチ、『ウ』ニヒャクイチ

　

センシンコクのニンゲンはやくにたっていないのではとかいた（●ヒャクニジュウハチ、

『ウ』サンジュウニ）。シジョウでは、やくにたつものがうれつづける。だが、センシン

コクでは、こどものかずがへっている。センシンコクのこどもないし、おとなはやくに

たっていないのではということだ。

なぜ、センシンコクのひとは、やくにたっていないのであろう。それは、ロウドウセン

ソウ（●ゴジュウヨン、『オ』ヒャク、ヒャクニジュウハチ、『ウ』サンジュウニ、ヒャク

ロクジュウなな、『ウ』ヒャクキュウジュウ、ヒャクロクジュウハチ、『ウ』ニヒャクイ

チ、）をするからだといえるかもしれない。むかしのことばでいえば、「サクシュ」だ。ロ
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ウドウセンソウとは、ほかのくににまけないように、はたらくことである。つまり、シ

ジョウでユウイにたとうとする。トクに、セイフフサイがおおいと、それをやめづらい。

いつかのジテンで、だれかがしはらわなければならないからだ。

また、いまのイッパンテキなショウバイでは、リエキをだすことをよしとする。つまり、

そのクロジのブン、だれかがソンシツ、あかじをだすわけだ。しかし、イッパンテキに

は、それにモンクをいわない。そういうゲームである。クロジをだすのがうまいひとは

いいが、クロジをだすのがへたなひとはかせげない。フクシなどがあるが、それなら、そ

ういうゲームをやめてもいいはずだ。センシンコクのこどもがへっているということは、

そのゲームがよくないからだとおもう。やくにたつセイヒンをつくって、うっても、リ

エキをだすわけだから、それはそんなにすばらしいことではない。つまり、ニンゲンが

あまりやくにたっていないのではとおもえる。

　

　

　

　

あとがき

　

　まえにのべたが、シャカイカガクをケンキュウするのは、おかねがかかる。それは、プ

ライバシーなどがあるからである。もののシャシンをとってもセイキュウされることは

ほとんどないが、ひとのばあいだと、ナンビャクマンエンとセイキュウされるばあいが

ある。だから、シャカイカガクでなく、ブツリガクや、ひとではなく、おかね、つまりケ

イザイガクにケンキュウのむきをかえた。このホンニシュウロクされているのは、その

どちらにもあてはまらなかったものがおおい。つまり、それらイガイでもケンキュウで

きるということである。

　つぎのコノシリーズのホンがでるのは、おそらく、ライネンイコウになるが、まだギ

ロンしたいとおもう。

　

ニセンニジュウネンサンガツジュウロクニチ

　

　

　

　

　

シソウしそう ニカン

エイゾウ　

　

ニセンニジュウネンサンガツとおか

ニセンニジュウネンゴガツサンジュウイチニチ
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ニセンニジュウイチネンクガツトオカ

iii toga db011-2

　

　

　

エイチティティピーコロンスラッシュスラッシュアイアイアイティオージーエーピリオ

ドシーオーエム　

ティエスユーエスエイチアイエヌアットマークアイアイアイティオージーエーピリオド

シーオーエム　

　

エイゾウのホン

　

　『アルクカラカンガエル』ニセンジュウゴネン

　

　『むしのツゴウニンゲンのツゴウ』ニセンジュウシチネン

　

　『よろこぶゲンシジン』ニセンジュウハチネン

　

　『オンガクイチエンのジダイ』ニセンジュウハチネン

　

　『スーペリアーをみつけた。』ニセンジュウキュウネン

　

　『ウンドウはすべてエレクトリック。』ニセンジュウキュウネン

　

　『エルガク～ひとりブツリガクのチョウセン』ニセンジュウキュウ　

　

　『ものみダイからのケイザイガク』ニセンジュウキュウネン

　

　『ひかりのあるところにはジュウリョクがある。』ニセンジュウキュウネン　

　

　『シソウしそう』ニセンニジュウネン

　

　

エイゾウのデンシサイトからコウニュウできます。

http://eizo09.com
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